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１．本冊子は、女性の経済的・社会的状況を性差別を中心にして統計で示そ

うとする国際的な作業に関する主要文書の一部分の翻訳集である。本冊子は、

法政大学日本統計研究所の１９９３‐1994年度のプロジェクト「女性と統計：女性に

関する統計の実情と改善の方向」の作業の一環として用意された。当初はプロ

ジェクト参加者のための内部参考資料とすることを考えていたが、世界的には

取り組みが精力的に進む一方で、日本におけるこの問題への関心が、今なおか

なり低いと思える状況に鑑み、研究所の「統計研究参考資料』シリーズの－冊

にして、広く統計関係機関と関係者に配布することにした。

２．女性の状況を統計によって示すという課題は、世界的な性差別撤廃の動

きの一環として、特に１９７５年の国際婦人年以降明確に定置された。

女性の状況を改善し、女性の発展をめざす連動は、１９６０年代すでに進行して

いたが、これが目だった運動として国際社会に登場したのは１９７０年代であろう。

この運動は、途上国、先進国そして国連などの国際機関に強い影靭を与え、

１９９０年代に引き継がれている。国際婦人年の１９７５年におけるメキシコ世界会議

における宣言と世界行動計画、１９７６年から１９８５年にかけての「国連婦人の１０年」、

１９８０年のコペンハーゲン世界会議での「国連婦人の10年後半期行動計画」、

１９８５年のナイロビの世界会議とそこでの「婦人の地位向上のためのナイロビ将

来戦略」は、それぞれ世界各地での連動の集約であり、新たな取り組みへの出

発点となっている。そして近づく１９９５年の北京での国際会議をめざして各国の

取り組みも改めて盛り上がりをみせている。これら国際会議によっても促進さ

れて、１９７９年に「女性差別撤廃条約」が国連において採択され、コペンハーゲ

ン会議での批准にはじまるひろがりをえて、各国における「差別撤廃」の実施

状況が順次「女性差別撤廃委員会」に報告され検討されている。

３．これら連動の中で、まず何よりも改善すべき劣悪な女性の状況がどうな

っているか、どう改善されつつある力､の各々について、実情を伝え、進展を監

視する有力な情報としての統計が注目された。そして、実はその統計が欠如し

ており、また歪んだ概念や性別表示がないために女性の状況が把握できないこ
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とが問題視されたのは当然であった。ここからはじまって、女性についての統

計をどのような指標に関して収集されるべきかが論じられ、統計集の作成がう

ながされる。女性に関する統計の立ち後れは、実は、政府統計活動の責任ある

位置から女性が排除されてきたこととも関係する。

４．女性の状況についての統計づくりを国際的に促進するとすれば、国連総

会と経済社会理事会での決議、そしてこの理事会の機能委員会としての「統計

委員会」とこれを事務的に支える国連統計局がまず中心機関であり、特に統計

をふくむ技術的訓練の機関として新たに創設された「国連女性調査訓練研修所」

（インストロー：INSTRAW：）がもう一つの中心となる。このインストローは、

国連統計局と協同して活動している。この両機関を中心にして、各地域経済委

員会と国連専門機関がそれぞれの地域と問題分野ごとにさらに女性と統計の問

題をとりあげ、この他、ＯＥＣＤやＥＣなどもまた問題にとりくみ、これら国

際機関レベルでの動きに対応しながら各国での取り組みがある。

５．こういった国際的動向に対して日本の統計活動は、日本国内での自らの問

題としても、隣接するアジア諸国、関係深い欧米諸国、さらにはアフリカ・ラ

テンアメリカ等の統計活動が非常に重視している問題としても、これを理解す

る点で立ち後れているように見える。女性に関する統計書として、国際的経験

の進行や成果をふまえて作成されたものは未だないし、統計界においての取り

上げも、経済統計学会の学会誌と年次総会報告に'２，３とりあげられたにとど

まる。家政学グループを中心にする働きかけを受けて、総務庁統計局が家計調

査や全国消費実態調査の収入獲得者の表章においに性的歪みを一部分正すとい

う動きがあったが、その他では１９９２年の前半の時点で日本統計協会から「世界

の女性」が翻訳出版された程度である。この動向は、この問題に敏感に反応し、

現在では当然の恒常的課題と位置づけてしまったぱうに見える国際統計界や主

要先進国また途上国の統計界とは極めて対照的である。

６・日本統計研究所の今回のプロジェクトは、にういった国際動向と日本の

統計状況の落差を'埋めるべく立てられたのだが、Ｆのプロジェクトを進めるに

あたって幾つかの前提的な理解を共通のものとしようと考えて、国際的な重要

文書の要点部分を示そうとしたのが本資料である」

７．女性と統計の問題に関する文献については↓まず国際的取り組みに関す
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ろ文書として、特に、①国連総会、経済社会理事会、統計委員会と国際女性会

議での決議、②国連統計局（およびインストロー）の主要出版物と③「イン

ストロー・ニュース」が伝える国際的および各国動向、④国連専門機関の文書、

⑤ＯＥＣＤ・ＥＣ等のものがあり、さらに⑥各国での取り組みに関するものが

ある。このうち、②が作業の進展を内容的に伝えるものである。本冊子は、特

にlここの②に関わる文献のうち、国際的な進展度合いを伝える主要文献を選択

し、主として、それら文献の、はじめに、目次、序などの部分を「仮訳」した

ものである。

これによって、「女`性と統計」に関する国連レベルでの認識と課題設定がど

う推移し、実際作業はどこまで進んだ力､の大筋を、読者は理解できるだろう。

すなわち、国際婦人年等を契機としての課題設定の後、1980年代前半までは

一般的な論議、すなわち統計における性的偏りの指摘、女性の状況に関して、

さしあたり入手できる統計による当面の指標体系の提起、そして基礎統計の充

実をふくめて将来にわたる指標体系の提起、といったところであったが、１９８０

年代後半以降は、実際にそれら統計・指標の統計集の編纂（そしてパソコン用

のデータベースの創設）、これらの経験をふまえての各国での女性統計．指標

のデーベース構築を促すハンドブックの出版へ、という経過が読み取れると`思

う。そして同時に途上国を中心に、これらの問題に理解を持つ統計家や関係者

の育成も実践的に狙われている。これら文献に提起されている統計指標体系は、

それぞれに重要な参考になろう。国連ベースの「女性と統計」が全体として、

途上国についての把握に大きな重点を置いている傾向をもつので、日本での検

討の参考にすることを考えて、特に北欧での指標体系をも最後に紹介しておい

た。この冊子における部分訳から、必要に応じて、それぞれの文献の本論を参

照していただきたい。

８．本冊子における訳出作業には、杉橋やよい、伊藤陽一が担当し、第１の

文書については、田中尚美が先に訳したものを転載した。杉橋は、特に文献の

収集と校正等の任にもあたった。翻訳の分担は、目次の後にかかげた原文献名

とともに示した。

１９９３年６月

法政大学日本統計研究所伊藤陽一
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まえがき

第19会期統計委員会は、「性的ステレオタイプに関連する概念や方法を用いることによ

って、センサスの結果にゆがみを与えないように、あらゆる可能な対策をこうずぺきであ

るということで、意見の一致をみた」。ｌ）1977年加盟国に配布された「1980年人口住宅

センサス国連勧告に関する暫定報告」（ST/ESA/STAT/91）と題する資料のおおくのパラグ

ラフでこの問題が取り上げられている。経済社会理事会はその決議2061（LXII）で、「19

76年11月、第19会期統計委員会が、1980年世界人ロ住宅センサス事業計画の立案にさいし

て、経済・人口・社会統計の収集.･編成に用いられる基本概念から、性的ステレオタイプ

を取り除くために必要な改訂を行うことに、はじめて取り組み、現在もその努力を続けて

いること」に注目し、「第20会期統計委員会にたいし1976年-85年の国連婦人の10年一平

等、発展、平和一の成功に貢献するものとして、各国の統計部局、地域委員会、政府間諸

機関、国連機関および国連専門機関とりわけＩＬＯ，ＵＮＥＳＣＯ，ＷＨＯ・ＦＡＯと協

力して、その活動を継続するように」要請した。

このための努力の一環として、国連統計局はインド社会研究所のＳ、Ｄ・Souza氏を顧問

に任命し、３ヶ月Ⅱ9にわたり尽力を仰いだ。彼は、婦人の役割と地位の検討に必要な統計

について、統計利用者の要望をみたすために、各国統計局が直面する主要な問題を再検討

し、ついでこれらの問題を処理するために、既に開発されたか、あるいは目下検討中の解

決案についての情報を提供する報舎書をまとめた。このような目的をもってＤ･Souza氏は、
ｉ

多数の国の統言十局、いくつかの地域委員会および国連専門機関を訪れた。彼はまた多くの

研究槻関や個人を訪問した。それらは全て女性の役割と地位に関する諸問題の検討に人ロ

センサス及び官庁統計を利用すること、およびこれらの統計から性的ステレオタイプを除

くことに関心をもっていた（彼が訪問した国、機関、研究所のリストはこの報告書の付録

にしめされている）．氏の旅費の一部はフォード財団の援助でまかなわれた。

この報告雷は氏の最初の報告書の改訂版であり、またこのなかには、地域委員会や専門

槻閲とりわけＩＬＯ、ＷＨＯからよせられた、最初の報告書にたいする多くの有益なコメ

ントや訂正がもりこまれている。この報告書の予備版は、1978年11月２３日－２６日までプラ

l）OfficialRecordsoftheEconomicandS

型pplementNo．&（E/5910)，para、４８．

ocialCouncil・Sixty-EIecondSessioIl
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ジルのリオ・デ・ジャネイロで開催されたセミナー（JUPERJSemanarioaMulherna

PorcadeTrabalbonaAmericaLatina）の非公式資料として、参加者に配布されている。

この報告書の目的は二つある。第一の目的は、国の統計機榊を楢成する諸機関と、女性

の役割と地位、女性の開発への参加、両性間の平等に関する諸問題を検討するために、こ

れら諸機関が作成する統計を利用しようとする統計利用者とのあいだの討論に寄与する資

料にしようという目的である。

いかなる分野においても、統計の作成者と利用者との間で、このような討議を行う事は、

必要不可欠である。それによって統計作成者はその国の多くの統計利用者の多様な要望に

ついて、より適切で、より最新の理解を得る事ができ、また統計利用者は、国の統計機関

が利用者の要望をみたすには、技術的、財政的制約をうけながら作業しなければならず、

時には他の利用者と競合する要望をうけることを、より明確に、現実的に理解する事がで

きる。２）統計作成者が、あらたなデータを必要とする利用者グループの特定の要望を、

ほとんどあるいは全く気がつかず、また統計利用者も既存のデータの改善について暖昧で

漠然とした用語でしか要求できないような場合、このような意見の交換はとりわけ重要で

ある。

様々な国で女性の役割と地位および、それに関する諸問題を検討する上で、また、すで

に開発されたか、あるいは目下試験中の、これら諸問題の解決策を検討する上で、それに

ふさわしい統計が必要とされている。そして、この報告書の第二の目的は、この必要を満

たすために、多くの国が直面している諸問題についての情報を提供することである。いう

までもなく、この報告書であつかっている諸問題は、その広がりと性質、複雑さにおいて、

大きなちがいがある。同様に、１述べられている解決策も、これら要因との関連の点で、お

よび提起された問題をどの程度十分に解決しえたかという点で、まちまちである。今ここ

で問題となっているような、目下進展しており、また開発されつつある政策関連トピック

については、この報告書で論じられているすべての問題について、満足できる解決策を見

つけるために、統計作成者と利用者が共同で一定期間の試験や実験を行うことが必要であ

ろう。

第19および20会期統計委員会が行った、このトピックについての討識にしたがって、こ

の報告書は各国統計局その他へ配布中であり、コメントを求めることになっている。これ

2）統計作成者と利用者についてのさらなる議論については、次を参照せよ。

TheOrganizationofNationalStatisticalServicesL（UnitedNations ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ，

salesNo.Ｅ､７７.XVIL5lparas、53-56.
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に関連して、第20会期統計委員会は「統計作成者・利用者を含めてこの問題に関する専門

家会識を開催すること、そして各国からのコメント次節では、資金が許すならテクニカル

レポートとしてこの報告書を出版することを支持した」。３）

candSocialCounci１．１９７９．Supplement No.３３１OfficialＲｅｃｏｒｄｓｏｆｔｈｅＥｃｏｎｏｍｉ
－－Ｐ●￣￣－－－－－－－■■－－－－＝－－－－－句－

(［/1979/23)．para・’05.
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序論

１．１９７５年６月１９日から７月２日まで、メキシコシティで開催された国際婦人年世界会

議で、国際婦人年の諸目標を達成するために世界行動計画が作成されたｌ）。その後'975年

12月１５日、国連総会の決謝3520（XXX）で承認されたこの行動計画の第161～169項は、女性

に関するデータの研究、収集、分析の重要性と、この事業に国連が果たしうる役割の重要

性を強調している。

2.1976年11月８日から１９日までニューデリーで開催された第19会期国連統計委員会に

向けて国連統計局が作成した1980年世界人ロ住宅センサス計画中間報告は、性的ステレオ

タイプが人口センサスの有用性を損なうような影響を与えることがあり、この問題は世帯

主概念や女性の経済活動と関連して日常茶飯事となっていることに注目した。（E/cV3／
480,ハ．ラグラフ.２９）

３．第１９会期国連統計委員会は、「性的ステレオタイプ的な概念や方法を使用すること

により、センサス結果を歪曲することをさけるために、あらゆる可能な対策を講するべき

であるということで意見が一致した。これに関して、多くの国では『世帯主』概念によっ

て問題が生じていることが注目された。多くの国でこの'''1念は、現代の社会的状況やｿjlIlil）

の実態にそぐわない、時代遅れのものであった。統計委員会は、この問題またはその他の

問題について、いかなる解決策が識じられる場合でも、センサス調査員の手引きのなかで

明確に記述すぺきであり、個々の調査員が異なった解釈をする余地をのこすべきでないと

いう点で意見の一致をみた」２)?。第19回期統計委員会の提案を具体化したものとして、19

80年人口住宅センサスのための国連勧告が統計局によって準備され、1977年に加盟諸国に

配布された。この勧告（ST/ESA/STAT/91）の26～29パラグラフは性的ステレオタイプの問

題を扱っている。

４．引き続いて、人口住宅センサスの原則と勧告の草案に関する事務総長報告（E/CN､３

/515およびadd・’-3）が1979年２月２０日から３月２日まで開催された第20会期統計委員会に

提出され、さらに来たるぺき人ロセンサスの準備を支援するために加盟諸国およびその他

l） of-LhcLIlLernatjLonalWomell'ｓYear（UIliLedNa-ReportofLheWorldConference

tionspublicati〔)､，salesNo.Ｅ､７６．１Ｖ､１）‘chap、ＩＬｓｅｃｔ・ん

2）OfficialIlecordsoftlleEcol1omicandSocialCounciLSixty-secondSesslon．

SUI】匹旦me!】しＮＣ型（E/5910)．para、４８．
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の諸機関にも広く配布された．この資料はセンサス勧告に関する中間報告で言及されてい

る殆どの問題、とりわけ世幣主（または他の照会人）との関係（E/CN､3/515/add２.ﾊﾞﾗｸﾞ

ﾗ768,69）および経済活動状態（[/CN､３/515/add､２.ﾊﾟﾗｸﾞﾗﾌ190）について、中間報告より

も詳しく扱っている。この資料はまた性的ステレオタイプの影響とは無関係なデータを入

手する際にしばしば直面する諸問題の論識も扱っている。この資料は、第20回1V1統計委員

会の決定にしたがって、委員会のコメントにそって改訂され、人口住宅センサスの原則塾

よ_(f勧告として近く出版される予定である３)。これらの問題を扱うパラグラフについて、

草案と確定版との|M1に変更点はない。

５．すでに前書きでものべたように、この報告書は、様々な国の統計機関と利用者を訪問

した二度の大旅行を含む、３カ月にわたる顧問業務にもとづいて作成されたものである。

これらの旅行は、女性の役割と地位および関連諸問題の検討にふさわしい統計の収集、編

成、利用活動の大まかな状態を把握するために、入手できる情報にもとづいて計画された

ものである。

６．これら訪問の日ﾛ<)は、いくつかの国々の様々なグループが実際に行っている、一国

のデータシステムにおける性的ステレオタイプや性的偏りの問題を扱う他の国々にとって

ｲ可披な活動についての↑iii報をじかに人手することにあった。旅行は1977年11～12月と19

78年４～５月に行われた。－カ国にilll在する1U111Uは当然短かった。訪問国では、（a)センサ

スデータの収1ｍ（1MiにiilM在卿L作成）、(1))棟木iilM庇（特に労ＩＨＩ)力調廊）、（c)人口統iil･調夜

研究（特に女性の開発への参加）、にたずさわる専門職員と努めて会うように配慮された

が、時間的iill約から、国の統計部局の適当な職員のすぺてや、最も詳しいデータ利用者に

而会できないこともあった。さらに、訪問後に統計手続きにおいてなんらかの変更がなさ

れた国があるかもしれない

７．この報告書は、ある特定の国における統計的実践の包括的研究ではない。むしろ、

国ごとの経験や具体例が、他国の統計家にとって、自分の国の類似の問題を考える際に役

立つ説明としてとりあげられている。さらに、統計機榊のレベルや文化的背景は国ごとに

大きく異なるから、この報告書に述べられていることから、すぺての国にとって適応可能

と考えられる一般的結論を引き出すことには注意をしなければならない。

８．とりわけ、この報告書に蝋りこまれている実例はアンバランスである。それは一つ

には、示される実例が、この報告の主題についての各国における研究の程度と事前の関心

の程度、データの入手可能性を反映しているためである。しかし一つには、実例を選択す

3）ＵｎｉＬｃｄＮａｔｉｏｎｓｐｕｂｌｉｃａＬｉｏｎ，salesNo.Ｅ､８０．Ｘ1１１．８．
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る際の、時期や言葉の問題もある。この報告書を作成するにあたり英語、フランス語、ド

イツ語、ポルトガル語、スペイン語の統計が利用されたのに対し、ノールウェー語、スウ

ェーデン語、ポーランド語、セルピア・クロアチア語、アラビア語の資料は、利用できな

かった。

９．このような制約にもかかわらず、二、三の一般的結論をまとめることができる。各

国統計部局は、女性の地位と役割、開発への参加および両性間の平等を研究する際、利用

可能なデータベースの改善をいつでも支援できる体制にあるようにみえる。統計部局が進

んで協力しようとしているのは、一つは直接的データ収集活動であり、もう一つは、概念

や観illllの手法の改善に必要な方法論的検討および試験的活動である．しかしながら、やは

り殆どの統計部局はこの問題に対して高い優先度を与えていないようにみうけられるし、

国によっては、この問題に関心をもつのは特定の研究機関に111（られている。

１０．多くの国でこの問題に対する優先度が低い理由の一つは、データの「作成者」と「利

用者」が二つの別個のグループを柵成し、両者間の対話が必ずしも常に行われていないた

めである．統計機関は、この問題に関連するデータについての具体的・実際的要調がくる

のをただ待っていることがあまりにも多く、他方、「女性」問題と関わる機関は、その要

求を、具体的に述べることができないようにみえる場合がよくある。

1１．官庁統計作成者と、開発への女性参加拡大計画の進捗状況を把握するために官庁統

計を利用する者との間の対話の欠如から生ずる意見の不一致は、この他の諸要因も加わっ

て悪化の一途をたどっている。

12．第一に、大半の発展途上国で、この問題に関するデータが、他の問題と同様に、不

十分で信頼性に欠ける基本的原因は、十分に発達した国家的統計基盤が欠如しているため

である。人ロセンサスをたまにしか実施できない国、世帯調査を継続して実施できない国、

住民登録制度や他の行政報告制度が不完全な国、国の統計職員が不足している国では、政

策を遂行する上で必要な全ての問題に関するデータはいちじるしく不足している。これら

の国では、女性の開発参加をilI定するために必要な統計の整術は、全国世帯調査実現計i血i、

世界人口住宅センサス計画、世界人口動態統計改善計画およびこれらに関する相互技術援

助計画のような諸統計事業計画によって、かなりの程度まで可能になるであろう。

13.第二に､この分野の統計利用者の多くは、他の分野の利用者と同様に、自分以外の

利用者の必要とするデータについて、統計作成者が考えるほど高い評価を与えないことで

ある。その結果、既存の時系列統計の一貫性を保つことを頻繁に主張するのは、統計作成

者Ⅲ１１のようである。統計作成者が複数の利用者の相対立する要望の間で苦慮する場合、利

用者双方にとって納得いく解決をはかるためには、討議や実験的試みに十分時間をかける
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必要がある。このような対立がそれほど深刻なものでなく、単に表面的な場合、統計作成

者のちょっとした工夫や、統計利用者の一方または双方の要請の部分的調整によって双方

の希望をうまくかなえることも可能であろう。

14.節三に、開発への女性参加を監視するために必嬰な要因には、質的なものがあり、

それらは当然Ijil家の統計･データ収災Ilill度の枠紺みのなかにはおさまらない．囚および1mノノ

機関の選黙や任命ilill度によって選出される１１W成員の男女別柵成のような他のデータは、凧

的なものであるにもかかわらず、現在国家データ収集計画の範囲外にあることが多い。し

かし、適当な権限と資金が統計部局に与えられるならば、これらのデータを国家統計体系

の一部に加えることは当然可能である。

15.発展途上国における基礎的統計基雌と業務遂行能力の確立、統計利用者間の対立の

ｌＷｉｉ１ｉ、国家統計体系に含めるべきデータのiliiU11という諸問駈は、あきらかに国の統計政筬

において根本的I1il題である。そして、それらの問題をここで論ずることは、この報告書の

imiiIlllを大きく超えている。この報告譜は問題をもっとせまい範囲に限定し、女性の役割と

｣111位の改善に関心を持つ人々にとって必要な信頼できるデータをどうしたら入手できるか

というnW題を主に扱う。１１１１に述べた統計作成者と利用者の間のコミュニケーション・ギャ

ップの問題はこの報告書全休で扱うが、それに加えて、以下で述べる二つの特殊な問題を、

論することにする。

1６．まず第一の問題は、人間の役割や地位について、性に基づく偏見が存在することで

あり、それはしばしば文化の中に深く浸透している。この報告書ではそれらの偏見を「性

11〕ステレオタイプ」（sex-basedstereotypes)と名付けている。統計調査事業の設計や実施

にも影響を与えている性的ステレオタイプは、女性は労働力人口の中に入らず、男性は年

齢のいかんを問わす例外なく常に世帯主であるという考え方を伴っている。

17.第二の問題は、統計の収集、加工、編成、表示の際に生ずる性にもとずく偏りに関

するものである。この報告書では、この問題を「性的偏り」（sexbiases)と名付けている。

この偏りは性的ステレオタイプに基づくこともあるし、統計観iⅢ過程の技術的要因に基づ

いて生ずることもある。前者のタイプの一例は、女性の雇用者はごく少数にすぎないとい

うステレオタイプに基づいて、人ロセンリースの雇用者統計表を、男性についてのみ職業別

に表示することである。後者のタイプである観測過程の技術的要因から生ずる性的偏りの

－W'1は、多くの人口センサスやサーベイの中で、世帯員全員に代わって、－世帯貝が回答

することである。大半の国で、男性と女性の回答者数が同じであることはまれであり、デ

ータがどの程度自己申告あるいは代表者による申告に基づくのかによって、回答者の性別

に蒋しい変動が生ずることになる。その結果、ある種のデータについて、男性と女性に関
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するデータに重大な質的変化が生ずることになる。

1８．この報告書では、上記の問題をさらに詳しく検討することにする。便宜上、ここで

扱う項目は、以下に示す各節の表題にまとめられている.それらは、Ｉ世帯主、１１世帯

および家族、１１１経済活動、１Ｖその他の諸問題、Ｖ結論、である。節のlllH序は必ずしもあ

る特定の国における問題の璽要度の111N位を表すものではないことを碗調しておきたい。



二ZごＴ竺匠ロつ21犬渉已０＝雇司‐す－そら

老止金司昔ｆ雲こつ＞剰語室長（１９

之

８４年）

､二’一力きき

本書は女性の状況に関する統計と指標の開発に関わる国連の新しい２冊の報

告書の一つである’）。これらの研究は、国際婦人年の世界会議、国連婦人の１０

年一平等・開発・平和一の世界会議、経済社会理事会、統計や女性の地位に関

係している機能委員会、及び国際女性調査訓練研修所（インストロー）の理事

会、の勧告に応じて用意された２）。本書の研究は、先に国連事務局が刊行した

文書「性的ステレオタイプ、性的偏りおよび国家データシステム」（ＳＴ/ESA／

STAT/９９）－これは統計における性的偏りを概観している－を受け継ぎ、練り上

げたものである。

２つの報告書、「女性の状況に関する社会指標の編集」（'0m"///"gJocﾉｸﾞﾉ

/"`/catOrS0〃メカeJjtUaz/o〃ｏｆｊＰＤ`e"）と「女性の状況に関する統計と指標

の概念と方法の改善」（／”/ｗ/"３ＤＯ"ｃｅｐｚｓａ"ｄルビ"0.ｓ／ＷｊＷＷｓｚ/cs

a"‘／"｡/cazOrso〃ｔ〃ｅＪ〃L/ａｔ／o〃０/Ｗｂ"e"）はおおよそ同じ主題をとりあげ

ているが、それぞれの研究は明らかに別の目的をもっている。「社会指標の編

集」は当面の適用に関わる。これは利用者のために書かれており、何よりも多

くの国で現在人手できる統計を効果的に利用しようとするものである。これは

主として、新しいデータ収集計画を開発することではなく、むしろ既存のセン

サス、世帯調査、登録システムから－それらが何らかの国に存在する限りでで

はあるが－，女性の状況に関する信頼できる指標を開発することに関わってい，

る。「社会指標の編集」は、現在使われている概念と方法を使用して、女性の

状況に関する追加的な基礎的指標を創り出すために、既存のデータ収集システ

ムの改善に関心を持つ国にとっても有益なはずである。

「社会指標の編集」は、現在人手できる多くのデータ系列を無批判的に使う

ことの危険を認めている。したがってそれは、既存のデータ源泉の基礎にある
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方法と概念に関する幾つかの論議と評価を与え、利用者の当面の優先事項にと

って、有意義に解釈され有効に利用できるようにしている。理解を深めること

によって、より優れた指標を作成し、さらに有効な利用につながることが望ま

れる。これらの目的に向けて、「社会指標の編集」は、センサス、標本調査、

登録・記録システムの補足的な役割とそれらの利点と欠点についていくつかの

方向づけを与えるよう努めている。本書は３つすべての資料源泉から指標のの

例を示してはいるが、多くの国にすでにあるデータシステムから開発できる指

標に焦点を当てている。

「概念と方法の改善」には、２つの違う目標がある。第１は、現行の一般的

データ収集計画において最も広く使われている概念と方法を、女性の状況に関

する十分で、有意義で、妥当で、偏りのない統計を収集するのに適しているの

かという観点から、批判的に検討することである。第２の目標は、第１に関係

しており、統計の概念と方法について既存の勧告と慣行の変更の可能性を検討

することである。新しい概念や方法を開発し、テストし、大規模に実施するの

に必要な期間は非常に様々であることは認められている。あるものは、既存の

データ収集計画に相対的にごくわづかの修正を要するだけかもしれない。他の

場合には、複雑な分類を広く検討することをふくみ、多くの重要なデータの収

集・分析活動のための広い範囲に及ぶ費用のかかる細部の点を持つ。このよう

な場合には、研究の過程や国際的・国内的レベルでの採用には、幾年かを要し、

さらに、変更を実行しその結果を収集する長い期間がつけ加わるかも知れない。

このように、「概念と方法の改善」の各節は、さらに約１０年間にわたる研究と

新しい勧告の可能性に向けての非公式的な論題を概説することを意図している。

ある場合には、現在の知識状態の下で、普遍的な利用のために新しい国際的勧

告を開発する可能性はかなり先のことであり、必要とされている研究に重点が

置かれる。また他の場合には、研究が終了して、新しい概念と方法をより公式

に検討し広範に採用する方向をすでに指摘しており、ここ２，３年の過程で検

討されるべき技術的問題が、より詳細に扱われている。

両文書は、大きな社会的・経済的問題と開発とにおける女性の役割に関連す

指標に焦点をおいていろ。それらは、先進国と発展途上国の両方で、女性にと

って分配の公正と、経済的、社会的、政治的自立性とが根本的に重要であるこ



とを強調している。そこで論じられている問題はすべてをつくしてはおらず、

これまでの国連の社会指標と生活水準に関する研究、２つの世界会議で定めら

れた優先事項、データの人手可能性とそれが依拠した研究、1983年４月１１日か

ら15日までニューヨークで開かれた女性の状況に関する統計と指標の改善に関

する専門家グループの勧告、及び国連の地域委員会と、関係専門機関との協議、

に基づいて選ばれた。

これの２つの報告書は、女性に関する統計と指標の人手可能性を改善し、利

用を促進するために、国連統計局とサント・ドミンゴにある国際女性調査訓練

研修所（インストロー：INSTRAW）との共同プロジェクトの一環として準備され

た。本報告は国連顧問メリー。Ｇ・パワーズが執筆した。この共同プロジェクト

の両報告書は草案のときに、1983年４月の会議で専門家グループが検討した。

両報告書は、この専門家の勧告とともに、国連地域委員会、関係専門機関およ

び他の各国および国際的な専門家の勧告を考慮に入れて、改訂された３）。

この分野での国連の作業についてさらに詳しい情報を得たければ、ニューヨ

ークの国連統計局長もしくはドミニカ共和国サント・ドミンゴの国際女性調査

訓練研修所の所長に書面で請求されたい。

注

ｌ）２冊目は、「女性の状況に関する統計と指標の概念と方法の改善」

（／"ｐｒｏﾜﾉ"gr0"cepzsa"‘‘ezjDdFf0rJzaz/ｓ/／ｃｓａ"‘／"｡/cazOrsO〃the

Ｊ//"ﾖﾋﾞﾉ0〃０′〃"e"，StudiesinMetbod，Series.Ｆ,No.３３（国連出版局、

ｓａｌｅｓNo.Ｅ､８４.ＸＶＩＬ３）である。

２)以下のものを参照せよ。「国際婦人年世界会議、メキシコシティー、1975年

６月１９日から７月２日、報告書」（国連出版局salesNo.Ｅ､７６．１Ｖ．Ｉ）Ⅱ章

Ａ節１６１～１７３段落参照；「国連婦人１０年一平和・開発・平等一、コペンハー

ゲン、1980年７月１４日から３０日、報告書」（国連出版局、ＳａｌｅｓＮｏＥ､８０．

１Ｍ３と改訂版）Ｉ章Ａ節２５７～２６１段落参照；および'977年５月１２日の「国際

婦人年の目標実施のための世界行動計画の履行を測定するためのデータベー

スの改善」という経済社会理事会の決議２０６１（ＬＸＩＩ）、同じく1981年５月６

日の決議２０６１（ＬＸＩＤ１９８１／１１「女性に関する研究に適切な社会指標」。

3)以下の専門家が個人の立場でこの大会に参加した：IlercedesConcepCi8n（フ
ィリピン）、BernardGrais（フランス）、Ｂｉｒｇｉｔｔａ｝Iedman（スウェーデン）、

DevakiJain（インド）、CarmenMcFarlane（ジャマイカ）、MargaretM8d
（ハンガリー）、ZenebeworkTadesse（セネガル）、ＥｌｉｚａｂｅｔｈＷａｌｄｍａｎ（ア
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メリカ合衆国）、ＨｅｌｅｎＷａｒｅ（オーストラリア）。専門家グループ会議の報
告書は、ドキュメントESA/STAT/AC，１７/９－INSTRAW/AC．’／9．

ＥＩＺうて
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章 節ページ

1部：女性の状況に関する指標の目的、方法および資料源泉
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序

１．本報告は、国連システムにおける社会・経済統計と指標に関するこれま

での研究を広く利用して、女性の社会的及び経済的状況に関する指標のための

概念とデータの源泉を検討している’）。本報告は、女性に関する統計の作成者

と利用者に対して、女性にとって特に問題とされるいくつかの分野の指標の選

択、特定、および利用についての例によって、具体的なガイダンスを与えるこ

とをねらっている。これらの説明や例は、女性の状況に関する統計と指標を、

これを作成しようとしている国ができるだけ速やかに作り上げられるように、

統計の作成者と利用者の建設的な対話を促進する意図で使われている。ここで

論じられている指標は全て、現在の概念、定義及び分類を使っている標準的な

データ収集システムで通常獲得できるデータに基づいている。新しい概念の開

発も必要とされていることは明らかであるが、それはこの文書の主要な焦点で

はない。上の序文で述べた、『女性の状況に関する統計と指標の概念と方法の

改善」と題される姉妹編の出版物でこれらが検討されている。

２．本報告は２つの部分に分かれている。第１部は、女性の状況に関する社

会指標の基本的な目的、方法及び資料源泉を検討している。それは社会・経済

指標の需要と利用、女性の状況に関する統計と指標に関する特別な問題及び基

礎データの源泉と限界を検討している。第２部は、家族構成、家族と世帯；学

習と教育事業；経済活動と労働力参加；健康、保健行政と栄養摂取；所得およ

び所得分布；地方と都市の居住と移住；法的権利と政治権力、の分野における

女性の状況に関する指標例を提示し、検討している。それらの各分野で指標を

選択し、定義するための提案が出され、先進国ならびに発展途上国の実際のデ

ータを利用して、いくつかの例が提示されている。付録では、異なるタイプの

国々で指標を選ぶための統計の例、国際的出版物および労働力統計を編集する

際に広く使われている国際職業標準分類、についての追加的情報を提供してい

る。

1５



注

1）この仕事は次の文献において検討されている。,'Ｐｒｏｇｒｅｓｓｒｅｐｏｒｔｏｎ

ｎａｔｉｏｎａｌａｎｄｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌｗｏｒｋｏｎｓｏｃｉａｌｉｎｄｉｃａｔｏｒｓａｎｄｒｅｌａｔｅｄ

ｃｏｎｃｅｐｔｓａｎｄｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎｓｆｏｒｇｅｎｅｒａｌｕｓｅ,，（Ｅ/CN3／１９８３／１８）．

''Ｐｒｏｇｒｅｓｓｒｅｐｏｒｔｏｎｎａｔｉｏｎａｌａｎｄｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌｗｏｒｋｏｎｓｏｃｉａｌ
ｉｎｄｉｃａｔｏｒｓ”（ST/ESA/STAT／102），⑰Cja／／"。/ｃａＺ０ｒＳ.．〃．eﾉﾉ､/"`〃′’U/`e‐

／/〃“ａ"‘／／/"ｓ〃ａｔﾉﾘ'ｅＪｅｒ/ｅＳ，ＳｔａｔｉｓｔｉｃａｌＰａｐｅｒｓ，ＳｅｒｉｅｓＭ，Ｎｏ．６３

(ＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓＰｕｂｌｉｃａｔｉｏＤ，ＳａｌｅｓＮｏ.Ｅ､７８．ＸＶＩＬ８）
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＝ZごＴ生ロ＞二【ブヒを兄Ｃ＝雇司－ず￣ろ靜乞言ｉ－と弁E制禦
●

つつ松RE夛念ミとうけ孟医‐＞己文善亭（１９８４年）

３

Zﾐ犬’一力重き

本書は女性の状況に関する統計と指標の開発に関わる国連の新しい２冊の報

告書の一つである’）。これらの研究は、国際婦人年の世界会議、国連婦人の10

年一平等・開発・平和一の世界会議、経済社会理事会、統計や女性の地位に関

係している機能委員会、及び国際女性調査訓練研修所（インストロー）の理事

会、の勧告に応じて用意された２〕･本書の研究は、先に国連事務局が刊行した

文書「性的ステレオタイプ、性的偏りおよび国家データシステム」（ＳＴ/ESA/S

TAT/９９）－これは統計における性的偏りを概観している－を受け継ぎ、練り上

げたものである。

２つの報告書、「女性の状況に関する社会指標の編集」（'0”ﾉﾉﾉ"ｇＪｏｃ/β／

/"｡/cazOrsO〃２〃ｅＪ/tUat/o〃０ﾉｶﾞｍｅ"）と「女性の状況に関する統計と指標

の概念と方法の改善」（／図proｸﾞﾉ"８１０"ceptsa"ｄﾙﾉｶｏｄｓ'０/･Jzaz/ｓｔ/cs

a"‘／"`/caZOrsO〃Ｚ力ｅＪ/mat/0〃０/Ｗ０Ｊｅ"）はおおよそ同じ主題をとりあげ

ているが、それぞれの研究は明らかに別の目的をもっている。「社会指標の編

集」は当面の適用に関わる。これは利用者のために書かれており、何よりも多

くの国で現在利用できる統計を効果的に利用しようとするものである。これは

主として、新しいデータ収集計画を開発することではなく、むしろ既存のセン

サス、世帯調査、登録システムから－それらが何らかの国に存在する限りでは

あるが－，女性の状況に関する信頼できる指標を開発することに関わっている。

「社会指標の編集」は、現在使われている概念と方法を使用して、女性の状況

に関する追加的な基礎的指標を創り出すために、既存のデータ収集システムの

改善に関心を持つ国にとっても有益なはずである。

「社会指標の編集」は、現在人手できる多くのデータ系列を無批判的に使う

ことの危険を認めている。したがって、それは、既存のデータ源泉の基礎にあ
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る方法と概念に関する幾つかの論議と評価を与え、利用者の当面の優先事項に

とって、有意義に解釈され有効に利用できるようにしている。理解を深めるこ

とによって、より優れた指標を作成し、さらに有効な利用につながることが望

まれる。これらの目的に向けて、「社会指標の編集』は、センサス、標本調査、

登録・記録システムの補足的な役割とそれらの利点と欠点についていくつかの

方向づけを与えるよう努めている。本書は３つすべての資料源泉から指標の例

を示してはいるが、多くの国にすでにあるデータシステムから開発できる指標

に焦点を当てている。

「概念と方法の改善」には、２つの違う目標がある。第１は、現行の一般的

データ収集計画において最も広く使われている概念と方法を、女性の状況に関

する十分で、有意義で、妥当で、偏りのない統計を収集するのに適しているの

かという観点から、批判的に検討することである。第２の目標は、第１に関係

しており、統計の概念と方法について既存の勧告と慣行の変更の可能性を検討

することである。新しい概念や方法を開発し、テストし、大規模に実施するの

に必要な期間は非常に様々であることは認められている。あるものは、既存の

データ収集計画に相対的にごくわずかの修正を要するだけかもしれないし、あ

るものは、複雑な分類を広く検討することをふくみ、多くの重要なデータの収

集・分析活動のための広い範囲に及ぶ費用のかかる細部の点を持つ。このよう

な場合には、研究の過程や国際的・国内的レベルでの採用には、幾年かを要し、

さらに、変更を実行しその結果を収集する長い期間がつけ加わるかも知れない。

このように、『概念と方法の改善」の各節は、さらに約10年間にわたる研究と

新しい勧告の可能性に向けての非公式的な論題を概説することを意図している。

ある場合には、現在の知識状態の下で、普遍的な利用のために新しい国際的勧

告を開発する可能性はかなり先のことであり、必要とされている研究に重点が

置かれる。また他の場合には、研究が終了して、新しい概念と方法をより公式

に検討し広範に採用する方向をすでに指摘しており、ここ２，３年の過程で検

討されるべき技術的問題が、より詳細に扱われている。

両文書は、大きな社会的・経済的問題と開発とにおける女性の役割に関達す

指標に焦点をおいている。それらは、先進国と発展途上国の両方で、女性にと

って分配の公正と、経済的、社会的、政治的自立性とが根本的に重要であるこ

1８



とを強調している。そこで論じられている問題はすべてをつくしてはおらず、

これまでの国連の社会指標と生活水準に関する研究、２つの世界会議で定めら

れた優先事項、データの人手可能性とそれが依拠した研究、１９８３年４月１１日か

ら１５日までニューヨークで開かれた女性の状況に関する統計と指標の改善に関

する専門家グループの勧告、及び国連の地域委員会と、関係専門機関との協議、

に基づいて選ばれた。

これら２つの報告書は、女性に関する統計と指標の人手可能性を改善し、利

用を促進するために、国連統計局とサント・ドミンゴにある国際女性調査訓練

研修所（インストロー：INSTRAW）との共同プロジェクトの一環として準備され

た。本報告は国連顧問のナデア.Ｈ・ユーセフ（ＮａｄｉａｌＬＹｏｕｓｓｅｆ）が執筆した。

この共同プロジェクトの両報告書は草案のときに、１９８３年４月の会議で専門家

グループによって討議された。両報告書は、この専門家の勧告とともに、国連

地域委員会、ＩＬＯ、ＦＡＯ、ＵＮＥＳＣＯ、ＷＨＯや幾つもの他の各国およ

び国際的な専門家の勧告を考慮に入れて、改訂された３）。寄せられたコメント

に照らして、この報告は部分的に大きく書き替えられ、第Ｖ章が付け加えられ

た。特に、次の点を注記したい。専門家グループの報告者であるヘレン・バー

レ（HelenＷａｒｅ）が、第１章に大きな貢献をし、国連事務局が、第ＩＶ章につい

て大きな変更を加え、ＷＨＯが第Ｖ章に貢献した。パーレとＷＨＯに謝意を表

したい。

専門家グループは、出版に先立って２つの報告書について、修正をガイドし

た他、幾つもの追跡調査について勧告した。それらの勧告は、指標の選択と国

内レベルで女性の必要についての優先度とを結びつける方法、必要とされてい

る方法論的研究、国内データの収集と編集活動を盛んにする方法、および関連

する技術的協力などの問題をとりあげた。

専門家グループは、追跡調査すべき優先事項の中で、国連統計局とインスト

ローが各国の統計の利用者および作成者、そして適当な国際的グループと以下

の点で協力するよう勧告した。

（ａ）国内および地域の研究会を発展させ、特定国における女性の必要の見地

から統計と指標の選択に対する優先度を認定し、確立する。これらの研究

会は主要問題部分での性差別の分析に際して、データの利用者と作成者を
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訓練できる。

（ｂ）今後の国内のデータ収集活動に使うための新しいあるいは改善された概

念や方法の開発を、研究、テストおよび情報の交換を通じて促進する。

（ｃ）研究会や、女性の状況に関するより優れた統計と指標の開発に関心を

もつ各国の統計家等のために必要な訓練用の資料や技術的文書を開発する。

（ｄ）女性の状況に関するデータの必要を十分に考慮してセンサスやサーベ

イのような現行のデータ収集活動をすすめるよう激励する。

（ｅ）定期的な国内および国際的専門家の交流を促進する。

（ｆ）既存のデータの新しい製表を発展させるという見地から、既存のデータ

の保管所の活用を促進する。

専門家グループはまた、統計的概念と方法との改善をもたらす研究とテスト

が特に必要な幾つかの特定領域を認定した。それらは、（ｉ）世帯内部での所得

の分布、（ｉｉ）農業労働力への女性の参加、（ｉｉｉ）インフォーマル・セクター、

(ｉｖ）生活時間、（ｖ）非貨幣的所得と消費、家事労働およびその評価、（ｖｉ)正規

の教育制度の外での訓練、（ｖｉｉ）世帯と家族、である。

専門家グループの勧告は明らかに意欲ある努力を課している。しかし、これ

らは各国で女性の状況を評価する政策策定者と大衆が要求する適切で、適時的

で、信頼できるデータの流れを実現するには、必要なステップである。女性の

状況に関する適当な統計と指標があるからといって、女性に不利な法律、政策、

あるいは慣行を終わりにすることが保証されるわけではないことは明白である。

しかし、男性に比べて特別に不利な、女性が直面している状況と平等に向けて

の前進とを数量化することで、そういった統計や指標が、利用可能になるなら、

政策や計画を刺激し、大衆の見方を変えることができる。本報告は、概念や方

法の改善する必要に焦点をあてることで、統計や指標がこの前進への貢献を強

めることを狙っている。

この分野での国連の作業についてさらに詳しい情報を得たければ、ニューヨ

ークの国連統計局長（ＤｉｒｅｃｔｏｒｏｆｔｈｅＳｔａｔｉｓｔｉｃａｌＯｆｆｉｃｅｏｆｔｈｅＵＮ，New

York・ＮｅｗＹｏｒｋｌＯＯｌ７）もしくはドミニカ共和国サント・ドミンゴの国際女性

調査訓練研修所の所長（DirectoroflNSTRAW，Apartadopostal21747）に

書面で連絡されたい。
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注

l）１冊目は、「女性の状況に関する社会指標の編集」（'0”///"ｇＪＯｃﾉﾖﾉ

ﾉ"`"ａＺｏｒ３０〃ｔ〃ｅＪ〃"ａｔ/・〃ｏｆ腕亙e"）シリーズＦ・No.３２（国連出版局、

ＳａｌｅｓＮｏＥ､８４．ＸＶＩＬ３２）である。

2)以下のものを参照せよ。「国際婦人年世界会議、メキシコシティー、1975年

６月１９日から７月２日、報告書」（ｆｅｐ０ｒＺＯｆｊｊｅｌ'Ｗ･/dFo"'ere"ｃｅＯｆ

ｚｈｅ／〃ter"ａｔ/0"a／ノリｂme〃，ｓルｊｒ,ﾑﾉer/COF/ｔｚ／,/""ｅ－２/(ﾉﾉｸﾞﾉ９７J）（国

連出版局ＳａｌｅｓＮｏＥ､７６．１Ｖ．’）Ⅱ章Ａ節１６１～１７３段落参照；「国連婦人の

10年一平和・開発・平等一、コペンハーゲン、１９８０年７月１４日から３０日、報

告書」（ｒｅｐ０ｒｔＯｆｚ〃ｅｌｂｒ/ｄｌＯ"'ere"ｃｅｏ′ｔｂｅ〃／ｚｅｄ／|/、""ｓ"cade

／ｏｒ約"e皿.ｊＷａ/／t必叱ｒｅ/0""e〃ｚａ"ｄPeace,「｡"e""ageＬ／’'０”/"ﾉﾉ′

／”０）（国連出版局、SalesNo.Ｅ､８０．１V､３と改訂版）Ｉ章Ａ節２５７～263段落

参照；および’977年５月１２日の「国際婦人年の目標実施のための世界行動計

画の履行を測定するためのデータベースの改善」という経済社会理事会の決

議２０６１（ＬＸＩＤ、同じく１９８１年５月６日の決議２０６１（ＬＸＩＩ）１９８１／11「女性

に関する研究に適切な社会指標」。

3)以下の専門家が個人の立場でこの会議に参加した：MercedesConcepCi8n
（フィリピン）、BernardGrais（フランス）、ＢｉｒｇｉｔｔａＨｅｄｍａｎ（スエーデ

ン）、ＤｅｖａｋｉＪａｉｎ（インド）、CarmenMcFarlane（ジャマイカ）、

MargaretM6d（ハンガリー），ZenebeworkTadesse（セネガル），Elizabeth
Waldman（アメリカ合衆国）、HelenＷａｒｅ（オーストラリア）。専門家グルー

プ会議の報告書は、ドキュメントESA/STAT/AC､17/９－INSTRAW/AC.’／9．
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｣字二

背景

1．本報告は国連事務局の統計局とインストローの共同プロジェクトの一環

として用意された。このプロジェクトは各国、地域および国際レベルでの女性

に関する統計の現在および将来の作成者と利用者へのガイドとなることを意図

している。それは、女･性の状況と、経済的および社会的開発のあらゆる'''1面で

の女･性の役割を監視し評価するため、ならびに関連する計画づくり、政策、行

政、評価や研究のために、実際的で信頼できる指標の定義、選択、詳細化、利

用に関するものである。このプロジェクトの大きな目標のひとつは、女性に関

する統計の概念化、測定、カバレッジ、収集、編成に関する既存の国際的、国

内的な慣行の性格と十分．性を検討し批判的に評価することである。この作業は、

このようにして１９７８年に国連統計委員会と統計局がはじめた女性の役割と状況

に関する統計の収集にとって適切な概念と方法とを改善するという作業の延長

であり拡大なのである’）。

２．本報告の明らかな目的は２つある。第１はデータと概念の再定式化が決

定的に必要な問題領域との間のギャップを認定するために吟味すること、第２

は、女性の状況に関するデータの質と適切性とを、新しい方法、現在の慣行の

改造、一層の統計的研究と実地での実験、とを示すことによって改善する長期

的目標を提案すること、である。

３．本報告は女性に関する一連の別の社会的知識を作り出すことを主張して

いるのではない。論議の基礎にある基本的仮定は、データ収集に用いられてい

る.慣習的な方法論では、概念化が不十分であるために、女性が機能する特別な

行動のつながりを捕捉するのがしばしば不可能になっている、ということであ

る。現在の概念的枠組み、利用されている指標、質問が示され解釈される仕方

は、必ずしも常に女性の（再生産の役割以外の点で）社会的機能という独自の

側而を反映したり表わしたりはしない。女性の状況に対してより敏感な方法や

概念を企画するということは、性別に違った方法を使うがべきということでは

ない。概念、定義、分類を拡大して、新しい書式が、両性の世界の特殊な状況
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を考慮に入れるよう十分に整えられ、貧困者を描くのを助けるものにするとい

うことなのである。

４．現在の方法はいくぶん鈍感で、（ａ)一般には貧困集団、そして特に貧困な

女性の特徴と、（ｂ)経済的・社会的近代化による女性の状況の変化、とを描くの

に不十分である。さらに、社会統計における現在｣の方法は次の点で強い性的偏

りを示している。すなわち

（ａ）人手できるデータを性別に区分することへの関心の薄さ

（ｂ）以下についてのかなりの過小報告や過小推計

（ｉ）女性の経済活動

（ｉｉ）女性の死亡率

（ｉｉｉ)女性世帯主

（ｃ）女性を妻と母親としてだけ見る一元的見地が投影して、出産行動に関し

て収集されるデータが相対的に豊富な一方で、家庭外の分野での女性に

関するデータが極めて少なく不正確であることに示されている

５．本報告において、女性の状況に関する統計と指標は、すべてではなく選

択的にとりあげている。本報告の主たる意図は、発展途上国の女性の特徴を他

の女性や男性と関連づけてとりあげること、特に、女性人口のうちの恵まれな

い部分の者に焦点をあてることにある。国連の社会、人口、および関連経済

統計を統合する枠組みについての作業において認定されている社会問題分野の

全般的リストの中から、ここでは、次の６つの領域を論議の対象にする２）。

（ａ）家族構成、家族、世帯における女性の地位

（ｂ）女性、学習と教育サービス

（c）女性の経済活動と労働力参加

（ｄ）所得と所得分布

（ｅ）女性の健康状況

（ｆ）社会・経済的格差と流動性

６．最終的には、各国はその国の統計機関が女性に関する統計と統計的指標

の開発におく優先度を決定しなければならない。国連システムは社会的および

関連する統計の開発を促進するための勧告やガイドラインを用意するが､女性

に関する全ての社会指標に関して、社会を越えての厳密な比較可能性を達成す
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ろという問題が不可避的に生じる。経済的～社会的、文化的な社会構成には大

きな違いがあるので、全ての国に適用できる－つの完全で、唯一望ましい一連

の社会指標などはない。この違いは本報告でとりあげた問題のあるものが各国

に妥当するか、またここでなされた概念の再定式化や測定に対する提案が各国

に適用できるか、に影響する。

社会指標の機能

７．社会指標は、社会的に展開した統計を利用者の目的のために要約する手

段と受け取られている。各国は、社会統計および関連した経済統計の異なった

分野の指標に対して、統計や指標の個別的利用パターンとその社会統計の開発

に依存しながら、低かったり高かったりの優先順序を与えることができる。国

連システム内では、女性に関する統計を改善することが２つの点から特に重要

である。ひとつは、この努力が、社会指標に関する国連の予備的ガイドライン

［UnitedNations,DepartmentoflnternationalEconoｍｉｃａｎｄＳｏｃｉａｌ

Ａｆｆａｉｒｓ，ＳｔａｔｉｓｔｉｃａｌＯｆｆｉｃｅ，JOCﾉﾖﾉ／"‘/ｃａｍｒｓ.、Pre／/〃/"ａ〃’"/`e／/Ｄｅ

ａ"‘／//usZraZ／l'ｅ妃r/es，StatisticalPapers､ＳｅｒｉｅｓＭ，Ｎ０，６３（sales

No.Ｅ７８.ＸＶＩＬ８）］－これは基本的には福祉とその基礎にある状況、およびそ

れに影響する諸要因を測定し、監視することに焦点をおいている－に明示され

た基本的社会問題をめぐる種々の追加的な社会統計および人口統計を選択し開

発するという大きな企画の一環だということである。女性の状況は明らかに基

本的社会問題のひとつであり、女性の状況を記録することは、社会統計と福祉

関連の経済統計の統合を強めるであろう。第２は、女性の状況に関する測定と

指標を洗練するという今回の問題は、副産物として、男性に関して入手できる

統計をもっと批判的に評価することをもたらすだろう。男性に関する新しい統

計は実際に、女性の状況を男性のそれと比較する必要のある領域において認定

され、開発されるであろう。

８．女性の状況に関する社会指標は、４つのレベルで利用できる。その各々

を以下に述べる。
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（a）社会、経済および関連統計の統合

９．女性の状況に関する統計と指標の詳細化の発展は、総合された社会、経

済および関連統計の開発というより一般的な過程に対する重要な照会文献点と

データ収集のガイドラインを用意する。社会統計一人口センサスによって例証

される－の目的は、定期的な時系列データによって維持される一国規模の情報

システムを用意することにある。長期の間隔で収集されるそのようなデータは、

長期的傾向の比較ならびに総人口の広い人口学的、社会的なら

びに経済的特徴における重要な変動の登録を可能にする。そういったデータは、

長期のパターンの分析、そして長期にわたる女性と男性の生活の変化の方向を

判定するの極めて重要である。しかし、それらが頻繁には行なわれず、構想に

長期間かかり、書式が限定されているため、センサスそれ自体は、監視目的や

政策的行動にとってはさして有効ではない［Baster，Ｎ､，〃ｅ｣l/e“Ure"e〃ＺＯ'

1ＦＤ〃e〃′sParZ／ｃ/，ａｔ／o〃／〃肥ｒｅ／・”e〃Z.、ｍｅＵ/ＪｅＯ′、e〃ｓｚ/ｓｌａＺａ，Ｄ・Ｐ、１５９

(BrightoLEngland，InstituteofDevelopmentStudies］。したがって、世

帯調査や、総合化された社会的、経済的および関連統計の他の源泉が、この論

文では論じられる。

（b）趨勢の監視

10.社会統計は、社会・経済的変化による女性の役割の変化を監視し評価す

し、また女性に代わって作られ実施される開発計画やプロジェクトの影響を評

価するのに必要である。

1１．近代化が女性の役割に及ぼす影響を監視することに関しては、さらに、

移住、家族離散、都市化、家族榊成の変容の結果として女性の生活に生じてい

る変化をさらに細かく監視する統計を開発する必要がある［ＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓ

ＲｅｓｅａｒｃｈｌｎｓｔｉｔｕｔｅｆｏｒＳｏｃｉａｌＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ，腕〃/Ｚｅｒ/"β“a〃ｇｅｓ/〃Zbe

Fo"dﾉｵﾉ。"so'，ｍｅ"-`ﾛﾉﾋﾞﾉ“/reF/e『。/Poss/､/e"pr0ac"es,by1.

PalmerandUVonBuchwald，ReportNo.８０．１（Geneva，１９８０）］・

'２．プロジェクトのレベルでの開発政策を評価するための社会指標の有効性は、

幾つもの国、例えばインド、インドネシア、イランイ、マレーシア、モロッコ、

韓国、タイなどで認められてきた３）。これらの国は、実際に、その人口へのプ

ロジェクトの影響をより組織的に監視し評価するために、世帯調査、行政記録、
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人口動態統計から指標を編集している。

（c）社会的報告

1３．女性に関する社会指標や統計の認定と編集は、政策活動の目標としての

地域と集団を認定することを目的とする社会報告にとって特に重要である。適

切な統計は女性、高齢者、難民そして移民の必要といった特別な必要を反映す

ることができる。

（｡）女性の地位の評価

1４．これまで女性の地位を評価しようとする努力はあったが、男女の比率、

表出率、隔離指数４）の間のギャップによる表現によって、両性間の関係を反映

する敏感な指標を認定し、編集することがひきつづき必要である。

1５．女性の状況を評価するという目的は、概念的には、社会的監視および社

会報告のそれとは区分される。それらにおいては、女性の状況は開発志向ある

いは福利志向ではなく平等志向になっているからである。しかし、これら３つ

は密接に関連している。女性の状況に関する指標は、このように機会均等によ

り大きな強調をおいており、両性の状況の決定要因である男女の利用可能な資

源や選択肢によって、性別格差を定義している５）。女性の状況の測定に関連す

るすべての社会統計は、女性の男性に対する相対的位置を示さなければならな

い。理想的には、この目的のためのデータの収集の際に、類似の書式が男女に

対して使用されるべきであり、同じ期間に、同じ地理的位置が対象とされるべ

きである。

１６．さらに社会的指標は、社会的分析‘）、開発計画？）、「女性の福利指数」‘）

の構築といった目標に使用できる。

注

ｌ）統計における．性的偏りが起こりうる源泉についての概観は、１９８０年の国連

のワーキングペーパー（ＳＴ/ESA/STAT/９９）である。この報告は、国内および国際

的な統計的概念、分類、定義における性的偏りの起こりうる源泉を分析してい

る。

2）次の社会問題分野は国連の社会指標の予備的ガイドラインおよび系列の例

［UnitedNationsPepartmentoflnternationalEconomicandSocial
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Ａｆｆａｉｒｓ・ＳｔａｔｉｓｔｉｃａｌＯｆｆｉｃｅ，〃ｃ/ａ／／"。/“ｔｏ応fPreノノ、"β〃’"/`e／/〃ｅ
β"‘／//“〃ａＺノリ'ｅ妃″es，ＳｔａｔｉｓｔｉｃａｌＰａｐｅｒｓ・ＳｅｒｉｅｓＭ，Ｎ０，６３（ｓａｌｅｓ

No.Ｅ､７８.ＸＶＩＬ８）］で認定されている。すなわち、

Ａ・人口

Ｂ、家族構成、家族、世帯

Ｃ、学習、教育サービス

Ｄ、収入獲得活動と非活動

Ｅ、所得分布、消費、蓄積

Ｆ、社会保障、福祉サービス

Ｇ・健康、保健サービス、栄養

Ｈ、住宅、環境

Ｉ、公共秩序と安全

Ｊ・時間利用

Ｋ、レジャー、文化

Ｌ・社会階層、移動

3）Ｅ/CN､３／１９８３／1８節１１－１６

４）開発指標リストにしたがって男女比較を作成する企ては、1970年前後のデ

ータを使って国連社会開発研究所が行なった。全部で73の「開発指標」の中で

６つの変数について男女比較を作成できることが証明された。すなわち、平均

寿命；５～１９才人口にしめる男女の初等・中等教育への就学率；５～19才人口

にしめる男女の職業教育への就学率；２０～２９才人口1000人あたりの高等教育就

学者数；１５～１９才人口にしめる製造業の経済活動人口の割合；１５～５９才人口に

しめる専門的・技術的等職業従事者の割合［UnitedNations，researcカ

ノ"Ｓ/／t〃Ｚｅｆ０ｒＪＯＤﾉｮﾉﾙﾚe／0”e〃/，ＲｅｓｅａｒｃｈＤａｔａＢａｎｋｏｆＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

ｌndicators，Ｖｏｌ、１Ｖ，〃ｏｔｅｓＯ〃ノクｅ／"‘/CatorS，ＲｅｐｏｒｔＮｏ．７７．２，（Geneva，

1977）］

5）１つの指標としての「可能な選択肢」の概念の理論的開発については、

［Safilios-RothschildC.”Femalepower,autonomyanddemographicchange

inｔｈｅＴｈｉｒｄＷｏｒｌｄ',ｉｎＩＰｂｍｅ〃’ｓ〃。／ｅｓａ〃ｄ'0β〃/ａｔ／c)〃〃e〃‘ｓ/〃′〃ｅ

ﾉﾙﾉrダル'/d；Ｒ､Ⅱ､Anker，Ｍ・ＢｕｖｉｎｉｃａｎｄＮ.Ⅱ､Ｙｏｕｓｓｅｆｅｄｓ．（London，Croom

Helm，1982）］

6）ＭａｌｉｋａＥｌＢｅｌｇｈｉｔｉ，”ＴｈｅｃａｓｅｏｆＭｏｒｏｃｃｏ”とＭｅｒｅＫｉｓｅｋｋａ，,Ｔｈｅｃａｓｅ

ｏｆＮｉｇｅｒｉａａｎｄＵｇａｎｄａ”ｉｎUNESCO，腕"e〃β"ｄルリ'e/o”e〃ｊ，．／"。/ｃａｆｏｒｓ

ｏｆ〃ｅ/「肋”ｇ/"EBO/e，Ｓｏｃｉｏ－ｅｃｏｎｏｍｉｃＳｔｕｄｉｅｓ３（Ｐａｒｉｓ，１９８１）

7）ＡｓｏｋＭｉｔｒａ,”Ｔｈｅｃａｓｅｏｆｌｎｄｉａ'，とＪｏｙｃｅｌｉｎＭａｓｓｉａｈ，”Ｔｈｅｃａｓｅｏｆｔｂｅ

ＣｏｍｍｏｎｗｅａｌｔｈＣａｒｉｂｂｅａｎ，，ｉｎＵＮＥＳＣＯ，」IPbme〃ａ〃‘ルリ'e／０，〃e〃Ｚ．．／〃。/“ｔｏｒｓ

ｏｒ〃ｅ〃〃a"：/"ｇ〃o/e，Ｓｏｃｉｏ－ｅｃｏｎｏｍｉｃＳｔｕｄｉｅｓ３（Ｐａｒｉｓ，１９８１）

8）ＪｏｙｃｅｌｉｎＭａｓｓｉａｈ，，，ＴｈｅｃａｓｅｏｆｔｈｅＣｏｍｍｏｎｗｅａｌｔｈＣａｒｉｂｂｅａｎ”ｉｎＵＮＥＳＣＯ，

ｌｂ〃e〃ａ〃ｄ此ｒｅ化pae〃！．．／〃。/Ｃａｔｏ応。′ｍｅ〃ロケａ〃：／〃ｇノ?｡／e,Ｓｏｃｉｏ－

ｅｃｏｎｏｍｉｃＳｔｕｄｉｅｓ３（Ｐａｒｉｓ，１９８１）
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国連婦人の10年一平等鍔開発、平和一の達成の検討・評価の世界会議

ケニヤ～ナイロビ、1985年７月15-26日

二ZごＩ生クフニゼ犬乏兄&＝層罰す－コろ主要詞流言i-と挽言程雲

匡l〕連二割三司雰ノョ幸授令吉
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兵諄

１．女性の状況に関する主要統計と指標についての本書は、国連婦人の10年

一平等、開発、平和一の達成を検討・評価する世界会議の準備に関する経済社

会理事会の決定1983/132と総会決議３８/108に沿って用意された。本書は、

世界の172の国と地域の女性の状況に関する39の統計表を提供し、国連加盟国

すべてと15万以上の人口をもつすべての他の諸国と地域が収録されている。

２．本書は、人口、教育・訓練と識字力、経済活動、世帯、婚姻上の地位と

出産力、健康と栄養摂取、政治参加の分野の指標を示している。次の「女性の

状況に関する統計と指標の改善」と題する節は、女性の状況に関する統計と指

標を編集するための概念と方法の開発の現状、本書のためのデータベースを用

意する際に使われる方法、国内的、国際的な今後の作業に対するこれらの意義

を検討する。指標に関する技術的注釈は、各指標を編集するにあたっての資料

源泉と方法、使われている主要な統計的概念について説明している。これらの

注釈を本書の利用者は注意深く学習すべきである。

３．本書は、国際婦人年の世界会議、国連婦人の10年一平等、開発、平和の

世界会議、経済社会理事会、女性の状況に関する統計と指標に関するその機能

委員会、の諸勧告を考慮lE入れている。国際婦人年の目的の実施のための世界

行動計画が述べているように、「この計画は、国内と地域と国際的な研究活動

および女･性の状況に関するすべての側面のデータ収集と分析とに、高い優先順

位を与える。というのは、十分なデータと情報は、政策を策定しそして前進を

評価する際、そして態度の変化および基本的な社会的および経済的変化に影響

を与える際に不可欠だからである」’）。国連婦人の10年の後半期行動計画はさ

らに勧告している。「国連は、専門機関および地域委員会と密接に協力しなが

ら、そしてインストローが行なった作業に基づいて、最近のデータ、人手可能

な場合には時系列分析、ならびに女性の状況を改善することを意図した国内お

よび国際的尺度をふくむ女･性に関する統計の大要を準備し、利用可能にするべ

きである」２）。

４．国連、ＩＬＯ、ＦＡＯ、ＵＮＥＳＣＯとＷＨＯの国際的統計出版物は、
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本文書のほとんどすべての指標の直接の源泉である。各指標の特別な国際的資

料源泉と出所は、その指標の技術的注で説明している。ここに示される指標の

範囲と詳細は、使用された書式が小さいことと、できるだけ多くの国について

データを提供したいとする目的とによって、当然制約をもつ。同じように、こ

の書式の下では、比較可能性、カバレッジなどの詳細な技術的問題に関しては、

最小限の脚注を提供するにとどめざるをえない。特に関心をいだく分野の統計

に関するさらに詳細な技術的情報については、読者は引用した国際的源泉を調

べてもらいたい。

５．指標の選択と体系化に際しては、国連事務局国際経済社会問題総局の統

計局とインストローとの、女性の状況に関する統計と指標についての共同プロ

ジェクトの作業が、基本的枠組みとガイドラインを提供した。この共同プロジ

ェクトは、２冊の技術的出版物、「女性の状況に関する統計と指標の編集」と

「女性の状況に関する統計と指標の概念と方法の改善」を用意した3）。この研

究と本書を準備する際にこれを適用したことについては、以下により詳しく述

べる。

６．本書の準備にあたっては、国際統計機関の内部での広い範囲にわたる技

術的協議および統計家の交流に加えて、国連事務局国際経済社会問題総局の社

会開発・人道問題センターとインストローによる協議と支持があった。女性に

関する国際的なマイクロユンピューターのデータベースが、国連事務局の統計

局で試験的に開発され、最終的指標は、国連の諮問委員によって、そのデータ

ベースから構成され編集された。この仕事への最終的支援が、国連特別勘定へ

の関心別信託寄金に対して日本政府から与えられた。

Ｉ女性の状況に関する統計と指標の改善

７．国連婦人の10年後半期行動計画は以下のことを勧告した。「女性の開発

過程への実際の貢献を測定する手段として、開発への女性の実際的参加の程度

を判定するために、国内的および地域的指標が開発され改善されるべきである。

両性間の平等に向けての前進が監視できる一連の統計指標が設立されるべきで

ある。そういった指標群を設置する際に、政府はその国の統計の開発の現状と
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ともに個別政策の優先順を考慮する必要があろう」‘）。

８．この勧告は、国際婦人年の目的の実施のための世界行動計画と経済社会

理事会の決議2061(LXII）および'981／11にふくまれている国際的レベルの勧

告を再確認し、深めるものである。

Ａ概念と方法に関する国際的作業

９．上に述べた勧告を推進するために、女性の状況に関する統計と指標を改

善する作業の共同計画が、1982年にインストローと国連事務局経済社会問題総

局統計局によって、社会開発・人道問題センターとの協力の下に開始された。

10．この共同計画は２つの主要問題に向けられていた。すなわち、第１に、現

在国内および国際的レベルで人手できる統計から、既存の統計的な概念と方法

にもとづいて、指標の編集方法を練り上げること、第２に、女性の状況と両性

間の平等についてのより完全で客観的な像を用意するために必要な統計的概念

と方法およびデータ収集の計画を長期的に改善すること、である。

1１．このプロジェクトの一環として、国連事務局統計局とインストローは、

上述の序（第５パラグラフ）で記した２つの技術的報告書を用意した。これら

の報告書は、ｉ983年４月１１日から１４日までニューヨークで開催された女性の状

況に関する統計と指標の改善についての専門家グループによって検討され､こ

の会合でのコメントを考慮して改訂された後で、出版された`）。本書のために

編集された統計と指標の全般的枠組みと目的およびこれに伴う注は、これら２

つの出版物にもとづいている。第１の報告書、「女性の状況に関する社会指標

の編集」は、女性の状況に関する統計と指標を、既存の国内の統計源泉と概念

を使いながら編集するための実際的ガイドであることを意図している。第２の

報告は、「女性の状況に関する統計と指標についての概念と方法の改善」と題

され、女性の状況に関するデータの質と適切性を改善するための概念的および

方法論的アプローチの分析にあてられている。これらの報告書は相互を補完す

るよう意図されている。

1２．第１の報告書は、現在入手可能なデータと可能な限り有効なデータ源泉

を使用することに、第２の報告書は各国の統計システムで使われている概念や
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方法の必要な長期的改善に、焦点を置いている。第１の報告書の主要な読者は、

女性の状況に関する統計と指標の利用者であり、この書物を用いて各国の統計

の作成者との対話を発展させて、政府統計の組織、方法や出版物について知識

ある者になることが望まれる。

13.第２の報告書は、主として各国の統計の作成者と研究機関の研究者に向

けられている。両者は、各国の統計機関が新しい概念を広く採用するなら、フ

ィールドでの試験をふくめて種々の研究活動を行うべき人々である。報告書は、

上に引用した世界行動計画、行動プランや決議において特に述べられている問

題を検討している。それらは、性別の基本データの収集と配布という問題を越

えて、女性の状況と両性間の平等についての全面的で客観的な描写を提供する

ように、基本的な統計的概念、分類および定義の適合性や十分性に関する基本

的問題点をとりあげている。これらの問題は明確に、経済活動の定義、世帯主

の概念、失業の定義、職業分類をふくむことに関連している。統計が欠けてい

ると認定される女性問題の特定分野としては以下がある。すなわち、地域的お

よび国内的計画と政策形成への女性の参加、換金作物および自作農業、水汲み

と燃料補給、マーケッティングと運送、家を基礎にする活動とそれらの経済的、

社会的貢献、および時間利用、である。

Ｂデミタペースの開発

14．国際婦人年の目的の実施のための世界行動計画は述べている。「科学的

で信頼できるデータペースが概築されるべきであり、各国および国際的な統計

の計画の一環として、女性の特別な状況と必要とに敏感な、適切な経済的、社

会的指標が早急に開発されるべきである」（para､166）。

1５．女性の状況に関するデータの大きな部分は、いまでは定期的に国際統計

機関によって収集．配布され、多くの場合に国際的に標準化された推定値と予

１１１，１によって補われる。しかしながら、このデータは一箇所に体系的に収集され

ることはなかったし、例えば指標の準備においては、統計を見つけ、有効に使

うためには、かなりの経験と文献サービスへのアクセスが必要とされてきた。

過去２，３年間の間に、マイクロコンピュータを用いたデータペースの企画と
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管理の新しい技術が非常に急速に開発されてきており、マイクロコンピュータ

の柔軟性と低価格の結果、多くの「利用者に親切な」、相対的に小規模な応用

のための速やかな適用があった。これらの展開は、統計局が、女性に関する国

際的に人手可能なデータの大きな部分を、機械読みが可能な形態にまとめ、そ

れらを安くかつ速やかにデイスケットとして、プロトタイプ、利用者向けのソ

フトウエアと容易な文献参照のための記録、分析、表の作成と類似の応用とと

もに利用者に配布する可能性をもたらすようにみえる。

１６．上の序で述べたように、それらの目的をもった特別プロジェクトが、

1984年に事務局内でおこされ、女性に関する統計と指標の利用者向けのデータ

ペースをマイクロコンピュータの上で開発することが企画された。このプロジ

ェクトは次の目的を持っていた。データベースのために入手できるデータの検

討、データの編集とそれらを貯蔵、検索、更新するためおよび特別の系列と表

を用意するためのソフトウエアを提供すること、国連事務局社会開発・人道問

題センター、インストローその他の機関のような主要な利用者との、データベ

ースの設置と多分野にわたる地域的、国際的研究の準備において協力すること。

1７．このデータベースの直後の使用は、本書の用意であった。既に記したよ

うに、ここでの統計と指標と付随する資料源泉と概念に関する技術的注は、国

内および国際的レベルでの女性の状況に関する統計と指標を一層開発するため

の基本的枠組みと照会点を提供する。ここでの圧縮した書式で系列を提供して

いるが、これは世界会議のフォローアップとして、もっと深い、詳細な研究や

分析を激励することを意図し、マイクロコンピュータデータペースに関する技

術的作業は、完全なものからははるかに遠いが、これらの線にそった新しい適

用を関心ある利用麟者がテストできる段階に達した。本文書のために使われ、19

85年中に資源が許すかぎりで更新されるこのデータベースは、この目的のた'め

に、国連事務局統計局に要求して、必要なパーソナル・コンピュータをもつ利

用者が試験的な学習用に、デイスケット上で利用できるようになる。

1８．これらの実験的応用に加えて、「女性の状況に関する社会指標の編集」

と「女`性の状況に関する統計と指標のための概念と方法の改善」と共に使われ

た本書は、女性に関する国内および国際的なデータベースの将来の開発のため

の有効な実践的枠組みや一般的ガイドラインを提供する。本書の統計や指標は、
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各国が次のこと、すなわち、どの統計系列が国際的に人手可能であるかを判断

し、その国自身の系列の人手可能性とその系列自体を、同じ発展レベルにある

他の国の状況と比較し、女性に関する統計と指標についての計画を国のレベル

で実施することを容易にする。そういった計画は、人口センサスやサーベイな

どの基本的計画においてすでに収集されたデータの編集を、短期の目標として

持つであろう。長期目標としては、「女性の状況に関する統計と指標のための

概念と方法の改善」で論じられている方向にそって適切な概念と方法を検討し

開発すること、－例えば人口動態統計や世帯調査などの－基本的なデータ収集

政策におけるデータの空白を埋めること、例えば賃金・俸給、インフォーマル

・セクターや農業など現在の基本的データ収集能力が不十分な領域における女

性と男性に関する統計を開発すること、がふくまれるだろう。

1９．統計局の女性に関するデータペースのために開発された技術が完全にテ

ストされ記録されたなら、国内および国際レベルでの、適当なパーソナルコン

ピュータを利用でき、その利用について最低限の訓練を積んだ全ての関心ある

利用者は、自身の目的や状況に合わせた女性に関するデータベースの開発に同

じ技術を適用することが可能になる。この国際的データベースはまたぐ資源が

許すかぎりで国連による女性に関する統計の定期的な編集や配布のための出発

点として役立つだろう。
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Ⅱ井旨樫屡０＝膠ヨーヴーョら証支布時白勺乞司＝

20.本書は、世界の172の国と地域の女性の状況に関する３９の統計指標を提

供している。国連の全加盟国と1980年に15万人以上の人口をもったすべての他

の国や地域がとりあげられた。

21.ここに示される指標は、データの収集と配布における各国および国際的

統計機関の間での継続的で幅広い調整と協力の産物である。指標の開発のため

の基本的資源を提供する第１次のデータは、主として各国統計機関がその人口

センサス、世帯調査と、出生・死亡の市民登録から集めたものである。それら

各国の基本的源泉から編集された統計は国際統計機関へ各国の対応する機関か

ら定期的に提出され、発行されている。ある場合にはこれらの統計は国際機関

による、すべての人手できる各国データを考慮に入れた推計値や予測値で補足

されている。

22.人口および人口動態統計の収集に使われる基本的概念や方法と、その質

や信頼性に影響を与える諸要因についての一層の情報は、国連の「世界人口年

鑑」（(7)，例えば、1982年版、３，４節：以下（）内は、文献番号一訳者）に

ふくまれている。国連の「世界人ロ年鑑」はまた、幾つかの基本表において各

国からの人口および人口動態統計の質についてコードを発表している。本書の

指標の計算に使われた他の統計を編集する際に使用された概念や方法に関する

一層の情報は、各指標の引用した資料源泉に与えられている。これらの指標を

使っての研究・分析に関心のある読者は、１次の資料源泉とそれに伴う注を注

意深く学習すべきである。

Ａ・人口の構成、分布、変化

指標

総人口（1000人）；女性、男性

０～14才人口の割合；女性、男性

１５～59才人口の割合；女性、男性

●
●
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４．６０才以上人口の割合；６０才以上人口の女性人口の割合

５．農村人口の割合；女性、男性

６．人口増減率、年率；都市、農村、合計

23.これらの指標は、人口３０万人以上の国や地域について国連事務局が２年

毎に発行する年齢別、性別の人口の推計と予測から編集されている。一般に、

人口推計値は、年央のその国あるいは地域の住人に関してのもので、人口セン

サスデータあるいは人口登録データに基づいている。1982年に利用できる統計

を使った最近の推定値と予測は（５）に掲載されている。

24.（５）に褐載れてない国と地域について言えば、上述の指標は、『世界人

口年鑑」（７）に掲載されている年齢別、性別人口の統計から計算された。うま

く機能している人口登録が欠けている場合には、年齢別人口についての国内統

計は人口センサスからのデータを以てだけ信頼できる値を計算できるので、（７）

に基づいた指標は、センサス年だけについて人手可能であり、ある場合には最

新のデータが非常に古いことがありうる。さらに、（７）からの人口センサスデ

ータは、（(7)1982年版、ｐＰ６－ｌ２）で論じられているように年齢報告の問題や

人口データにおけるばらつきをもたらす他の源泉を考慮に入れて調整してはい

ない。

25.指標２，３においては、男性と女性について示されるパーセンテージは

全ての年齢と両性について総人口に対するものである。したがって、Ｏ～14才

と15～59才の男女のパーセンテージと６０才以上の総パーセンテージは合計で

100になる。

26.指標５は、国連事務局人口部門が用意し、（３）に示された1980年の性別

・年齢別、都市と農村の人口についての推計値に基づいている。この指標は両

性の総人口に対する農村の男女のパーセンテージを表わす。このように、農村

における両性の総人口のパーセンテージは男女の数字を加えることによって得

られる。

2７．人口部門の推計の基礎になっている都市に関して、各国の定義にはかな

りの違いがある。この違いは、（（７）ｐｐ､42-44,173-176）で論じられている。

したがって、これら指標には国毎の比較可能性において限界がある。一般的に

は、都市の定義は、例えば2500人あるいは5000人の住民数などのある規模以上
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であり、そこでは生活様式、住宅密度、経済的やコミュニティーのサービスや

施設の利用可能性が農村のそれとは違う町である。農村の人口は、総人口から

都市人口を減じて算出される。

28.都市、農村および総人口の変化率である指標６は、1960年から1970年、

1970年から1980年、1990年から2000年の間の平均年変化率を、中間年の人口推

計値と次式を使って算出した。

←(等-1） ｘｌＯＯ

ここで、Ｐ〃は基準年の人口であり、Ｐ（は最終年の人口、ｔは間にくる

年の数であり、′は年平均変化率である。

Ｂ教育、訓練、識字

指標

７．１５～24才で非識字の人口割合；女性、男性

８．２５～44才で非識字の人口割合；女性、男性

９．２５才.以上で中等教育に就学した人口の割合；女性、男性

29.これらの指標は、ＵＮＥＳＣＯが各国の人口センサスやサーペイからの

データに基づいて用意した統計から編集された。大部分のデータは（10)に公表

されている。しかし、ここでの統計はまたＵＮＥＳＣＯがより最近入手できる

ようになった国や地域のデータをふくんでいる。

30.ＵＮＥＳＣＯは、人がその日常生活での短い簡単な文を理解力をもって

読むことも書くこともできない場合に非識字であると定義するよう勧告してい

る。この概念は各国のセンサスやサーベイで広く使われているが、この解釈や

適用は各国ごとにその社会的・文化的環境によって違う。さらに、この非識字

の概念は、読み書きの基本には精通しているが、機能的にはなお非識字である

と考えられる者をふくめてはいない。かくして、特により先進的な国において

は、働きの上で非識字という尺度が有効である。しかし、こういった統計は一

般的には国際的レペルでは現在は利用できない。
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31.「第２段階の教育に就学した」という語に示されている概念は、第１段

階あるいは小学校の終了後、第２段階の第1サイクルに入学し、何らかの期間

就学した者である。そういった者は必ずしも第２段階のどの部分も終了してい

ない、しかし、この段階を終了してより高い段階の教育に進んだ者もまた含ま

れている。２，３の国では、第２段階に入学した者ではなく、第２段階か第２

段階より進んだサイクルに入学した者だけのデータが利用できる。後者のデー

タが指標で与えられている場合にはその旨が脚注に示されている。この尺度は

「第２段階に就学した」者とは非常に異なる教育レベルを示しているので、こ

の指標を他の国と比較すべきではない。

１０．第１段階の教育での在学(1000人）：女性、男性

１１．第２段階の教育での在学(1000人）；女性、男性

１２．第２段階の砿業教育での在学の割合；女性、男性

１３．第３段階の教育での在学(1000人）；女性、男性

１４．第１と第２段階の合計の在学率；女性、男性（100人あたり）

32.1970年と1980年の指標10-13は、主としてＵＮＥＳＣＯが1984年に発行

した統計(9,1984)から編集された。ＵＮＥＳＣＯは、ＵＮＥＳＣＯの調査票へ

の各国政府からの回答でえられた統計によって在学統計を用意した。2000年に

いたる在学の予測は、ＵＮＥＳＣＯが（ＩＤにおいて用意し発行した。これらの

予測は、1960年から1980年までに観察された傾向が2000年まで続くという仮定

にもとづいている。これらの傾向は、(9)で発行されている在学統計を、他の公

式の各国および国際的な人手可能な源泉からの情報で補足してＵＮＥＳＣＯが

判定した。これらの指標を用意するために使われた教育データのカバレッジと

質は、国毎だけでなく年によってもかなり違い、比較可能性に、またある場合

にはその信頼性にも影響を与えている。

33.指標１４もまた（９）から作成された。ここでの粗就学率は、ＵＮＥＳＣＯ

が諸国からの特定年令別在学データ、各国の第１（初等）と第２（中等）の教

育段階での正規在学年令、国連事務局人口部門が用意した年令別人口推計値を

基礎にして、計算された。これらデータは、必要とされまた入手可能な場合に

は各国の源泉によって補足された。初等・中等合計の在学率は、初等・中等教
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育年令人口１０００人に対する（年令にはかかわらない）初等・中等の在学者の合

計の比として定義されている。分母は、分子がとりあげている全年令範囲をと

りあげていないので、この指標は初等と中等の在学年令の人口の実際のパーセ

ンテージを過大表示しているかもしれない。しかし、初等と中等の別々の比率

ではなく、合計比率を使えば、この過大表示はかなり弱められる。それにもか

かわらず、この在学比率における違いは、在学パターンの違いだけでなく、ま

た在学統計のカバレッジと質の違いを反映しているかもしれない。

Ｃ経済活動

指標

労働力参加率（ﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞ）

１５．女性、男性（年令合計）

１６．女性、男性、２５～44才

17．女性、男性、４５～59才

18．女性の労働力率、都市、農村、合計

34.ＩＬＯは、特定対象期間のいづれかの時に、支払いを受けるかあるいは

利益のために働くか、そういった仕事を探している人を、労働力に属している、

すなわち経済活動的である、と定義している＊。

＊この定義は1982年に、もし適切なら、職につくことができるが必ずしも

求職活動をしていない者をふくめるように、拡大した。同時に、ＩＬＯは

無給の家族従業者を経済活動人口にふくめるため、通常労働時間の３分の

１以上ではなく、特定調査対象期間に少なくとも１時間働いたすべての者

（他の労働者をふくめるために既に使用された基準）を入れるようその勧

告を改訂した。しかしながら、これらの改訂は本書の指標に使う統計を収

集した時点では、実際には使用されていなかった。

労働力の標準的概念は、すべての就業者と、はじめて求職する者をふくむ失

業者からなると定義されている。それは、雇用主、自営業者、雇用者、無給家

族従業者、生産協同組合員と軍隊をふくむ。国際的定義においては、自家消費
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のための食料といった一次生産物の生産や他の非貨幣的活動が、経済的に活動

していると考えられている。経済的に活動的であると考えられる者はその仕事

がフルタイムである必要はない。しかし、基準概念の特定の要素は、国ごとに

かなり違い、その違いの多くは、調査対象期間の選択、最低労働時間の判定、

自家消費のための生産をふくむ無給家族労働のように、女性の経済活動への参

加の測定に影響を与えるかもしれない。さらに、女性の経済活動は、調査員と

センサスやサーベイの回答者のステレオタイプが経済活動の報告や記録におい

て誤差を生み出すために、また多くの国で女性は測定するのが最も難しい経済

活動に従事している者の大きな部分を占めるために、しばしば過小評価される。

35.指標15～17は、ＩＬＯが1970年代半ばに行ない、1977年に（１）で発表し

た推計と予測から作成された。これらは、まずは1950年、1960年、1970年の世

界センサスラウンドにもとづいていろ。本書の1980年と2000年についての数字

は、ＩＬＯが判定した1950年から1970年までの傾向の予測値である。ＩＬＯは

現在、1980年人口センサスラウンドからのデータをとりあげながら、新しい推

定や予測を準備している。これらは、女性の労働力への参加のパターンの大き

な変化とともに、データの収集と方法論において、自家ないしは世帯消費をふ

くむ無給家族労働と自営業者のより正確で包括的な測定を一層強調すべきこと

を示すかもしれない。

36←指標18は（7,1973年と1979年）から作成された。

指標

次の集団の総人口に占める性別割合

１９．無給家族従事者

２０．雇用者

２１．専門的、技術的、管理的、行政的職業従事者

２２．書記、販売およびサービス従事者

次の集団の労働力に占める性別割合

２３．産業部門に従事する者

２４．農業に従事する者

２５．非農業経済活動における女性の賃金の男性のそれに対する比
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37.指標19～22と２５のデータはＩＬＯ（２）から、指標２３と２４は（１）からのも

のである。指標１９と２０に使われた分類は、人口・住宅センサスで使うために国

連が、そして労働力統計一般のためにＩＬＯが、勧告した従業上の地位分類で

ある＊。

＊ここにふくまれていない地位部類は、雇用主、自営業従事者、生産

協同組合員である。

38.指標21と22に使った職業統計は、ＩＬＯが1968年に公表した改訂国際職

業分類(ISCO)である。ＩSCOは指標１９と２０のために使われた従業上の地位分類と

は別個のものである。指標21と２２でとりあげられなかった職業グループは、農

業と生産従事者、労働者および運送装置操作従事者である。軍隊のメンバーと

してはじめて求職をしている者は、以上のどの部類にもふくまれない。

39.指標19～22は、労働力における各性のではなく、各性の総人口を基礎に

計算されたパーセンテージである。このアプローチが使われているのは、労働

力統計における女性、特に農業と一般に農村における女性のカバレッジに大き

な未解決問題があるためであり、またそれら指標の分母として労働力ではなく

総人口を用いることで、示される階層について比較可能性と信頼性の問題を小

さくするからである。

40.指標23と２４はＩＬＯの推定と予測から直接にとった（１）。この源泉は指

標15～１７との関連で上で論じた。経済活動でとりあげていない残りの部門は、

卸小売り、経済サービスと、コミュニティー、社会および個人サービスをふく

むサービスである。

41.指標21は、（２）のＩＬＯ統計から計算された。賃金統計を作成する際の

カバレッジ、定義と方法は国によって大きな違いがある。性別比較のための統

計はわづかの国についてだけ人手可能であり、労働力のごく狭い部分にもとづ

いているものでありうる。したがって、これらの数字は十分な注意をはらって

使わなければならない。この系列は、この重要な分野において今後、もっと詳

細なデータ収集、編集と分析を激励するという期待を以てここにふくめられた。

4３



Ｄ世帯、婚姻関係～出産力

指標

26.15～19才の人口と未婚者の割合；女性、男性

２７．４５～59才人口と現在結婚していない者の割合；女性、男性

２８．６０才以上人口と現在結婚していない者の割合；女性、男性

42.これらの指標は、各国統計機関が国連統計局に提出し、「世界人口統計

年鑑」に公表されている人口センサス結果に基づいている（7.1982年と1976年

）。指標26は、現在そしてこれまで未婚の各性別の15～19才の者の割合である。

「現在結婚していない」とは、未婚、死別者、離婚者、別居者をふくむ。人口

センサスにおいて、同意の同居が算入される国や地域については、「未婚」や

「現在結婚していない」という概念は、そういった同居者であると報告される

者は除外される。

指標

２９総出産率

３０避妊薬（用具）を使用している結婚中の女性の割合

３１平均世帯規模；都市、農村および総計

43.出産力の推定値と予測は、２年毎に国連事務局人口部が提供している。

総出産力についての最近の推定値は(5)に公表されている。総出産力は与えら

れた期間の出産のパターンに変化がないならば、女性１人あたりが生むと予想

される平均子供数である。この尺度は平均的な女性が一生の間に、死亡はない

ものとして、生む子供の大体の総数を与える。

44.指標29は、国連事務局人口部が、世界出産力調査と関連する各国の調査

とその他のサーペイ結果から作成し、（６）に公表している。これらの統計の収

集に使われた概念や方法についての詳細な情報と全般的な結果はこの出版物に

ふくまれている。

45.指標３１は、（7,1982年と1976年）と『世界人口統計年鑑」と国連事務局人

口部が用意したワーキングペーパーにふくまれている統計から作成した。「世
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界人口統計年鑑」に示されている世帯規模について'の統計は、人ロセンサスか

らのものである。人口部の推定と予測は、1978年までに人手可能な人ロセンサ

スに基づいており、必要な場合には他の各国原資料で補足している。推定と予

測の方法は、その論文(4)に叙述されている。

46.人口・住宅センサスで使用する世帯に関する国際勧告の'定義は、「家事

概念（housekeepingcoDcept）」、すなわち、「食事あるいは他の生活必需の

ための共同の準備をする」１人以上の者で、「親族でも非親族でも、両方の結

合でもありうる」＊というものである。軍隊の兵営、矯正施設、病院や類似施

＊〃/"C"/ｅｓａ"。〃ecO“e"ぬz/0"ぶん「'０，zﾉﾉﾖz/o〃ａ"ｄ'0z/s/"ｇ

“"mseS，SeriesＭ・Ｎ０．６７（UnitedNationspublication，二salesＮｏ．

Ｅ､８０.ＸＶＩＬ８）para､Ｌ２２３

設など集合的宿舎に住んでいる人は、住居に住んでいるとみなさない。大部分

のセンサスでは、与えられた世帯に住んでいない者は、その世帯員とはみなさ

れない。大部分の目的にとって、各世帯は１つの住居単位を占めるものと見な

すことができる。しかし、１つ以上の世帯が１つの居住単位を占めたり、１世

帯が１つ以上の居住単位を占めたり、あるいは１つの世帯が家なしであったり

あるいは一時的な間に合わせ、あるいはキャンプのような集合的宿舎であるこ

とも可能である。判断の基準は、食料あるいは生活必需を家事的に用意するこ

とと考えられる。さらに、いくつかの国内人口センサスは、ある部類の不在の

世帯員をふくめるかもしれない。

Ｅ健康と栄養摂取

指標

３２

３３

３４

３５

３６

３７

出生時の余命；女性、男性

出生時から５才まで生存している児童の割合；女性、男性

15才から４５才まで生存している者の割合；女性、男性

出生数100,000人あたり妊産婦死亡

妊娠中あるいは妊娠していない女性で栄養性貧血症にかかっている者

訓練された付き添い人を伴う出生の割合
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3８伝染病および寄生虫による病気による死亡の割合

47.出生時の余命は、生まれて生きている女性あるいは男性が今後生きると

思われる平均期待年数の推定値である。これらの系列は国連事務局人口部が用

意した推定値と予測値である。最も新しい数字は（５）に公表された。推定と予

測の技術は資料源泉で説明されている。

48.多くの途上国は、市民登録に基づく出生・死亡についての完全で信頼で

きる統計を欠いており、種々の推定技術を用い、他のデータ源、特に人口セン

サスと人口動態のサーペイを使って余命を計算している。出生時の性別余命は

全年令にわたる男女の死亡率の違いを統計的に要約している。しかし、乳児と

幼児の死亡率の傾向と相違が、ほとんどの途上国の出生時における余命の傾向

と相違に特に大きく影響している。このように、出生時の余命は、他の年令の

男女の死亡率の高さと違いを評価するときの有効性は限られている。

49.出生から５才および15才から45才の生存パーセントについての指標は、

０才（ということは、その年の出生児）と１５才のコーホートが、それぞれ５才

および45才まで生存すると期待できるパーセントを示す。例えば、０才の男性

の存命が97パーセントであるということは、ある年に生まれた者の97パーセン

トが５才まで生きていることを意味する。これらの系列は各国の統計機関が用

意した生命表から作成され、（(7),1974年と1980年）に公表された。

50.余命と生存率の計算は、一定期間、通常は３から５年間にわたる各国の

年齢別死亡統計に基づいており、年令毎の死亡率はコーホートの生涯期間に不

変であると仮定している。一般的には、死亡率が時とともに低下するだけ、特

定の年に生まれた者、あるいは特定の年に１５才の者の実際の余命と生存率が、

この指標に示されるよりも高くなる可能性がある。

５１．指標35は「世界人口統計年鑑」（(7),1980年）からとった。これは、与

えられたある年の妊産婦死亡と出生数を基礎に計算された。これらの統計は、

各国の統計機関が国連に提出した各国の出生・死亡に関する住民の登録統計に

基づいている。使われている統計的概念と定義は、国際標準疾病、傷害、死因

分類においてＷＨＯが勧告したものである。

52.指標36は、ＷＨＯの専門家が設定した標準以下のヘモグロビン集積をも
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つ女性についてＷＨＯが用意した推定値からなる。肋r/‘ﾙｺﾞﾉtクＪｚａｔ/３t/cs

OUarZer/ｿ（（12),表４）に公表された推定値は、各国の保健研究の分析に基づ

いている。

この推定値に添えられた注は次のように述べている。

「貧血症は今日世界で最もひんぱんに観察できる病気である。それは、幼児、

再生産年令および妊娠中の女性に特に多い。貧血症の原因は多くあるが、幼児

と女性は特に鉄分を相対的に多くとる必要があるので、かかりやすいのは疑い

ない。子供時代の成長のため、あるいは妊娠中の胎児の要求に応えそして月経

による血液の喪失を補うのに必要な鉄分の量は、日常の食事で摂取可能な量で

は足りないことがしばしばである。このことは、人口のある部分にみられるの

であるが、特に日常の食事が動物性食品をわずかしかふくまないか全くのベジ

タリアンである場合にあてはまる。これは、熱帯および亜熱帯地域に観察され

る高い寄生虫の寄生と結びついて、途上国における鉄分の不足による貧血症の

広い流行を説明する。・・・・

公衆の健康や社会的見地から貧血が重要なのは、それが生産性や作業能力に

影響し、多くの他の病気の悪化につながりうるからである。それは、栄養不足

とむすびついた死亡全体に寄与している。そして妊娠中の貧血の場合には、出

産時の母親の生命と健康への脅威となり、幼児の生存能力に影響する。

53.指標37は、2000年までに全ての人の健康を充足させることの監視と関連

で各国機関からＷＨＯが収集した末公表の情報に基づいている。

54.指標38は、伝染病と寄生虫による病気という既知の原因による全年令の

女性と男性の死亡の割合である。この指標は、「世界人口統計年鑑」の死因統

計から計算されている（(7),1974年と1980年）。伝染病と寄生虫病の分類は、

ＷＨＯが発表し、（(7)，1982年pp21-27）＊に示されている疾病、死因の国際

＊これには、国際分類の第８回改訂の死因Bl-Bl8と第９回改訂

のAMl-AMl2がふくまれている。

分類からとられた。死因に関する統計の唯一の信頼できる源泉は、死亡登録と

訓練された保健職員による死因の確認である。しかし、ほとんどの途上国にお

いて、死亡登録は非常に不完全であり、死因の判定の正確性はかなりの幅で不

確実性を帯びている。これらの指標に使う統計は、死因が判定され登録された
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死亡にだけ関わる。登録されない死亡や死因が判定できない死亡は計算から除

外されている。各国のこれらの統計の技術的詳細やカバレッジや信頼性の評価

は原文献に与えられている（(7)，1980年）。

Ｆ政治参加

指標

３９各国の議会の議員；女性、男性の数

55.この指標は、各国機関が国連婦人の10年：平等、開発、平和、の達成の

検討と評価との関連で国連事務局に提出したデータに基づいている。この統計

は各国の立法機関のメンバーに選出された者および指名された者に関している。

諸国からこれらのデータを収集する過程には、基準とする対象年あるいは共通

の統計的定義は使われなかったので、これらの比較可能性あるいは信頼性の評

価を示すことはできない。
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背景 ９

第１部開発における女性の役割の概観

序

章

１．女性の労働力参加においての経済的発展への女性の貢献の傾向
Ａ、統計データおよび分析

Ｂ、女性の見えない労働

Ⅱ発展による女性への利益、および経済動向の女性への影響

Ａ、農業の近代化

Ｂ・工業化

Ｃ・技術発展

Ｄ、両性間の職業の差

Ｅ・女性と最近の経済不況

Ⅲ、結論

Ａ・女性の開発への貢献

Ｂ・女性にとっての得失

1２

２
２
５
８
９
１
２
３
０
２
２
３

１
１
１
１
１
２
２
２
３
３
３
３

表

女性の地域別労働力参加１９５０，１９７５，１９８０及び’985年

サービス部門の男性と女性の労働力の変化の比較

1970-1980年

ＩＳＣＯ－６８の大分類０１、すなわち専門職、技術職および

関連従業者における女性の割合

ＩＳＣＯ－６８の大分類０２、すなわち行政職及び管理職従事

者における女性の割合

女性の労働力参加割合に対するＩＳＣＯＯｌ及び０２の女性の

参加割合の比率

１

２

1４

1７

３

2５

４

2７

５

2８

第２部農業における女性

章

Ｉ． 農業における女性の現在の役割

Ａ、農業生産における女性の現在の役割

Ｂ・農業システムの近代化への女性の参加

：地域と国の格差

Ｃ・農業における女性の役割への農業のマク

3８

３８

4４

４８ロ政策の影響
凸
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Ⅱ、農業との関わりから生じる女性への利益

Ａ、関係費用

Ｂ・農業との関わりから生じる女性への利益

Ⅲ農業における女性の役割の改善方法と手段）

Ⅳ、女性の役割の改善：全体的開発目標の達成に対するその潜在的

な影響

参考文献

５１

５１

５２

５３

７
９

５
５

第３部産業開発における女性の役割

Ｉ・産業における女性の現在の役割

Ａ・産業部門の女性労働者

Ｂ・女性労働者と世界の産業の最近の構造変化

Ⅱ、産業化から生じる女性への利益

Ａ・産業への就業からの女性の収入

Ｂ・労働条件

Ｃ・女性と産業の政策決定

Ⅲ、産業における女性の役割の改善方法と手段

Ａ、国、地域、国際レペルでの開発に対する行為者

・受益者としての女性の役割の改善

Ｂ・産業における女性の役割を改善する実践的手段

Ⅳ、女性の産業へのより一層の統合による全体的開発計画の達成

への潜在的影響

６８

６８

７６

８２

８３

９４

９８

１１１

lｌｌ

ｌｌ４

1１５

表

地域と国のグループ別・男女別産業労働力の分布、１９８０年

部門及び地域別全労働力における女性の割合、１９６０，１９７０

及び１９８０年

部門、地域及び国のグループ別男別女労働力の分布、１９６０，

１９７０及び’９８０年

部門及び地域別男女労働力の成長指数、１９６０－１９８０年

コロンビアの織物産業における性別雇用、１９３８－１９７９年

製造業における女性労働者の平均賃金（男性労働者の賃金に

対する割合）、1960-1982年

主要な国と地域における男女の紡績従業者の時間当たり

賃金率（RT)と実収賃金（EG）、１９６５－１９８２年

主要な国と地域の化学産業における男女の実験助手の月給

１９６５－１９８２年

主要な発展途上国と先進国の製造業における女性の実質賃金

の平均年間増加率、１９６０－１９８２年

主要国における非農業活動と製造業における男･性労働者の

賃金に対する割合でみた女性労働者の平均賃金

主要国の製造業における男性と女性の週平均労働時間

１９６０－１９８２年

6９

１
２

7０

３

7３

７５

８０

４
５
６

8４

７

8７

８８

８

９

8９

９１

1１

9２
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男女製造業労働力の職業別分布

男女製造業労働力の従業上の地位別分布

主要発展途上国における織物、繊維産業の男女労働者の
従業上の地位別分布

主要な発展途上国と先進国における管理職及び経営職の
女性の割合

1２

１３

１４

100

103

106

1５

107

第４部金融における女性の役割

■
●

一
旱
Ｉ
Ⅱ 通貨・財政における女性の現在の役割

通貨・財政との関わりから生じる女性への利益

Ａ・マクロ経済の設定

Ｂ・フォーマル及びインフォーマル・セクターにおける

女性の有給雇用の意義

Ｃ、世帯管理者および労働者としての女性にとっての意味

Ｄ，結論

女性の役割の改善方法と手段

女性の役割の改善が全体的開発目標の達成に与える潜在的な影響

1２２

１２９

１２９

'３１

１３４

１３６

１３６

１３８

●
●

Ⅲ
Ⅳ

表

主要国の全就業に占めるＦＩＲＥ部門の割合

ＦＩＲＥへの女性就業の割合

ＦＩＲＥの女性就業の職業上の分布

ＦＩＲＥへの就業の職業構成の性別分布

１
２
３
４

1２５

１２６

１２７

１２８

第５部科学と技術における女性の役割

序

章

Ｉ・開発における現在の女性の役割と科学と技術の適用

Ⅱ、科学と技術の進展から生じる女性への利益

Ⅲ女性の役割改善の方法と手段

Ⅳ、改善が全体の開発目標の達成に与える潜在的な影響

1４２

1４２

１４７

１４８

１４９

録付
表
図

委員団（パネル）の科学と技術と女性についての勧告

種々の科学部門における領域別女性の登録者数

1979年のイギリスと北アイルランドにおけるＯレベル

の技術及び科学分野の女性の割合

1５１

１４３

１４５

第６部商業における女性の役割

序 '６２

１６４

１６４

１７２

１７４

商業における女性の現在の役割

Ａ特徴

Ｂ女性の商業への参加を定義する要因

Ｃ強制と新商売
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'７５

１７５

１７８

１７９

１７９

１８０

１８２

Ⅱ、女性商業者に生じる利益

Ａ利益

Ｂ損失

Ⅱ商業における女性の役割改善の方法と手段

Ａ障害

Ｂ若干の提案

Ⅳ、商業における女性の役割改善の潜在的な影響

表

経済活動の３つの主要部門への分類

商業における女性の労働力

発展途上国における女性の商業者の職業的地位

発展途上国における女性の商業者の職業的地位

卸売り、小売り、レストラン、ホテル業における

管理及びハイレベルな専門的地位にいる女性商業者

主要発展途上国におけるインフォーマル・セクターの

都市労働力の割合の推測値

1６３

１６５

１６８

１６８

１
２
３
４
５

1６９

６

1７１

第７部エネルギー資源の開発、利用及び消費における

女性の役割

章

Ｉ． エネルギー資源の開発、利用及び消費における女性の現在

の役割およびそれから生じる女性への利益

Ａ女性とエネルギー資源

Ｂ女性と世帯のエネルギー技術

Ｃ女性とエネルギーの消費

エネルギー資源の開発、利用及び消費における女性の役割改善

の方法と手段、及び全体の開発目標の達成に与える潜在的な影響

Ａ政策策定

Ｂ女性のためのエネルギー関連教育、訓練及び雇用

1８１

１８８

１９８

１９９

Ⅱ‘

2０１

２０１

２０４

表

性別エネルギー投入量

南インドの６つの村の家庭及び農業活動で使われる人間の

平均エネルギー

燃料収集に要する時間

エネルギー関連活動における主要部門別女性の科学者

及び技術者、１９８０年

アメリカ合衆国における職業集団別、鉱業、石油、ガス及び

関係産業への女性の就業

1８９

１
２

1９０

１９２

３
４

2０５

５

2０６
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第８部自立の概念と女性の開発への統合

序

章

1．自立の概念一個人的と集合的な側面

Ⅱ、発展途上国間の経済的並びに技術的協力

皿発展途上国間の女性を含んだ協力協定

Ⅳ、女性の役割と自立目標の達成（領域アプローチ）

Ａ商業

Ｂ農業

Ｃ産業

，エネルギー

Ｅ通貨と財政

Ｆ科学と技術

Ｖ、結論

2１０

２１０

２１４

２１５

２１７

２１７

２１９

２２３

２２６

２２８

２３０

２３４

弓里写景

国連総会は、開発における女性の効果的な動員と統合についての１９８０年１２月

５日の決議３５/78の中で、開発の問題に関する国連の諸会議の結果をはじめ、国

連婦人の１０年一平等・開発・平和一の世界会議の関連する勧告を考慮に入れな

がら、総合的開発における女性の役割に関する学際的で多分野にまたがる世界

的調査についての包括的で詳細な概要の準備を、事務総長に要請した。

この決議に従って、事務総長は、開発における女性の役割に関する世界調査

の包括的概略についての報告（Ａ/36/５９０）の中で、生産、分配、消費における

女性、農村や都市開発における女性、社会や政治的生活への女性の参加といっ

たような問題を含めた概略を提案した。総会は、１９８１年１２月４日の決議３６/74の

中で、この報告に注意を喚起し、学際的及び多分野にまたがる調査の必要性を

強調し、調査は、第３次国連開発の10年のための国際開発戦略に盛込まれてい

るような重要な開発上の問題との関連において、特に商業、腿業、産業、エネ

ルギー、貨幣と財政、科学と技術に焦点を置きながら、女性の役割を分析すべ

きであると勧告した。総会は、さらに調査が以下の点を取り上げるよう勧告し

た。（ａ)各部門における開発の活動的代表者としての現在の女性の役割、（ｂ）開

5７



発への参加の結果として女･性に生じる利益、すなわち収入、労働条件及び政策

決定、についての評価、（ｃ)－国、地域及び国際レベルの開発の.代表者並びに受

益者としての女性の役割を改善するための方法と手段、（。）そのような改善が全

体的なす開発目標の達成に対してもつ潜在的影響。総会は、事務総長に対して、

開発への女･性の効果的動員及び統合にむけた将来の行動の基礎を提供するため

に、開発において女性が現在及び将来に果たす役割に関する重要な開発上の諸

問題の相互関係を分析する概観を調査にふくめることを要求した。また、国連

組織の適切な機関との密接な協同および協力のもとに、またこの問題について

専門的知識を持っている各国機関はもちろん、国連組織に関係するすべての機

関や団体からの貢献を得ながら調査を準備すること、そして、第３７会期総会に

経過報告を提出すること、第３９会期総会に調査の最終調査票を提出することを

要求した。

総会は、開発における女性の役割に関する問題についての国連内での検討に

関する1981年１２月１４日の決議３６／127の中で、開発における女性の役割の世界調

査を準備する際に、確実に女性の地位委員会と協議するよう事務総長に求めた。

女性の地位委員会がその第２９回委員会において調査の.概略を議論した後、総会

の決議３６/74における勧告を反映して、改訂された概略が用意された。

国連婦人の１０年の実施状況を評価・検討するための世界会議一平等・開発・

平和一の準備に関する１９８２年１２月３日の決議３７/60で、総会は開発における女性

の役割の世界調査の準備の進展についての事務総長報告（Ａ/３７/３８１）に注意を

払い、調査を世界会議に提出するように勧告した。

国連婦人の10年の実施状況を評価・検討するための世界会議一平等・開発・

平和一の準備的組織として活動している女性の地位委員会は、1983年２月２３日か

ら３月４日まで開かれた第１回会議で、開発における女性の役割についての世界

調査を世界会議に向けての基礎文書の一部とすべきことを勧告した（Ａ/CONFm

l6/PC/９とCorrlを参照せよ）。この勧告を、経済社会理事会は、１９８３年５月２６

日の決議１９８３／１３２で、また総会は、１９８３年１２月１６日の決議３８／１０８で承認した。

世界調査の準備の状況に関する報告（Ａ/ＣＯＮＲｌｌ６／PC／１４）は、事務総長によっ

て、準備的組織として活動している女性の地位委員会の第２回会議に提出され

た。
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第３９回会総会までに調査を終えるには困難があることを考慮して、事務総長

は、すでに得られていた予備的な結論を要約した報告（Ａ/39/566）を提出した。

上記の勧告に応えて準備されたこの調査は８つの部から成る。１つの部は、

重要な開発上の問題での相互関係を、他の７つの部に示されている調査結果に

基づいて全体的分析を示す。そして７つの部は、農業、産業、貨幣と財政、科

学と技術、商業、エネルギー、また自立の概念と開発における女性の統合、を

それぞれ扱っている。

国際労働機関（ＩＬＯ）と協力して用意された1章Ａ節を除いて、第１部は、

国連事務局国際経済社会総局人口部によって用意された。第２部は国連食糧農

業機関（ＦＡＯ）が、第３部は国連産業開発機関が、第４，６，７部は国際経

済社会総局が、第５部は開発のための国連科学技術センターが、第８部は国際

女性調査訓練研修所（ＩＮＳＴＲＡＷ）が用意した。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【本書の第１、５，６，８部には、序（introduction)がある。以下これらを訳

出した。－訳者】

第１部序

この概観は３つの章からなる。第１章は、経済開発における女性の役割につ

いて、女性の労働力への参加を分析することで評価する。主要な結論の1つは、

女性の経済開発への貢献が大変大きい、すなわち、農業及びサービス労働者10

人のうち４人が女性であるように、産業労働者４人のうち１人が女性である、

ということである。この問題が、部門別章に割り当てられなかったので、サー

ビス業における女性の役割に特に注意を払った節は、ＩＬＯが提供した資料に

もとづいて執筆されている。第２章は、女性が開発に参加することでうる絶対

的および相対的な幾つかの利益を、部門別の利益に関する証拠を引用し、女･性

の職業上の隔離の現状と中期的傾向を研究することによって、評価している。

加えて、最近の経済傾向が女性に与えるいくつかの影響が、主に入手できる雇

用統計に基づいて分析されている。女性が開発から受ける利益は、収入（賃金
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及び給料）に関して見れば、男性には及ばないことがわかった。女性は専門職

には進出してきているが、管理及び経営部門では、未だにかなりの遅れをとっ

ている。第３章には調査から浮かび上がった主要な結論の幾つかが示されてい

る。

第５部序

科学と技術は革新の主な源であり、経済開発の背後の推進力である。したが

って、開発における女性の役割についての調査の中で、科学と技術における女

性の役割が中枢的な役割を果たしている。科学と技術の進歩は生活の全歩みに

おいて人間に影響を与えているが、それは、女性と男性とでは全く異なった影

響をおよぼす傾向がある。いくつかの技術的変化は、女性あるいは特定の女性

集団に対して特に有害である。

近年、エレクトロニクスの急速な発展によって、多くの仕事が機械化され、

伝統的な女性の仕事、主に織物製造や事務所の女性の.仕事、が最も影響を受け

ている。多くの発展途上国では、産業あるいは農業への新技術の導入は、少な

くともその最初においては女性の特別グループに有害である。

季節労働を供給する負担だけが女性に残されているので、「農業部門への女

性の参加は、地域的開発とは逆の関係にある」とZenebeworkeTadesseは書い

ていろ’）。産業部門では、「産業の成長は、全体として富と機会の不平等を増

し、性別雇用の不平等ををさらに増やすことを意味している」２）。しかしたい

ていの国での産業化は、全体として男性と女性に富と新しい収入機会を与えて

きた。

新技術が農業、産業及び雇用に与える影響は、この調査の別の部でとりあげ、

られている。調査のこの部では、国連科学技術諮問委員会とアメリカ科学向上

協会（ＡＡＡＳ）の共同の後援による科学技術と女性に関する代表の審議に－

部もとづきながら、特別な技術と科学に関連する問題だけが討論された。代表

委員の幾つかの勧告は付録に再現されている。

l）ＺｅｎｅｂｅｗｏｒｋｅＴａｄｅｓｓｅ、”ＷｏｍｅｎａｎｄｔｅｃｈＤｏｌｏｇｙｉｎｐｅｒｉｐｈｅｒａｌｃｏｕｎｔｒｉｅｓ：
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ａｎｏｖｅｒｖｉｅｗ”，Ｊｃ/e〃Ｚ／′/ｃ－たc"〃０"β/Ｃａ/ＣＹｍＭｇｅａ〃。Ｚ〃ｅ/P，／ｅｏｒ

ノゲｍｅ〃／〃比I'e/O”e〃t`ＰａｍｅｌａＤ’０ｎｏｆｒｉｏＦｌｏｒｅｓａｎｄＳｈｅｉｌａｌ１・Ｐｆａｆｆｌｉｎ，

ｅｄｓ（Boulder,ColoradqWestviewPress，１９８２），ｐ､８４．

２）ｉｂｉｄ.，LourdesArizpe,”Ｗｏｍｅｎｉｎｔｈｅｉｎｆｏｒｍａｌｓｅｃｔｏｒ：ｔｈｅｃａｓｅｏｆ

ＭｅｘｉｃｏＣｉｔｙ,,Ｊ/g"S，Ｖｏｌ、３，Ｎｏ．１（１９７７)，ｐｐ、２５－３８．から引用

第６部序

ここ２０～３０年に、世界中で女性が労働市場に安定な流れで参入している。女

性の全体的活動率は、それぞれの地域で異なり（世界平均の２９パーセントに対

して、ラテンアメリカの１４パーセントからソヴィエト社会主義共和国連邦の４６

パーセントまである）、そして、特定の地域では（リビアの２９パーセントから

マリの５１パーセントまで）女性の活動レペルは非常に大きく上がっている！）。

同じ傾向は商業部門に見られる。この部門には女性労働全体の相対的にわず

かのパーセントしか従事していないが、それにもかかわらず、雇用されている

女性の割合は高い。さらに、幾つかの国（ガーナ、タイ、ハイチ）では、女性

は商業部門では支配的な力である。発展途上の世界で、アフリカやアジアの女

性は経済活動にかなりの割合で参加していることが知られている。その主な理

由は、彼女らが自給農業活動のかなりの割合を担っていることによる。しかし、

同時にこれらの女性が第３次部門、特に商業で大きな役割を果たしている傾向

にも原因がある。事実、女性の商業者はかなりの経済的力を代表している。女

性は、生産者と消費者との間の有力な環として、経験、熟練、骨身を惜しまず

働き、専門家の心構えを示すことによって、身を立てている。これらの女性の

ほとんどが、自分たちに開かれた唯一の生活手段として商業に従事しており、

本質的には自家生産物の販売であるが、そのうちの幾人かは非常な商才を証明

し、かなりの富と威信を手にしている。女性は、西アフリカ、カリブ海地域お

よび南アジアでは、消費される国内農産物と海産物の７０から９０パーセントを扱

っている２）。これらの女性のほとんどが家族の世話、農業活動及び家事をしな

がらこれらの役割を遂行している。

先進国では、女性の状態は全く異なっている。そこでも、女性は商業の全労

働力のかなりの割合（４０～７０パーセント）を占めているが、先進国の経済ｲNi造
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の違いから､Ｊ主として雇用者であり、商業部門での支配的な力にはなっておら

ず、その割合ほどの影響力を持ってはいない。

一般的いえば、発展途上国では、商業は女性が農業部門外で生計を立てるこ

とが許される主要な職業であるが、より発展した地域では、サービス部門の一

部分であり、何ら明白な特別な意味を持っていない。

l）ＩＬＯ，ｌ''0"e〃'sPa/･t／c/ｐａｔｍ〃/〃ｔ〃ｅｌｃｏ"0"ｊｃＡｃｚ"//)′ｏ′／/ｉｅｌｂｒ/`，

（Geneva’１９８８）（ＩＬＯ/W､３／１９８０）

2）ルヅrboOAO/Ｚａｂ０ｕｒＪＺａｊ/St/Cｓ（Geneve,ＩＬＯ）各版、ＦＡＯ，，，Ｍａｒｋｅｔ

ＷｏｍｅｎｉｎＷｅｓｔＡｆｒｉｃａ，ｒｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｅｍｉｎａｒｏｎｔｈｅＲｏｌｅｏｆＷｏｍｅｎｉｎ
ＯＵ

ＭａｒｋｅｔｉｎｇＬｏｃａｌＦａｒｍａｎｄＭａｒｉｎｅＰｒｏｄｕｃｅ，Ａｃｃｒａ,Ｄｅｃｅｍｂｅｒｌ９７７,ｐｐ、２～３；

ＥｓｔｅｒＢｏｓｅｒｕｐ，ノリ()"e〃，Ｓ’0/ｅ／〃’CO"0"/Ｃ化re"，‘e〃Z，（ＮｅｗＹｏｒｋ，

StMartin'ｓPress，１９７０），ｐｐ､８７ａｎｄｆｆ．

第８部序

女性調査訓練研修所（インストロー）は調査、訓練、情報活動によって、開

発過程への女性の十分な参加を促進するという考えを以て設立された。この研

修所は、発展途上国の個人的および集団的自立政策を実施する際の女性の役割

に特に注意を払っている。この枠組みの中で、発展途上国間の技術協力によっ

て開発への女性の統合に特に注意が払われている。社会及び経済開発における

女性の役割の重要性は、女性の役割と熱望を十分に反映すべき開発過程におけ

る自立政策の役割が明らかになるとともに、ここ数年来ますます明らかになっ

てきた。

本論文は、１９８１年１２月４日の決議３６/37において総会が要求したように、「開

発における女･性の役割の世界調査」への寄与として、ユーゴのザグレブにある

発展途上国研究所と協力して、インストローによって用意された。

～
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唇房I多這０ニェラＧナニゴヱ=1割ＥＣ二巨司‐ず￣身ら討究言1-

と寸言を票ワフ繍訂菫堯Ｃ＝主孟Gナミらｆ乍三j匝庭宅寺と

ＴｑＩｊ毛'三昔・＞言jUI靜凍（１９８７年）

Ｇ

Uよ〔二占P＞０＝

国連婦人の10年は、開発への女性の貢献に関する情報の必要性に鋭く焦点を

あてた。既存の統計システムが、社会における女性の再生産的役割とは区別さ

れる生産的役割についての適切な尺度を提供する点で、しばしば失敗している

ことは現在広く認められている。国家統計を作成している人々、たいていは中

央統計局のスタッフは、女性に関する統計や指標を改善する必要性についてよ

り敏感になるべきである。他方、女性局、国内の政党や非政府組織の女性部局

のメンバーなどの統計利用者の間では、政策の展開や計画に向けて統計や指標

を解釈し適用することに、より大きな技能と確信を持つ必要がある。国の開発

政策や計画、そして開発プログラムを計画、監視、評価する際に女性を十分に

組み入れるときには、利用できる情報の範囲や質を改良するために、女性の状

況に関する統計と指標の作成者と利用者との間で現在行われている対話が、と

りわけ必要とされている。

情報や意見の交換を改善する必要に応じて、国連アフリカ経済委員会と国連

国際女性調査訓練研修所（インストロー）は、国連事務局の統計局と協力して、

開発における女性のための統計と指標の改善に関する地域セミナーを共催した。

このセミナーは、ジンパプウェのハラレで1985年４月２９日から５月７日まで

開かれ、また、ジンバブエ政府が中央統計局やコミュニティー開発・女性省を

通じて主催した。国連人口基金（ＵＮＦＰＡ）や国連婦人開発基金（ＵＮＩＦ

ＥＭ）が追加的援助をした。この文書はセミナーの議事録に基づいている。

このセミナーの参加者は、女性に関する統計と指標の作成者と利用者であり、

東アフリカと南アフリカの１２ヵ国からの３８人の代表者と、主催国から６人、さ

らに各国機関と国際機関のそれぞれからの８人のオブザーバーも含まれている。

代表者は２１人の女性と１７人の男性からなり、そのうち４人の女性と８人の男

6３



性は各国の中央統計局の代表者、１７人の女性と９人の男性は統計利用機関の代

表者であった。代表者とオブザーバー全員は、このセミナーの活動にすべて参

加するよう招れた！）。ジーン．Ｓ・ニューマンは、インストローと国連統計局

の顧問として働き、セミナーの技術的調整者の役を勤め、この報告書を書いた。

セミナーの目的は以下のとうりであった。

（ａ）女性に関する統計と指標の作成者と利用者の間で、データの源泉と応

用に関する話し合いを促進すること

（ｂ）参加者を以下の５つに関して習熟させること

（i）女性に関するデータの源泉

（ii）国の統計活動の資源

（ｉｉｉ）開発における女性に関する政策と計画のプログラムを策定、

監視し、評価するために有効な種々の指標、計算や表示の方法

（iV）これらの指標の現在の応用と一層の応用可能性

（ｖ）利用者団体

（Ｃ）代表的な一連の指標を計算し提示する経験を参加者に与えること

（ｄ）女性に関するデータを国内の統計に組み入れるうえで、また、そのよ

うなデータを政策やプログラムの策定、監視、評価において利用する際の

より優れた方法について進行中の研究に貢献すること

従って、プログラムは、講義、参加者のパネル、参加者の討議、プログラミ

ング実習を含んでいた。セミナーは、知識、経験、情報、意見の交換を促進す

ることを意図していたので、代表者を活発な参加者にするあらゆる努力がはら

われた。代表者はパネリストや指名討論者となって、機転のきくスタッフによ

るプレゼンテーションに応えたり、全体的な討論や小グループでの実習に参加

した。彼らは、個々の専門的関心、専門的知識、機関における責任に基づいて

特定のトピックスについてのパネリストや討論者として参加するよう招かれた。

このようにして、ほとんど全ての代表者がセミナーに明確に貢献する機会を与

えられた。

人口、教育、経済そして健康上の指標についての実習は、前以て代表者に送

られた1984年の国連／インストローの出版物「女性の状況に関する社会指標の

編集」（’0”ﾉﾉﾉ"９Ｊ“/`／／"`/cazorsO〃ｚ〃ｅＪ/z"‘[/0〃０'’＠"e〃）２）とセ

6４



ミナーのために集められた開発における女性に関する国内資料を利用して行わ

れた。実習は、指標を実践的な見地から編集し、解釈し、効果的に提示するこ

とを強調していたが、これは計画や政策の開発に影響を与えるためであった。

また、女性に関するデータベースの開発と利用のため、そして指標を編集する

ために、マイクロコンピューターを利用して講習会が行われた。中央統計局の

データ収集活動の複雑さと利用者団体の情報の必要性との両方をもっと目に見

えるものにするために、ジンバプウェの総合世帯調査の実査事務所とコミュニ

ティ開発・女性省が関係する女性開発プロジェクトへの訪問が準備された。

セミナーは、各国レペルで以下の行動を促進することを期待されていた。す

なわち、統計の作成者と利用者の間の対話を改善すること、利用者に対してよ

り適切な情報を提供する方法を見出だす際に、作成者側の感度と創造性をさら

に強めること、国内統計機関が提供したものであれ、特定の問題についての調

査研究から入手したものであれ、女性に関する統計や指標を入手し、解釈し、

利用する時の、利用者側の技能と確信を高めること、であった。参加者は、

1985年７月１５日から２６日にかけてナイロビで開かれた「国連婦人の10年一平等

・開発・平和一の到達を評価するための世界会議」に出席している各国代表者

に、開発における女性の状況に関する統計や指標を改善する必要性と重要性に

ついて説明することを計画した。参加者はまた、セミナーの主催者が、情報交

換を促進し続け、また女性に関するよりよい統計と指標という問題について、

アフリカの各国政府に勧告できるアフリカ政策策定者・統計家・人口統計学者

会議が注目するような適切なルートを探り続けるべきだと勧告した。

本書は検討された資料、プレゼンテーション、パネル、一般討論や実習の要

旨をまとめている。この報告書は、部分地域の統計や指標の利用者と作成者が

記述した経験や表明した意見に依拠し、データの必要性、人手可能性、制約に

関する彼らの判断を反映しながら、第１に、開発における女性に関する情報を

入手し利用する方法の改善に向けて進行中の研究に貢献すること、第２に、自

分たちの国もしくは他の地域で、それぞれの必要と状況にうまく対応させなが

ら、同じようなセミナーをやりたいと思っている人々に対して、有効モデルを

与えることを意図している。

この報告書の構成は、セミナーのプログラムにならい、次の主な部分からな
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っている。

（ａ）女性に関する統計と指標の情報源と利用に対する要求の検討

（ｂ）人口構造と変化、都市化と移住、世帯と家族、教育と識字、雇用と経済

活動、健康、女性団体、政治活動などの特定な開発分野への女性の参加に

関する統計と指標の提示、討論、計算

（ｃ）女性に関する統計の収集と編集のため、および国内政策や計画において

それらの統計を配布し利用するための国内プログラムについての討論

（。）特定分野の指標の検討を伴う実習

この分野での国連の活動について一層の情報に対するコメントや要求を歓迎

する。それらはニューヨークの国連事務局の統計局長か、もしくはドミニカ共

和国のサント・ドミンゴの国際女性調査訓練研修所（インストロー）所長宛に

送って頂きたい。

注

1）ニューマン氏はアメリカの大学調査協会の好意によって、この仕事を遂行

するための休暇を認められた。

2）国連出版物ＳａｌｅｓＮｑＥ,８４.ＸＶＩＬ２
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f辻等号等言匿l三豊Ｅ昌量ｊ剰し王プ亡＝Zごｆ割ＥＣ＝雇司－す一乙

詔売言１－と才旨樗こつ＞己ＳＺ苓彗（１９８８年）

７

Cエ’二湿＞０＝

本書は女性の状況に関する統計と指標の改善と利用を強化するために国連が

刊行した一連の報告書の一つである。これらの研究は、統計における性的偏り、

女性の状況に関する社会指標の編集方法、そして女性に関する統計と指標の収

集と編集のための概念と方法の改善の仕方といった問題にかかわってきた!）。

これらの研究は、国際婦人年の世界会議、国連婦人の10年一平等・開発・平和

一の世界会議、国連婦人の10年一平等・開発・平和一の諸目標の達成を検討・

評価するための世界会議、経済社会理事会、統計や女性の状況に関わっている

機能委員会および国際女性調査訓練研修所理事会の勧告に応じて用意されたｚ〕・

本報告書は、女性の状況に関する統計と指標の開発.のために潜在的に大きな

重要性をもつ国連事務局統計局の作業に関するいくつかの主要な問題を初めて

一つの研究に盛り込んだ。それら分野とは、統計的な概念と方法の改善および、

技術協力と技術的記録による一国の世帯調査の能力と応用の促進と支援である。

過去２，３年の間に国連は、一国的利用のための世帯調査に関する基本的な文

書を開発し出版した。ｓ）国の世帯調査計画が、対象とする経済と社会の全ての

分野にわたって、女性の状況に関する適切で、信頼性をもち、公平な統計と指

標を提供するようになったとしても、広く処理すべき独自のデータ収集問題や

争点に注目することはこれまでなかった。

先に刊行されたこのシリーズの２つの出版物’）と同様に、本書は女性の状況

に関する統計と指標の開発を促進するために国連事務局統計局とドミニカ共和

国にある国際女性調査訓練研修所（インストロー）の共同プロジェクトの一環

として準備された。著者はインストローと統計局のコンサルタントであるヘレ

ン・ワーレ（ＨｅｌｅｎＷａｒｅ）である。経済活動、所得と時間利用の測定にあてら

れた報告書の部分は、１９８６年１０月１７日から１３日までサント・ドミンゴで会合し
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た、女性の所得とインフォーマル・セクターへの参加と生産との測定に関する

専門家グループによって討議され、専門家グループのコメントを考慮に入れて

改訂された｡〕･

この分野での国連の作業についてさらに詳しい情報を得たければ、ニューヨ

ークの国連統計局の局長もしくはドミニカ共和国サント・ドミンゴの国際女性

調査訓練研修所の所長に書面によって照会されたい。

注

1）このシリーズの最初の２つの報告書は、’0〃ﾉﾉﾉ"ｇＪＯｃノグノノ"｡/cazOrso〃

ｔ"ｅＪＷＵａ〃o〃ｏｒ｣I'Ｄ"ｅＬＳｔｕｄｉｅｓｉｎＭｅｔｈｏｄｓ，ＳｅｒｉｅｓＦ､Ｎｏ．３２（United

Nationspublication,ＳａｌｅｓＮｏ.Ｅ､８４.ＸＶＩＩ、２）と／‘prOr/"β“"ceptsa"。

』/Ｂ２〃ｏｄｓｒ０ｒＪｚａｔｊｓｚ／ｃＪａ"。／"‘/“ｚＯｒｓＯ〃ｚｂｅＪ／ｚ〃βビノ0〃ｏｆノＩ１ｂ〃e"，

ＳｔｕｄｉｅｓｉｎＭｅｔｈｏｄｓ，ＳｅｒｉｅｓＦ・Ｎｏ．３３（ＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ，

SalesNo.Ｅ､８４.ＸＶＩＬ３）である。これらの報告書は国連事務局が用意した初

期の研究文書”Sex-basedstereotypes，sexbiasesandnationaldata

system"，（ＳＴ/ESA/STAT/99）［邦訳、田中尚美（１９９１）『性的ステレオタイ

プ、性的偏りおよび国家データシステム」、法政大学日本統計研究所、統計

研究参考資料No.３４］を受け継ぎ、深めている。

2）以下のものを参照せよ。ノ?epO〃ｏｒｚｂｅ腕/･/ｄＣｂ"fere"ｃｅＯｆｚｂｅ／〃ter-

〃β//0"ヨノ’ｍｅ〃'Ｓｌｅａ｢，ﾑﾉer/ＣＯ‘/〃，／９／Z/"ｅ-2／"ﾉﾝﾉ9頑（United

NationsPublication、SalesNo.Ｅ､７６．１V．’）Ⅱ章Ａ節１６１～173段落；

ノ?ｅｐ０ｒＺ０′the肋ｒ/‘の"'ere"ｃｅＯｆｔクｅ〃／ｚｅｄ／l/、ノク"ｓｌｅｃａｄｅｆ０ｒ

」ｻﾞｍｅ〃ノ’9c/β/／t泥’eye/op"e〃／ａ"‘′eace，“"e"〃age几／‘ｔＯＪＯノリ〃

/”ｑ（UnitedNationspublication，salesNo.Ｅ､８０．１Ｍ３と訂正版）

Ｉ章Ａ節257～261段落；βｅｐＯｒＺＯｆＺ〃ｅｌＷ．/‘の"'ere"ceZ0rer/e〃ａ"。

（〃rβ/ｓｅｆ′ｅ』c"／reJe〃ｔＯｆｔ〃ｅＵ("／zed／|/‘（〃"ｓ化cade′ｏｒｌＰｍｅ〃.、

F9Zﾉﾖﾉﾉ〃，此ye/0""e〃／ａ"‘′e“e，ノV'/'０，/，/５－２６/"ﾉﾉ′／,鏑（United

Nationspublication，SalesNo.Ｅ､８５．１V.１０）の「婦人の地位向上のための

ナイロビ将来戦略」（”TheNairobiForward-LookingStrategiesforthe

AdvancementofWomen'’’Ｉ章Ａ節58,64,120,122,130,282,312,317,333,

351段落；および'977年５月１２日の「国際婦人年の目標実施のための世界行

動計画の履行を測定するためのデータベースの改善」（”Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔｏｆ

ｔｈｅｄａｔａｂｅｓｅｆｏｒｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｔｈｅｉｍｐｌｅｍｅＤｔａｔｉｏｐｏｆｔｈｅＷｏｒｌｄＰｌａｎ

ｏｆＡｃｔｉｏｎｆｏｒｔｈｅｌｍｐｌｅｍｅｎｔａｔｉｏｎｏｆｔｈｅＯｂｊｅｃｔｉｖｅｓｏｆｔｈｅｌｎter-

nationalWomen,sYear"）という経済社会理事会の決議２０６１（ＬＸＩＩ）、同じ

く１９８１年５月６日の「女性に関する研究に適用可能な社会指標」（',Social

indicatorsapplicabletostｕｄｉｅｓｏｎＷｏｍｅｎ"）と題する決議１９８１／11

3）以下のものを参照せよ。胸"ぴり00k０'’0Usejo/ｄ･Jzwey（)Per/se‘〃/z""ノ

ＳｔｕｄｉｅｓｉｎＭｅｔｈｏｄｓ,ＳｅｒｉｅｓＦ,Ｎｏ．３１（ＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｉｎｓｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ．
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salesNo.Ｅ､８３.ＸＶＩＬｌ３）；「国内世帯調査の将来プログラム－１９８２年７月

から１９８３年６月までの経過報告」（NationalHouseholdSurveyCapability

Programme-progressreport，Ｊｕｌｙｌ９８２－Ｊｕｎｅｌ９８３”（StatisticalOffice

oftheUnitedNationsSecretariat，1983）；国連事務局技術協力・開発局

と国連事務局統計局が刊行した、国内世帯調査能力計画（NHSCP）の技術シ

リーズ、JwU〃ｅｙ随ｔａｌｒ０ｃｅ３ｓ/"：.．』rev/e『ｏｆ／ssUesa"‘Proced"res

(ＤＰ/UN／INT－８１－０４１／ｌ）、〃〃-Ja""//"９１〃｢orｓ／〃’0“e"0/dJurreysJ

Jo"rCes4s3ess"e〃／ａ"。”〃〃0／（ＤＰ/UN／INT－８１－０４１／２）、〃er0/ｅｏ′

ｔｈｅ／ＭＪ"／〃Proｿﾉ。/"Ｅ’e`／ノク／〃/Ｗ･ｍａＺ／o〃/〃此re／0ｐ/"：”z/〃〃/ｅｓ

（ＤＰ/UN／INT-81-041／３）、此re/0""e"／β"‘化s/:〃DfJurvelg"est/0〃‐

"a/res（INT－８４－０１４）およびＪａ”//"Ａｒ′｢a"ｅｓａ"‘JMa”/ｅ化s/g"ｓｆ０ｒ

/〃zegrate'’0useho/dJurl'eyPr0gra""eｓ（ＤＰ/UN／ＩＮＴ－８４－Ｏｌ４/5Ｅ）。

ドキュメントESA/STAT/ＡＣ２９/８－１ＮSTR4）専門家グループの会議の報告書は，

ＡＷ/ＡＣ３/８．として刊行されている。
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｣字臣

国連婦人の１０年－平等・開発・平和一（1976-1985年）の幕を閉じた世界会

議の成果は、出席した１５８カ国政府が女性の地位向上のためのナイロビ将来戦略

に賛同したことである。将来戦略は不平等が存在する箇所を示し、また進展を

監視することを可能にすることで、女性の地位を改善する手段として女性に関

する統計の重要性に大きな強調をおいている。将来戦略では以下のように述べ

ている。

「婦人の状況に関する時宜を得た信頼できる統計は固定観念の除去や完全平

等への運動に重要な役割を有している。政府は統計の収集、固定観念や不平等

の確認、不平等な法や慣習による多くの有害な結果に関する具体的な証拠の提

供、および不平等の除去の進歩状況の把握、の定期的評価の実施を援助しなけ

ればならない」（［ｌ］、段落５８；以下の段落も参照のこと６４，１２０，１２２，１３０，

２８２，３１２,３１７，３３３，３５１）。

統計収集のシステムについて、それが男性の状況と同様に女性の状況を正確

に反映するデータをもたらすことを保証するよう、新たに見直すべき根本的な

理由は多くある。

第１に、公的に出版される全てのデータは、できるだけ事実に基づいて正確

であるべきである。女性の問題が十分には取り扱われておらず、描かれていな

い統計像は間違っている。男性と男性の問題が実際以上に過大に表わされる一

方で、女性と女性の利害が過小にされているような世界の描写は、間違いであ

るのは避けがたく、正確ではない。女性の状況を正確に反映していないデータ

は容認されるべきではない。科学的及び技術的厳密性の要求は、性に関係なく

同じである。女性に関する統計的表示の正確性の問題が、男性に関するほど重

要ではないとすることには何ら科学的根拠がない。

第２に、女性を公正かつ平等に扱うために、女性の状態を男性のそれと比較

することが非常に重要である。過去においては、女性について異なった扱いを

する根拠は、女性は行動及び要求が異なるからであるとされることがしばしば

あった。このような主張は、女性に関する実際のデータにではなく、より通俗

的で、非現実的な信条にもとづいていることがなお多い。このような実際例は
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たくさんある。両性間の賃金格差は、家族に対するより小さい経済的責任、よ

り少ない訓練及び資格、もしくは労働力参加の継続期間の短さ等々によって、

正当化され続けている。しかし男性と女性の労働者の家族責任、同じレベルの

訓練を受けた男性と女性の賃金、あるいは雇用の継続や類似の点、について十

分に比較できるデータはまだほとんどない。違いが説明されれば、扱いにおけ

る差異が必ず正当化されるというものではないが、適切なデータや分析が欠け

ているところでは、合理的な結論はひきだされようがない。

第３に、女性のための平等な条件に特別な関心がないときであっても、政策

策定者は故意に不正確なデータにもとづいて計画をたてることはないだろう。

したがって、例えば、もし目的が食糧生産の水準を高めることであれば、農繁

期に農作業用への追加的労働力の役人を必要とする計画案をたてる前に、両性

の貢献度に関する合理的尺度を持つことが非常に重要である。女性を除外した

り、過小に表示しようとして統計データの収集を企画する者はいない。すなわ

ち、問題は、用いられる概念的枠組みと定義から生じているのである。

第４に、女性に関するデータの収集の改善された方法の発展から生じる－つ

の主要な副産物は、疑いなく男性に関するデータ収集が大きく改善されること

であろう。労働力参加の領域におけるデータ収集に関してこの点の明白な例が

ある。女性の断続的参加もしくはインフォーマル・セクターおよび家族経営へ

の参加に関する情報の収集を改善するあらゆる方法は、それら領域における男

性の活動に関する知識も改善するだろう。男性の仕事を公的分野に属するもの

に分類し、女性の関心事を私的もしくは家族的の領域におしやるのが、広く行

き渡った扱い方であった［２］・女性の状況に関して価値あるデータを集めるこ

とのできる世帯調査を計画する過程の主要点は、男性と女性に等しくその公的

及び私的役割に関するデータの収集についてバランスをおくことである。

国連婦人の10年一平等・開発・平和一（1976-1985）の後、女性に関するより

良いデータが必要だと主張することは、全般的にもはや必要ではない。データ

収集から、計画にうたわれた行動に移るために、何ができ何をすべきかが広い

意味においてすでに十分にわかっている領域において、行動しないことを正当

化する際に、十分なデータが無いことが不当に使われる危険はなおある。しか

し、主な困難は、女性に関する改善されたデータが必要だとする全般的合意を
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行動に変えることを、データ収集計画が進行する中で、確かなものにすること

である。作動しているシステムがすでに存在している所では、既存の手続きの

変更に対して抵抗があるのは理解できる。過去に良く作動していたと見える既

知のシステムから効能のわからない新しいシステムへ移行することには、心配

があるだけでなく、既存の統計の比較可能性が失われる恐れという妥当な心配

もある。

本書はこのシリーズの３番目のものである。「女性の状況に関する社会指標

の編集」（の”///"ｇ血c/β/／"｡/caZ0rsO〃ｚｈｅＪ/ＺＵａｚ/0〃ｏｆ｣ｌｉｂ"e〃）［３］

と「女性の状況に関する統計と指標の概念と方法の改善」（／”rOr/"ｇ

'０〃ｃｅｐｔｓａ〃‘ﾑﾉｅﾒｶ０.‘′ｏｒＪＺａｔ／ｓｔ/“β〃。／"ｄｊｃａｔＯｒｓｏ〃ＺｈｅＪ／Ｚ〃32／o〃ｏｆ

腕"e"）［４］が既に出版されている。「社会指標の編集」は、多くの国で現在

利用できる統計の当面の、効果的な利用をとりあげている。それは既存のセン

サス、世帯統計及び登録システムから、女性の状況に関する信頼できる指標を

開発することに焦点をおいている。「概念と方法の改善」には、２つの違う目

標がある。1つは、女性の状況に関する十分で、有意義で、妥当であり、また

偏りのない統計を収集するうえで適合的であるかという観点から、現行の全般

的データ収集計画において、最も広く使われている概念と方法を検討する事で

ある。もう1つは、この先10年間に、データの収集、分析、応用についての既

存の概念と方法に、どんな変更を加えることができるかを検討することである。

本書はまた新しいデータ収集の方法論を、当面の適用を考えながら、焦点を

特にしぼって取り上げている。本書は、特に発展途上国の世帯調査の実践的改

善に向けられ、またデータの収集に責任がある統計局やその他の機関および研

究者向けの実践的ガイドとしてつくられた。この報告書の多くの節は、女性の

地位向上をめざす国の機関および団体にとってもデータ収集者との対話で利用

するのに適切である。過去において、共通の基盤がないために女性団体と統計

家との対話が行われなかったり不足していたことはしばしば大きな問題であっ

た。したがって、本書の一つの目的は、この共通の基盤を提供し、最初の計画

づくりの討論からはじまる全ての作業段階において、両者の討論に向けて選択

肢を示すこと、である。その目的は、女性に関するデータの範囲、カバレッジ

及び質を改善するに際して、目標達成に向けての、また障害を除去するための
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実践的ガイドを提供することである。

本書は、政府世帯調査についていくつかの経験がある国が直面している状態

を主に強調している。しかし、こういった経験のない国は、これまでのやり方

をやめたり修正する必要がないとする多くの考えを利用することができる点で

有利である。同時に、この報告書は、実用的な案内なので、理想としてではな

く現実的に到達しうる最高のものに焦点を置いている。したがって、世帯調査

計画の調査票の限界は与えられたパラメーターとして受け入れられている。女

性の生活の多くの側面は、大規模の世帯調査では的確には調査できないのであ

り、個々の社会学者や人類学者が行いうるような徹底的な調査におけるかなり

厳密に調べる能力が必要であることは、認められているところである。
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Ｓ玄Zごｌ生＠つ=ｐＥ渉迅Ｇ＝膠司－ず－喜蔚流言ｆと拙三調撃匡

（１９８９年〉フミＥ要要ｎｇＳｅ年三

＜冒頭注＞

この出版物の中で使われている名称や資料の表示は、いかなる国、都市、地

域、またそれぞれの関係当局の法律的地位に関しても、そしてそれらの開拓地

あるいは境界に関しても、国連事務局側の何らかの意見の表明をも意味してい

ない。

この出版物の中で使われている“country”という言葉はある場合には領域や

地域という意味である。

「より発達した」、「低開発」地域という名称は、統計上の便宜のためもの

で、発展過程にある特定の国や地域の到達についての判断を示してはいない。

国連文書の記号は数字とともに大文字で表されている。

‘よヒーニフＣ＝

『女性の状況に関する統計と指標の大要１９８６年」（ｍｅ'0”e"｡/"〃ひ′

ＪＺａＺ/JJI／ｃｓａ"。／"｡/“ＩＣ/･ｓｏ〃Ｚ力ｅＪ/Z"ａｔ/，〃０/Ｗｔｗｅ〃／”β）は、１９８５年

７月１５日から２６日までナイロビで開かれた「国連婦人の10年一平等・開発・平

和一の達成を評価・検討するための世界会議」’）に向けて用"意された文書「女

性の地位に関する主要な統計と指標」を基本的に更新し、拡張した版である。

この大要は、国連事務局国際経済社会総局統計局によって、1987年に完成され

た女性の指標と統計に関する国連マイクロコンピュータ・データベース（ｗｌ

ＳＴＡＴ）を利用して準備された２）。このデータベースの開発は国連人口基金

（ＵＮＦＰＡ）、開発における女性のための国連基金（ＵＮＩＦＥＭ）、カナ

ダ、オランダ政府がＵＮＦＰＡに提供した指定基金からの資金援助を受けた。
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このデータペースの開発については、この大要の序で簡単に述べられている。

国連女･性の指標と統計のデータペースとこの「大要」は、次の諸機関との綿

密な協議や協力の下に開発された。すなわち、社会開発・人権問題センター、

国連事務局の他の関連ある部局、国際女･性調査訓練研修所（ＩＮＳＴＲＡＷ）

国連地域委員会とＩＬＯ、ＦＡＯ、ＵＮＥＳＣＯ、などの専門機関の統計部門、

列国議会同盟、非政府組織（ＮＧＯ）である。

この作業は、国際婦人年の目標実施のための世界行動計画,）、国連婦人の１０

年一平等・開発・平和一の後半期行動計画４）、ナイロビの婦人の地位向上のた

めの将来戦略`）、に含まれている勧告にそって行われた。国際婦人年の目標実

施のための世界行動計画は次のように述べている。「この計画は、各国、地域

および国際的研究活動と、女性の状況のすべての側面に関するデータの収集と

分析とを優先する。というのは十分なデータと情報は、政策を策定し前進を評

価するうえで、また姿勢の変化と基本的な社会的・経済的変化をなしとげるう

えで、必須のものだからである」６）。国連婦人の１０年の後半期行動計画では、

さらに次のように勧告している。「国連は、専門機関及び地域委員会と密接に

協力し、かつＩＮＳＴＲＡＷが行った研究に基づき、婦人の状況の改善を目ざ

した国内的・国際的施策、並びに最新のデータ、及び人手可能な場合には、時

系列分析を盛り込んだ婦人に関する統計大要を作成し、利用可能とすべきであ

る」７）。

この「大要」は１７８の国と地域についての利用できる統計と指標を３３の表にま

とめているが、それらは以下の大きな９つの主題分野に別れる。

Ｉ人口櫛成、分布、変化表１－３

Ｕ世帯と家族、婚姻関係、出産力表４－７

m経済への参加と経済的非活動人口表８－１５

Ⅳ国民所得と世帯の収入と支出表１６－１９

Ｖ教育と識字表２０－２２

Ⅵ健康、保健サービス、身体障害者表２３－２７

Ⅶ居住状況と住居表２８

Ⅷ公務と政治参加表２９－３２

Ⅸ犯罪表３３
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この「大要』の目的は、おおよそ１９７０から１９８５年の、女性の状況について国

際的に作成された統計と指標を包括的に選択したものを－冊の本にして簡単に

利用できるようにすること、またそのようにして、便利な統計文献リストとし

てまた一層の研究に向けての国際データ源のガイドとして役に立つことである。

この『大要」は、また国内的、国際的レベルでデータの収集と編集において用

いられる統計的な概念、定義および分類に関する便利な要約となることを目指

している。

用いられる各国と国際的情報源が多様であること、また問題が広い領域にわ

たっているため、『大要」は含まれているデータに関する決定版的な情報源、

または権威として利用されることを意図はしていない。－冊の本に、そもそも

の原資料にふくまれている詳細な統計、注記、その質などを全て載せること、

また、専門家でない人たちのために、比較的簡単で直ちに引用できるものとす

ることは不可能であろう。従って、学術研究のため、この「大要」にある統計

や指標をさらに学習したいと希望する研究者、そして公的目的のために特定の

統計を必要としている計画者や政策立案者も、原資料を調べるべきである。こ

のことは、国内データを調査することに関心を持っている利用者であり、国際

的なそして究極には国内的レベルでの詳細な公的データ源を調べるべき者にも、

国際比較を行いたいと思っている者で、誤ったあるいは不適切な結論を避ける

ために、データとその限界に関する詳細な知識がとりわけ重要である者にも当

てはまる。

マイクロコンピュータ機器やソフトウエアを利用するデータ利用者の便宜の

ためには、女性の指標と統計の-データベースとともに『女性の状況に関する統

計と指標の大要１９８６年」の表が、種々のフォーマットのマイクロコンピュー

タ・ディスクフロッピーの形で国連から人手できる。

フロッピーディスクの人手と費川に関して一層の情報を得たい場合には、国

連統計局局長（ＤｉｒｅｃｔｏｒｏｆｔｈｅＳｔａｔｉｓｔｉｃａｌＯｆｆｉｃｅ，ＵｎｉｔｅｄNations，Ｎｅｗ

ＹｏｒｋｌＯＯｌ７，ＵＳＡ）に問い合せられたい。
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注

l)会議報告参照（国連出版物SalesNo.Ｅ８５．１Ｖ・10）

２）「マイクロコンピュータのための国連女･性の指標と統計データベース

（ＷｌＳＴＡＴ）への利用者ガイド」参照（国連出版物として出版される

予定）

3）「国際婦人年世界会議、メキシコシティー、１９７５年６月１９日から７月２日、

報告」（国連出版物、ＳａｌｅｓＮｏ.Ｅ７６．１ＶI）Ⅱ章Ａ節

4）「国連婦人の１０年一平等・開発・平和一の世界会議、コペンハーゲン、

１９８０年７月１４日から３０日、報告」（国連出版物､salesNo.Ｅ､８０．１V､３

および正誤表）Ｉ章Ａ節

5）「国連婦人の１０年一平等・開発・平和一の到達を検討・評価するための世界

会議、ナイロビ、１９８５年７月１５日から２６日、報告」（国連出版物、Ｓａｌｅｓ

Ｎｏ．Ｅ､８５．１Ｖ・１０）Ｉ章Ａ節

6）『国連婦人年世界会議報告」Ⅱ章Ａ節１６１項

7）「国連婦人の１０年の世界会議報告」Ｉ章Ａ節259項
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ＥＩＺ抗こ

原ページ

はじめに

説明的注記

ｌｌｌ

Ｘｉ

１

３

序

女１４kの状況に関する統計と指標の改善

マイクロコンピュータのための国連女･性指標と統計の

データベース（ＷｌＳＴＡＴ）の開発

一般的、技術的注釈

Ａ「大要」の範囲とカバレッジ

Ｂデータの源泉と信頼性

Ｃ都市と農村

６

８

９

１０

１３

８３

１５５

２６９

３４７

４２７

４８５

５３９

５７９

５８９

５９１

表１－３

表４－７

表８－１５

表１６－１９

表２０－２２

表２３－２７

表２８

表２９－３２

表３３

人口榊成、分布と変化

世帯と家族、婚姻関係と出産力

経済への参力Ⅱと経済的非活､､人口

国民所得と世帯の収入と支出

教育と識字

健康、保健サービス、身体障害者

居住条件と住居

公務と政治参加

犯罪

注記

統計の出所

ｌ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ

各表にある特定の統計と指標に関する技術的注記は各表集団の

はじめに紹介されている。表集団は主題分野ごとの章でまとめ

られていろ。

※
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ヨミリン＜卜

Ｉ人口柵成、分布、変化

１性、年令別人口規模、1970年、１９８５年、2000年

２性別の都Tl｢、腿村、最大都TIJの人|］、１９７０年と１９８０年人|］セン

サスラウンド；ガllTIJ、農村の成長率、１９８５年と2000f1三

３主要な人口変化指標１９７０～２０００年

1８

4２

６０

1１世帯と家族、lllV1lIllU係、出産力

４年令階屑別、性別婚姻上の地位、性別初婚平均年令、１９７０年、

１９８０人ロセンサスラウンド

５都市・農村別、女性世帯主と平均世帯規模、１９７０年、１９８０年

人口センサスラウンド

６年令階層別女性1000人あたり出生率および総合出産力、

1970年と1985年

７出産可能年令で結婚中の女性の方法別避妊使用、１９７０年とデータ

を人手できる肢WTfI2

8８

1１８

1３０

'４６

経済参力Ⅱと経済的非活動人口

８性別、年令階層別経済活動人口、１９７０年、１９８５年、2000年

９農業における経済活動人口、1970年、１９８０年および変化率

10性別、都市・腱村別経済活動人口と経済的非活Ⅲ､人口、１９７０年、

１９８０年人口サンサスラウンド

l］性別経済活動人口・経済的非活動人口の年変化率、

１９７０～2000年（％）

１２性別、職業別経済活動人口、１９７０年と１９８０年人口センサス

ラウンド．

１３婚姻上の地位・年令階層別女性の経済活動人口、1970年と1980年

人口センサスラウンド

1４非農業経済活動における男性／女性賃金率、１９７０年と１９８０年

およびデータを人手できる最新年

１５性別都市失業者、１９７０～１９８０年

Ⅲ

1６０

１９８

２１２

2２９

2３６

2４８

2６４

２６６

Ⅳ国民所得と家計収支，

１６ＣＤＰあるいは純物的生産、現在価格と不変価格、および主要な

消費支出の尺度、合計と1人あたり、1970年、１９８０年、1984年

１７年平均成長率、主要な経済勘定集計値、１９７５－１９８０年

１８民間最終消費支出と政府社会給付、1975年、１９８０年、および

データを人手できる最新年

１９政府社会保障給付支出と民間最終消費支出、１９７５年と１９８０年、

不変価格

ｖ教育と識字

２０年令階1圃別、性別、都市・農村別学歴と識字率、１９７０年と

１９８０年センサスラウンド

2７４

２９６

3２４

３３４

3５１
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２１性別、在学者、第１、第２、第３段階、初等、中等学校
在学者比１９７０－１９８６年

２２性別第１・第２段階の教員および科学・技術労働力の可能性

１９７５年、１９８０年、およびデータを人手できる最新年

Ⅵ健康、保健サービス、身体障害者

２３性別、年今別余命および死亡に関する主要な指標

１９７０年およびデータを人手できる最新年

２４記録がある場合の性別死因割合分布

データが人手できる最新年

２５女性の健康と保健サービスに関する主要な指標

１９７０年とデータを人手できる最新年

２６タバコ消費量、１９７０年と１９８５年、および性別喫煙成人の割合

１９８５年

２７身体障害者の性別割合と身障者人口に関する主要な特徴

データを人手できる最新i'二

V[ｌノ１１}化条件と住宅

２８Ｉ『;住および(｣ﾕ宅条件に|IUする主要な指標、l970ilrと１９８０年の

人口住宅センサスラウンド

Ⅷ公務と政治参加

２９女性の政治参加、投票権、立候袖権を得た年、議会への参加

３０性別、ＩＴ征レベル別、ｌj;1節別国述晋jT務同のLvlⅡIIlmi

l975年と１９８６/87年

３１性別、等級別国連事務局専門職、１９７５年、１９８０年、１９８７年

３２性別、責任レベル別、国籍別国連システムおよび関連機関

での専門I1Mil979年と１９８６年

Ⅸ犯罪

３３性別犯罪に関する主要な指標、１９７５年と１９８０年

3８４

4０９

4３４

4５２

4６４

4７３

4８０

4９０

5４２

５５８

５７２

5７４

5８２
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j匡宗

特に女性の状況に関する統計と指標の開発は、国際的レベルでは１９７５年の国

際婦人年の世界会議で採択された国際婦人年の目標実施のための世界行動計画

において最初に勧告された［ｌ］・この世界行動計画の勧告の後、１９７７年５月１２

日の経済社会理事会の決議２０６１（LXm）と、同じく１９８１年５月６日の決議２０６１

（ＬＸＩＩ）１９８１／１１が続き、１９８０年の国連婦人の１０年の世界会議一平等・開発・平

和一で採択された国辿婦人のＩＣ年の後半]01行】ilj計画で再確認され、さらに深め

られている［２］。そして１９８５年に採択された婦人の地位向上のためのナイロビ

将来戦略によって、－屑刺激され深められた［３］。

一般に国際的レベルのこの作業は３つの目標に焦点をあてている。つまり、

女性の状況に関する統計と指標の概念と方法の改善、より有効な編集と配布、

各国の能力を改善し強化するための技術的協力、である。本書は主として２番

目の目標、より有効な編集と配布に関する研究の成果である。これは国際婦人

年以降の、女性に関する総合的な統計と指標に関する調整と配布とを改善する

ための国際Ｍルカにおける大きなiii進を反映している。｜可||寺に、男性と|｢1等の立

場にたって、女性の問題をよりよく反映するための統計的概念と方法の改善、

国内レペルで集められる女性に関するデータの量と質、特に人口センサスや世

帯調査、において大きな前進があった［４］・開発における女性に関する統計と

指標の開発の技術的協力によって、国内レベルでかなりの前進があったが［５］、

この分野での技術協力の再検討と分析は本書の範囲外である。

序に続いて、「女性の状況に関する統計と指標の改善」や「マイクロコンピ

ュータ川の国連女性の指標及び統計データベース（ＷＩＳＴＡＴ）の開発」の

節では、統計方法論について現在進行中の作業の概観を与え、また女性の指標

と統計に関する国連パソコン用データベースー本書はこのデータベースから作

成された－の|刑発について述べている。これら２つの節に続いて「一般的技術

的注記」の節では、比較('9要約された形で「大要」のｲｶﾞ成、範'１１、カバレッジ、

最も一般的に利用されているデータの基礎的源泉、提示されている統計と指標

の一般的信頼'性を解釈する際の問題点を記述している。一般的・技術的注記の
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節のパートＣでは、都市と農村の分類の重要性と限界を述べている。この分類

は可能な場合には表で用いられており、これによって重要な国内的差異を明ら

かにし、農村の発展における女性に関する指標の基礎を提供している。

この「大要」では、一般的・技術的注記の次に３３枚の統計表がくる。これら

の表は９つの主題分野にまとめられて、１－Ⅸの番号を付されている。これら

の主題分野では、それぞれ各表で利用されている特別な統計、指標、情報源に

関するより詳細な技術的注記が最初にくる。しかし、「はじめに」でも述べた

ように、限られた大きさの－冊の本に、原資料に含まれている詳細な統計、注

記と統計の質などを戟せることは不可能である。原資料の多くは国際的比較可

能性の問題に関係する。したがって、この「大要」の利用者で基礎的研究とと

もに国際比較に、あるいは政府の目的に見合った統計や指標に、興味のある者

は原典を調べるべきである。

多Z目1竺庄グフニI犬渉Ｅ０＝I葵】ず一身ら弱匠壽１－と井旨響ミ

ワフ己＆て藝壽

国連婦人の10年の後半期行動計画では次のことを勧告している。「女性が実

際にどの程度開発に参加しているかを判定するために、開発過程における女性

の実際上の参力ⅡをiilI定する手段として、全国的及び地域的指標を開発．改良す

べきである。両性間の平等の進歩の状況について監視できるような＿連の統計

指標を設定すべきである。このような指標を設定する際、政府は自国の統計の

発達状況、並びに政策而での優先IIlii位を考慮に入れる必要がある」［６］・

上記の各種の勧告にさらに加えて、女性の状況に関する統計と指標の改善に

関する共同研究計、が、1982年に社会開発・人道問題センターと協力のもとに

国際婦人調査訓練研修所と国連事務局国際経済社会総局統計局によって行われ

た。

この共同計画は２つの主要な問題を扱っている。ｌつめは、国内及び国際レ

ベルで現在人手可能で既存の統計的概念や方法に基づいた統計から、指標を加

工する方法をみがくことである。２つめは、女性の状況及び両性間の平等につ
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いて、より完全で客観的な描写を提供するのに、必要とされる統計的概念、方

法、データ収集計imを長期にわたって改良することである②

このプロジェクトの一部として、国連事務局の統計局とＩＮＳＴＲＡＷは２

つの技術的研究を用意した。これらの報告書は、女性の状況に関する統計と指

標の改善についての専門家グループによって検討された。グループは1983年４月

１１日から１４日までニューヨークで会合した。会議におけるコメントを考慮して

報告は修正され、その後出版された。第１の報告書『女性の状況に関する社会

指標の編集」［７］は、既存の各国の統計源と統計的概念を利用しながら、女性

の状況に関する統計と指標を編集するための実践的ガイドとなることを意図し

ている。第２の報告書「女性の状況に関する統計と指標のための概念と方法改

善」［８］は、女性の状況に関するデータの質と妥当性を改善するための概念的、

方法論的アプローチの分析にあてられている。

iilj報告譜は互いにＩｌＩＩいあうように企1111｢されている。第１の報告轡は9Aｲﾋﾟ人手

可能なデータ及びデータ源をできるだけ有効的に利用することに焦点をおき、

第２の報告書は国内統計システムで利用されている概念と方法を長期的に改善

する必要性に焦点をおいている。第１の報告書の主な読者は、女性の状況に関

する指標と統計の利川者で、国内の統計作成者との対談を発展させるため、ま

た政府統計の組織、方法、統計的成果についてのより一層の情報を得るために

本文書を利用できる者である。

第２の報告書は、国の統計作成者と国の研究所機関の職員であって、もし新

しい概念を国の統計活動が広く採用するのであれば、ともに現場での試みを含

めたさまざまな研究活動に着手しなければならない者に主として向けられてい

る。この報告書は、世界行動計画、後半期行動計画および上にふれた関係諸決

議に特に述べられた諸問題を検討している。それらの問題は、性別の基礎デー

タの編集と配布の問題を越えて、女性の状況及び両性の平等の完全で客観的な

描写を提供するための基礎な統計的概念、分類、定義の適合性と妥当性に関す

る根本的問題を提出するところまで行っている。それらの問題は、特に経済活

動の定義、世帯主の概念、失業の概念、職業分類をふくめるべきことに関わる。

女性が関心ある特定領域で、統計が欠けている分野は次のとおりである。すな

わち、農村や国の計画や政策作成への女性の参加、市場用作物と自給農業、水
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と燃料供給、販売と輸送における活動、家庭をベースにする活動、女性の経済

と社会への貢献、１１寺ｌｌＵ利１１]、である。

『ナイロビ将来戦略」に従って、女性の状況に関する統計概念と方法に関す

る一層の研究が、非貨幣的生産活動への女性の参加に関するillI定と評ＩｌＩＵ、女性

の収入のilll定、女性の状況に関する統計を集めるための世帯調査の利川、に関

して、ＩＮＳＴＲＡＷと国連事務局統計局によって行われている［９］・ラテン

アメリカ．カリビア経済委員会（ＥＣＬＡＣ）と協力して、ＩＮＳＴＲＡＷと

統計局は女性の収入、インフォーマル・セクターにおける女性の参加や生産の

i1lll定に関する螺１１１１グループの会議を組織した。1986年１０月１３日から１７日までサ

ント・ドミンゴで開かれたこの会合は、この分野のいくつかの研究を検討した

［１０］。これらの研究は、この会議でのコメントを考慰に入れて改められ、出

版された［１１］。

〃てご／＝二一月=1つ＞I玉I運二=てTZl三ロブ井旨f票目fちよｺﾋﾟﾉﾋﾟ

謂匠言1-ラーークアーニーニミ（ＶＶＩ≦Ｂ－ｒ必Ｌ〆ｒ）

ロブ園同多遣

国際婦人年の目標実施のための世界行動計画は次のように述べている。「科

学的で、信頼できるデータベースを確立すべきであり、統計の国内的・国際的

計画の不可欠の部分として、女性の特別な状況や女性の必要に敏感である適切

な経済的・社会的指標を急速に開発すべきである」［１２］・

女性の状況に|Ｈ１するデータの基本的な部分は、国際統計機関が定期的に収集

し配布し、多くの場合、国際的に標準化された評価や推定でﾈ１０われている。し

かし１９８５年以前には、1つの場所にこれらのデータは収集されてはおらず、例

えば捕標を準Ｍ１iする際に、効率的に統計を見つけ利用するためには、かなりの

経験と統計の文献サービスの利用が必要とされた。ここ２，３年の間に、マイ

クロ・コンピュータによるデータベースの計画と管理の新技術が急速に発展し

た。そして、マイクロ・コンピュータが適応性を期し低l1IIi格になったため、統

計の利川者と作成者の双方が、多くの相対的に小規模の応用のためにこれら新
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技術を取り入れた。これらの発展によって国連統計局は､機械読みが可能な形

で国際的に人手可能なデータの大部分を収集し、そのデータを利用者に対して

プロトタイプ、利用者用ソフト、而単な文献リスト、分析、表作成と類似の応

用を備えたデイスケットで、安くかつ速やかに配布する可能性を与えた。

１９８４年に、この目的のために特別プロジェクトが国連事務局につくられた。

このプロジェクトの企ｍｉは、マイクロ・コンピュータによる女性に関する統計

と捕標のデータベースを開発するものであり、次の目(|ウを持っていた。（ａ）この

データベース用に人手可能なデータの検討、（ｂ）データの編集と、それらを貯

蔵し、検索し、更新すること、および特別な統計と表を準備するソフトウエア

の提供、（ｃ）国連事務局の社会開発・人道問題センター、インストロー等の主

要利１１)者と、データベースの設世、多分野の地域的・国際的研究の準lIliにおい

ての協力。この作業は１９８７年に終了した。

このデータペースの当面の主要な用途は、本書の準備にあった。すでに述べ

たように、本書の統計と指標、および添えられている統計源泉と概念に関する

技術的注記は、各国および国際レベルでの女性の状況に関する統計と指標を一

層発展させるための、基本的枠組みと文献参照上の要点を提供している。統計

系列を本書の縮約した形式で用意する意図は、１９８５年７月１５日から２６日のlIUに、

ナイロビで開かれた国連女性の１０年：平等・開発・平和、の達成を検討・評価

する世界会議に対するフォローアップとしての、より深い詳細な研究と分析を

激励することにあった。

本i1$は、『女性の状況に|Ｈ１する社会桁標の綱災」と『女性の状況に'11Ｉする統

計と}Ｈ標の概念と方法の改稗」を共に使川することによって、このように、女

性に関する国内的・国際的データベースの将来の発展のために有効で実際的な

枠組みと一般的なガイドラインを提供している。本書の統計と指標とによって、

各国は容易に、どの統計が国際的に人手可能であるかを判断し、各国自らと国

際的な統計系列を、類似の発展レベルにある他の国の状況とともに比較し、各

国レベルで女性に関する統計と指標に関する計画を実施することが可能になる

はずである。そういった計画は、短期の目標として、人口センサスやサーベイ

の基本計画で既に収集されているデータの編集をふくむだろう。長期目標は、

「女性の状況に関する統計と指標の概念と方法の改善」で論じられた線にそっ
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て適切な概念や方法を検討・開発することをふくむだろう。これは、ＪＩＬ本的デ

ータ収jlき計iimi、例えば人'二lJUj態統計と’１ﾋｲ||;調行、におけるズレを埋め、雑木的

なデータ収集能力が［1下のところ不十分な、例えば、賃金・俸給、インフォー

マル・セクターや農業、の分野での女性と男性に関する統計の発展に資するも

のである。

全久I受血勺乏gご並支荊訂日切芒U二言己

Ａ・木『大要」の範囲とカバレッジ

この『大要」では、世界の１７８の国と地域の女性の状況に関して、３３枚の統計

表を示す。各国のデータが人手可能な限りにおいて、国連加盟国と１９８５年に人

口が１５万人以上の他のすべての国と領域をとりあげている。

「大要」は次の一般的分野と111]題をとりあげている。

１．人口榊成、分布、変化

Ｉ［．世帯と家族、婚姻関係、出産力

I１Ｌ経済参加と経済的非活動人口

1Ｖ．国民所得・支出と家計収支

肌教育と識字．

VＬ健康と保健サービス、身体障害者

VＩＬ居住状況と住居

VＩＩＬ公務と政治参加

Ⅸ．ｉTl法

本「大要』での'１１１題と統計および指標分類の選択にあたっては、（間もなく

出版される）「社会捕標ハンドブック」と先立つ報告書や技術的研究［１３］で示

された国連の社会・人口・関連統計の総合のための枠組みにかなり綿密に従い、

「女性の状況に関する社会指標の編集」と『女性の状況に関する統計と指標の

概念と方法の改善」で認定された特別な問題点と方向を考慮した。

全休として、本「大要」がとりあげている期間は１９７０～１９８６年である。この
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●

時期は、ほぼ、１９７０年と１９８０年の世界人口・住宅センサス期と一致する。本

「大要」の多くの統計は人口・住宅センサスに基づいているので、最近の２つ

のセンサス期が各国と地域に関する示しうる共通の対象期間なのである。

２，３の統計、特に国連国際経済社会総局が提供した人口と、ＩＬＯが提供

した労働力とのそれぞれの推定値と予測が、１９５０～１９８５年についての推定値、

５年きざみの１９９０～2025年についての予測値として利用できる。したがってそ

れらの統計は、最近年、すなわち’９８５年について示されており、人口センサス

には一般的に依拠していない他の統計は、1970年および’９８０年前後の早い時期

の値とともに、最近年まで取り上げられている。

Ｂ・データの源泉と信頼性

本「大要」に示されている統計と指標は、データの収集と配布において各国

および国際統計機関の間での継続的で広〈にわたる調整と協力の産物である。

第１次のデータは、主として各国統計機関による各国人口センサス、世帯調査

からと、出生・死亡についての住民登録から収集されている。それら基本的な

各国データ源から編集された統計は、各国統計責任者から国際統計機関に向け

定期的に提供され、公表されている。幾つかの場合には、それらの統計は、国

際機関がすべての利用可能な各国データを考慮に入れて提供している推定値と

予測によって補われている。

データを、国際比較ができるだけ可能な形で示すのが、本「大要」の狙いで

あるが、使用している概念、定義、分類でときどき国別に大きな違いがある。

比較を促進するために、国連が勧告している定義が各表の注に与えられており、

その表における定義から一般的乖離が生じている場合には、可能な限りその旨

を注記している。

人口・住宅センサスを実施するめに国際的に勧告された概念や定義は、「人

口・住宅センサスの原理と勧告」［１４］で公けにされている。世帯調査計画のた

めの概念や定義は、「世帯調査ハンドブック（改訂版）』［１５］において詳細に

検討されている。関心ある読者は、人口・住宅センサスと概念、定義、分類を

ふくむ調査方法についての深い論議に関して、それらの文献を参照すべきであ

ろ。

9１



人口センサスと住民登録統計の収集に用いられる基本的概念と方法、および

それら統計の質と信頼性とに影響を与えた要因、についてのより一層の情報は、

「世界人口統計年鑑」［１５］に掲載されている。「世界人口統計年鑑」はまた、

幾つかの重要な表において、各国からの人口と人口動態統計に関して質のコー

ドを公表している。本『大要」の指標計算に使われているその他の統計に関し

て、その編集の際に採用された概念と方法に関する一層の情報は、各表に引用

した統計の源泉に示されている。それらのデータを使用して研究と分析を推し

進めることに関心のある読者は、第１次の源泉とこれに伴う注を注意深く研究

すべきである。

Ｃ・都市と農村地域

本「大要」の統計は、可能なところではすべて、都市と農村地域に区分され

ており、幾つかの場合には、各国および地域における大都市について別個に示

されている。国際的な見地からこの区分が基本的に重要なのは、２つの点を考

えたからである。第１に、国際的レベルでは地理的分類が容易に人手できるか

らであり、また多くの場合、国内的レベルにおいてさえ、重要な国内の社会的

および経済的相違を認定する際に用いることができるのは、地理的分類だから

である。第２に、それは、農地改革や農村開発に関する政策や計画にとって基

礎的重要な農村人口に関するデータを人手するために最も実行可能な方法だか

らである。

不幸にも、国際的に合意された都市と農村の定義はない。－国内の都市と農

村の間の伝統的区分は、都市地域は農村地域に見いだされるものとは違った生

活の仕方をもたらす、という仮定に基づいていた。しかし、都市地域と農村地

域を区分する独自の特徴には、国別の相違があるので、この違いは、すべての

国に適用可能な単一の定義によって処理することはできない［１７]･大部分の国

において、この区分は主として地方性の大きさに依拠している［１８]･伝統的前

提や概念は、多くの国ではますます限定され、諸国での適用の違いにさらされ

ているが、都市と農村の分類は、指標のための各国データの出発点であり、そ

して基本的な区分として、より大きな区分ができないところでは、有効かつ有

意義であり続けている。これらの限界は、各国および国際レベルで、ひんぱん
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に論じられてきているが、この問題についてここでは検討しない［１９］。

この「大要」の大都市に関するデータは、「１９８３年住宅統計大要」［２０］から

とった。原則として、大都市は、各国で各都市について設定された法的／政治

的境界に従って規定されている。しかし、幾つかの場合には、データは都市の

集合、すなわち、都市一般に加えてその準都市的周辺を指している。一層の情

報を得るには、「1983年住宅統計大要」の第１次データにあたるべきである。

文献

［ｌ］次のものを参照せよ。ｆｅｐ０ｒｔＯ′ｔｂｅ肋'/ｄ'0"'ere"ｃｅＯｒＺ"ｅ／"ｉｅｒ－

〃at/0"グノ腕亙e〃'Ｓルグノ．，ﾙｽﾞﾉCOF/Zルノ,／""ｅ－２/"ﾉﾝ／９万（Ｕｎｉｔｅｄ

Ｎａｔｉｏｎｓｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ，ＳａｌｅｓＮｏ.Ｅ､７６．１Ｖ．’），ＣｈａｐｌＬｓｅｃｔ.Ａ，ｐａｒａｓ、
１６１－１７３．

［２］次のものを参照せよ。〃epo〃０ｆｔ雌腕｢/‘「o"'ere"ｃｅＯｒｔ"ｅＪ("／zed

／1/、／0"ｓ此ｃａｄｅ'0ﾉ・腕"e仏・’92ﾉﾖﾉﾉﾋﾞγ，’ｅし'e/01"e〃（ａ"‘Peace，'0βe〃－

〃age仏／‘ＺｏＪＤノ"ﾉﾝ／9８，（ＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ，ｓａｌｅｓNo.Ｅ、

８０．１V､３と改訂版），chap・Lsect.Ａ,paras､257-263．

［３］次のものを参照せよ。"ｐｃｗＯ′ﾒｶｅｌＷｍ･ﾉdFo"'e/･e"ｃｅｔｏ〃er/ｅＪｒａ"‘

』〃/･a/ｓｅｚｊｅﾙｶﾉｅＩ'e"e〃2ｓ,′／〃ｅ〃/zed／|/a／／o"ｓｌｅ“｡ｅ／0/MWp"e〃ノ

’9ﾋﾉaﾉﾉﾋﾟ泥比l'e"ｍｅ〃［β"‘Peace，／yﾖﾉﾉ･06/，／５－２６／uﾉﾉ’／,“（Ｕｎｉｔｅｄ

Ｎａｔｉｏｎｓｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ，ｓａｌｅｓＮｏ．Ｅ､８５．１Ｖ・１０），chap・Ｌｓｅｃｔ.Ａ，ｐａｒａｓ、５８，

６４，１２２，３１２，３１７ａｎｄ３５Ｌ

［４］次のものを参照せよ。例えば、／”｢or/"ｇＪｚａ２/sz比ｓβ"‘／"`/catOr3

O〃肋"e〃’３/"９１０"Se"０/dJWreyS，ＳｅｒｉｅｓＦ,Ｎｏ．４８（ＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓ

ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ，ＳａｌｅｓＮｏ.Ｅ､８８.ＸＶＩＬｌｌ）．

［５］次のものを参照せよ。例えば、／ra/"/"gJsersa"。'『。｡"cｅｒｓ／〃

の凪"ﾉﾉﾉ"ｇＪｚａＺ／ｓＺ/c３３〃。／"。/catOrsO〃ｊｌｍｅ〃／〃此ｒｅ/ｏｐＤｅ〃ｚ－

Ｊｙ//３６"ｓａ"ｄｒｅ/aEe‘“ｚｅ/･/ａ/ｓｆｒＯ且ﾋﾞﾉｹｅｓＵ６ｒｅｇ/ひ"ａ／ｓｅ〃/"ﾖﾉ・〃ｅ/‘

／〃胸ｍｒｅ，２９〃'/／'０７雌’／9〃SeriesF,No.４５（ＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓ

ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ，ＳａｌｅｓＮｏ.Ｅ､８７.ＸＶＩＬ６）．

［６］次のものを参照せよ。鹿"ｏｒｔｏｆｔＤｅｌＰＤｒ/''0"/ｗｅ"Ｃｅｏｆｔ〃ｅ〃/ted

ノV、/o〃Ｓ化Ｃａｄｅ'0ｒｌｂ辺e〃…，ｃｈａｐ、１，ｓｅｃｔ．Ａ，ｐａｒａ、９５．

［７］SeriesF,No.３２（UnitedNationspublication，ＳａｌｅｓＮｏ.Ｅ､８４.ＸＶＩＬ

２）．

［８］SeriesF,No.３３（UnitedNationspublication，salesNo.Ｅ､８４.ＸＶＩＩ、

３）．

［９］次のものを参照せよ。〃elO〃ｏｆｚ"ｅｌＰＷ/‘’0"/ｗｅ"ｃｅｚＯβe''/e『‘"‘

４〃/Ｗｓｅ…，ｃｂａｐ，Ｌｓｅｃｔ.Ａ,ｐａｒａｓ、６４，１２０と１３０．

[10］次のものを参照せよ。ｔｈｅｒｅｐｏｒｔｏｆｔｈｅｅｘｐｅｒｔｇｒｏｕｐmeeting

9３



（INSTRAW／ＡＣ３／８－ESA/STAT/ＡＣ２９／８）．

[11］これらの文献うち最初に出版されるはずのものは、／”rOr/"gJzat/ｓ－
ｔ"ｓａ"‘／"`/catoﾉ･ｓＯＤｊＷｂ"e〃ハノ"‘’0"seb0/ｄＪ"”eySであるｊこの報告

書は国連が国内世帯調査能力付与プログラムを通じて、各国の世帯調査の実
行力を基本的に援助し促進している方向にそっている。独自のデータ収集問

題と国の世帯調査プログラムが、経済的、社会的分野の全てにまたがって女

性の状況に関して信頼でき、偏りのない統計と指標を提供するときに、処理

せざるをえない問題とを詳細に分析している。

［１２］次のものを参照せよ。feportO'ｊｂｅｌＰＤｒﾉｺﾞ６V｡"'ere"ｃｅＯ′ｍｅ／"ze/･－

〃ａｔ/0"β／腕"e〃'ｓノノear…ｃｈａｐ・ＩＬｓｅｃｔ.Ａ,ｐａｒａ・’６６．

［１３］次のものを参照せよ。"”rdsaJysze〃０/・ＪＯＣ/aノヨ"ｄ化"ograpj/ｃ

ＪＷ?t/“/“，ＳｅｒｉｅｓＦ,No.1８（ＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ，salesＮｏ．

Ｅ､７４.ＸＶＩＩ、８），ＪＷ/`/ｅｓ／〃ﾒｶｅ／〃tegraj/，〃ｏ′JOCﾉﾖﾉＪｔａｔｊｓｊ／Ｃｓノ

ルC"〃／Ｃａ／ＢｅｐｃｒＺ，ＳｅｒｉｅｓＦ，Ｎｏ．２４（ＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ，

ＳａｌｅｓＮｏ．Ｅ､７９．ＸＶＩＬ４）と／"Proｒ/"：ＪＯＣ/β／ＪＺａ２な'／Ｃｓ／〃"re"p/"ｇ

ｌｏｕ/〃〃/e３.’'0〃ｃｅｐｔｕグノノ｢a〃eﾉﾘ'0ｒＡａ〃ｄ雄ｔｂｏｄ３，ＳｅｒｉｅｓＦｏＮｏ、２５

（UnitedNationspublication,ＳａｌｅｓＮｏ.Ｅ､７９．ＸＶＩＬ８）．

［１４］ＳｅｒｉｅｓＭ,No.６７（UnitedNationspublication，ＳａｌｅｓＮｏ.Ｅ､８０.ＸＶＩＬ

８）．

［１５］ＳｅｒｉｅｓＦ,No.３１（UnitedNationspublication，ＳａｌｅｓＮｏ.Ｅ､８３.ＸＶＩＬ

ｌ３）．

［１６］次のものを参照せよ。例えば、thel982edition（UnitedNations

publicationoSａｌｅｓＮｏＥ/F､８３.ＸＶＩＬｌ），sects､３と４．

［１７］次のものを参照せよ。′'/"C/β/ｅｓａ"dfecO""e"`ａｔ/0"sfDrP0p"/ａ－

ｔｊ０〃ａ"ｄルＷＪ/"βに"suses,ＳｅｒｉｅｓＭ,No.６７（ＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓｐｕｂｌｉ－

ｃａｔｉｏｎ，ＳａｌｅｓＮｏ.Ｅ､８０.ＸＶＩＬ８），paras、２．５４－２．６０．

［１８］次のものを参照せよ。’０"βe"dノリ〃０′’‘“〃Ｊｅ〃/e"e〃Z3JZa2jst/“，

／，〃（ＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏＤｓｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｌＬＳａｌｅｓＮｏ．Ｅ/F、８４．ＸＶＩＬ５），ｐｐ・ｘ－

ｘｉｉ．

［１９］次のものを参照せよ。例えば、“Statisticaldefinitionsofurban

populationandtheirusesinapplieddemography，,,化亙0Bra”/C

ルarbOoA／9〃（ＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓｐｕｂｌｉｃａｔｉｏＤ，ＳａｌｅｓＮｏ.Ｅ/F､７３.ＸＶＩＩＩ、

１）とＴｈｅＰｒｏｓｐｅｃｔｓｏｆＷｏｒｌｄＵｒｂａｎｉｚａｔｉｏ､，Ｒｅｖｉｓｅｄａｓｏｆｌ９８４－８５，

ＰｏｐｕｌａｔｉｏｎＳｔｕｄｉｅｓＮｏ、101（ＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ，ＳａｌｅｓＮｏＥ、

８７.ＸＶＩＩＬ３）,序

［２０］次のものを参照せよ。′r/"C/β/ｅＳａ"dreCOm"e"daZ／0"Ｓ…,paras、２．９７

－２．９９．
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９

曰Ｚうて

原ページ

1背景

章

Ｉ開発における女性の役割の概観

Ａ「開発における女性の役割に関する世界調査」の最初

の定期的更新の中心テーマ

Ｂ主な傾向

Ｃ新しく生じた問題

，「世界調査」の次の定期的更新

５

５

１０

１２

１４

５
０
７
７
８
２
８

１
２
２
３
４
６
６

Ⅱ女性、負債と調整

Ａ経済危機、調整政策と女性の地位向上のつながり

Ｂ経済危機と調整政策の教育への影響

Ｃ経済危機と調整政策の社会的影響

，経済危機と調整政策が女`性の雇用へのアクセスにもたらす影響

Ｅ政策活動

付録女性と経済危機についての国際セミナーの結論及び勧告

Ⅲ女性、食糧システム、農業

Ａ農業と農業開発に女性を統合する国内機構と中心機関の確立

における前進

Ｂ団体及び組織に女性の参加を促進する点での前進

Ｃ国内の食糧と農業の開発政策と戦略にジェンダー問題を
組み入れる点での前進

，農業と農村開発プログラムや計画に女性が参加者および

受益者として参加する点での前進

Ｅジェンダーの問題を農業研究に組み入れる点での前進

Ｆ農業の開発政策、プログラム、計画への女性の参加と受益

についての監視と評価

Ｇ結論

7５

7８

８０

8３

lＯＯ

ｌｌｌ

1１４

１１７

1２９

１２９

１３０

Ⅳ発展途上国の産業開発における女性：傾向と眺望

Ａ産業における女性の現在の役割

Ｂ製造業における女性の就業の最近の傾向
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1６３

１７１

１８４

Ｃ女性の産業参加に影響をおよぼす要因

，織物業と電子工業学８２つの例証的産業

Ｅ人的資源の計画、政策、選択

1９５

１９６

２０１

２０７

Ｖ女性とサービス産業

Ａ先進国におけるサービス産業部門の状態

Ｂ発展途上国におけるサービス産業部門の状態
Ｃサービス産業部門における女性

付録サービス産業部門の女性についての

統計的カバレッジの問題 ２１２

２１３

２１３

２１４

２１５

２２８

２３０

ンフォーマル・セクターの女性

背景

インフォーマル・セクター：それが持つ意味

国々からの証拠

インフォーマル・セクターの女･性の状態を改善する方法

インフォーマル・セクター：統計と指標の開発

イ
録

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
付

Ⅵ

仕事の世界における機会均等の創造への政策的反響

就業における主な世界的傾向の概観

就業における差別

政策とプログラムの反響

結論：国内機関がとりうる一層の手段
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２４２

２５２

２６２

２７１

Ⅶ

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

2７７

２７７

２８０
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Ⅷ技術と女性

Ａ技術変化

Ｂ先進技術の影響

Ｃ政策問題と選択

2８５

２８６

２９０

２９６

３０４

Ⅸ文化と女性の経済的役割

Ａ変化している世界における女性

Ｂ明確な業績

Ｃ文化と未来

，結論と勧告

Ｘ女性の経済参加に関する統計と指標

Ａ女性による報酬のある経済的貢献と報酬のない経済的貢献

の国民経済計算における測定

Ｂ婦人の地位向上のためのナイロビ将来戦略の実施に関する

統計指標と開発における女性の役割

3１３

3１４

3３１

開発・平和：不可避でいやおうのない相互依存関係 3５９

３５９
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平等
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要素
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Ｂ
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一旱』函。

国連総会は第４０会期で、「開発における女性の役割の世界調査」！）について

の事務総長の注記、および’985年１２月１７日の決議４０/204の注記を考慮し、事務

総長に対して、この調査を定期的基準で更新するように要求した。最初の更新

は、1989年の第４０会期で総会に提出されるべきことが決議された。総会は、更

新される調査が、地方、国内、地域及び国際レペルで経済における女性の役割

に影響するものとして主に生じている開発問題に焦点をあてるべきだと述べた。

さらに、この第１回の更新が、開発における女性の役割、なかんずく経済のイ

ンフォーマル・セクターでの女・性の役割を含めて、改善されたデータと情報を

内容にするべきであると指示したｏ国連システムの専門機関及び他の組織は、

この調査の最初の更新の準備に貢献することを要求された。

総会は決議４０/204で、事務総長に対して、この調査の第１回の定期更新の準

備に関する経過報告を第４２回総会に提出すること、その報告は調査の範囲と内

容についての予備的見解をふくむこと、女性の地位委員会がその第３２回会議で、

総会で各国代表がこの問題に対して述べたコメントととともに、この報告を考

慮できるようにすること、を求めた。本調査は、この手引きに基づいて準備さ

れることになった。

経済社会理事会は1986年の第２定例会期において、女性の地位委員会の第３１

回会議での勧告に基づいて、１９８６年７月２日に決議１９８６/６４を採択した。この決

議によって総会は、事務総長が、婦人の地位向上のためのナイロビ将来戦略の

３つのテーマ、すなわち平等、発展、平和の高潔性を考慮に入れながら、女性

の地位委員会の1988年の第３２回会議に向けて、更新された「開発における女性

の役割の世界調査」の第１次の草稿を提出することを要求した。さらに具体的

に述べると、理事会は、この調査を更新する準備の際に、そしてこれを婦人の，

地位向上のためのナイロビ将来戦略と深く結びつける際に、以下のとおりとす

るべきことを事務総長に勧告した：
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（ａ）債務、貿易状況の悪化、貿易保護主義、および発展途上国からの輸出

と資源の流人をもたらす他の手段等に起因する調整政策が女性に与える影響を

分析する。

（ｂ）経済への女性の統合を促進するための主要な刷新的政策に関して、そ

の有効性と効率性を認定し評価する。これは、データのあらゆる変化について

もこのような政策に照らして結論をひきだすためである。

（ｃ）この努力の際に、協力関係にある国運の専門機関や他の組織との協議

において認定される他に現われている発展傾向をふくめる。そして、特にイン

フォーマル・セクター、農業、家畜の飼養を含む食糧生産のように、女性が労

働力として最も不利益を受けているとか非常に多い１，２の分野、そして女性

と人口とにかかわる問題に、焦点をあてるべきである。

（ｄ）財政支出の削減が女性の地位向上の計画にもたらす影響を、特に健康、

教育及び住居の分野でそういった削減が起きている国について調べる。

理事会はさらに事務総長に対して、国際経済社会総局統計局と国際女性調査

訓練研修所（ＩＮＳＴＲＡＷ）を通して、国連の専門機関や他の組織と協力し

て、インフォール・セクターを含む経済における女性のデータの人手可能性と

信頼性を改善するために、データの標準化と更新された調査の各章の一貫性の

必要性を考慮しながら、あらゆる努力を払うべきことを要求した。理事会は、

国連の専門機関や地域委員会やＩＮＳＴＲＡＷを含む国連の他の組織に対して、

最初の更新を準備する際に協力し、またできる限り既存のおよびすでに計画さ

れた研究を利用することを繰り返し要求した。

経済社会理事会は、第１回の更新を、理事会を通して、第４４回総会と１９９０年

の女性の地位委員会に提出するよう勧告した。

女性の地位委員会は第３２回会議の決議３２/2で、更新された世界調査の第１次

の草案は、１９８７年１２月１１日の総会の決議４２／１７８と１９８５年１２月１７日の総会の決議

４０/２０４、さらに経済社会理事会の決議１９８６/６４に従うように要請した。

経済社会理事会は１９８８年の第１定例会期で、１９８８年５月２６日の決議１９８８/２１

を採択した。決議で理事会は、更新された「世界調査」の最初の草案と国連の

専門機関や他の組織が用意した他の研究についての予備的評価によって、悪化

している労働条件、収入の減少、後退、健康サービスの後退や沈滞、教育利用
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の減少に明らかなように、発展途上国の女性の地位の低下を指摘できることを

注記した。理事会は、この地位の低下は女性の地位の改善という期待と明らか

に対照的であり、国連婦人の10年一平等・開発・平和一の目標達成を困難にさ

せ、またナイロビ将来戦略の効果的実施の妨げになると考えた。

理事会は開発における女性の役割、特に発展途上国の女性の地位及びその地

位の向上を妨げる問題、を深く考察する必要を再確認した。理事会は、「世界

調査』を更新する際に、発展途上国の女性の地位を低下させている諸要因を特

に強調するべきであると勧告した。諸要因とは：

「（ａ）労働条件の悪化を、特に低賃金就業と経済のインフォーマル・セク

ターにもたらしている対外債務返済の問題を含む経済危機；

「（ｂ）女性労働を十分に吸収できないいくつかの経済部門の長期的影響

「（ｃ）女･性収入の、特に農業地域での低下

「（ｄ）収入水準に明らかに存在する男女差

「（ｅ）非常に多くの発展途上国で明らかな、調節政策の結果としての

教育、栄養摂取、健康の水準低下の長期的影響

理事会は事務総長に対して、調査の更新を準備する際には、調節政策につい

ての伝統的見解と、特に債務返済から生じる調整が女性におよぼす社会的犠牲

を考慮した革新的アプローチ、との間での均衡のとれたアプローチを採用する

よう特別な努力をするべきだと勧告した。理事会は最後に、更新される調査に

おいて、発展途上国の対外債務の問題を処理するための代替政策に注意を向け

るべきだと考えた。この政策は、次いでナイロビ将来戦略の目標達成に対する

現在の障害を取り除く上で役立つかもしれない。

女性の地位委員会は１９８９年の第３３会期で、決議３５/５を採択し、女性の無報酬

の仕事やインフォーマル・セクターにおける女性の仕事が開発に対して貢献し

ていることを承認する必要が、ますます自覚されてきていることに特に注目し

た。委員会は、「世界調査」の最初の定期的更新版は、インフォーマル・セク

ターにおける統計と女性の情報を含むと考えられていることを想起した。

「１９８９年世界調査」は１１章から成っている。Ｉ章（概観）、女性、負債、調

整について書かれたⅡ章、平等、開発、平和についてのＸＩ章はウィーンにあ
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る国連事務所の社会開発・人道問題センターの女性の地位向上部が用意した。

女性と食糧システム及び農業についてのⅢ章は、国連食糧農業機関が用意し；

発展途上国の産業開発における女性についてのⅣ章は、国連産業開発機関が用

意し；女性とサービスについてのＶ章は国連貿易開発会議が用意し；インフォ

ーマル・セクターの女性についてのⅥ章は、国際労働機関が用意した。但し、

この付録は国際女性調査訓練研修所が用意した。仕事の世界における機会均等

の創造に対する政策的回答についてのⅦ章は、国際労働機関が用意し；女性と

技術についてのⅧ章は、国連事務局開発のための科学技術委員会が用意し；女

性の経済参加：統計と指標、についてのⅨ章は、ＵＮＥＳＣＯが用意し；女性

の経済参加の統計と指標についてのＸ章は、国連事務局統計局が用意した。

注

l）ＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ,ＳａｌｅｓＮｏ．Ｅ､８６．１Ｖ､３．
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菫Zご帷生じ＝膠司-ず－２乙匡'つつ講充言1-ラーークア

ン､三一＞＜ロフプこみ?＞ロフン、二一Ｆごフプーンクア

（１９９０年）

１０

5士’二三＞０＝

本書は、女性の状況に関する統計と指標の改善と利用を推進するための国連

による一連の報告書のひとつである。これらの報告書は、統計における性的偏

り、女性の状況に関する社会指標を編集する方法、概念や方法の改善手段、訓

練、女性についての改善された統計を収集するための世帯調査の使用、などの

問題をとりあげている’）。本書は、国際婦人年の世界会議、国連婦人の10年：

平等、開発、平和：の世界会議、国連婦人の10年：平等、開発、平和：の達成

を検討・評価する世界会議、経済社会理事会と統計および女性の状況に関心を

持っている機能委員会、そしてインストローの理事会の勧告に応えるものとし

て用意された２）。

本書は、女性についての統計と指標の配布と利用において、各国を支援する

ことに主として関わろうとする最初のものである。これは、女性に関する各国

および国際的データベースの発展と利用を促進するために、国連国際経済社会

総局統計局のプロジェクトの一環として用意された。このプロジェクトは、国

連人口基金の援助を受けて、国際婦人年の目標を実施するための世界行動計画

の次のような勧告を遂行するものである。すなわち

「統計に関する各国と国際的なプログラムの一環として、科学的であり信頼

できるデータベースが創設され、女性の特殊な状況と必要とに敏感な適切な経

済的、社会的指標が早急に開発されるべきである．・・・」３）

本書は、各国や国内地域レベルで女性の問題に関心を持っている各国統計機

関、女性機関その他の関心ある政策策定研究機関を、開発における女性に関す

る自らの統計データベースを創設する点で特に援助することを意図している。

十分に効果をあげるためには、これらのデータベースは広い統計を収集するプ

ログラムを持つべきであり、女性についての総合的な統計と指標の集合であっ
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て、統計やコンピュータの訓練をわずかしか受けていない利用者が簡単にアク

セスし、データを分析できるものの設置をめざすべきである。この研究は、そ

ういったデータペースにふさわしい、統計的テーマ、統計系列とデータ源泉に

ついて検討し、説明する。そして、新しいマイクロコンピュータのハードウェ

アやソフトウェア技術が強力で、高価ではなく、広く入手可能であり、コンピュ

ータのプログラミングを必要とはしない点で、理想的であることに注目し、こ

れに関する幾つかの主要問題を考える。国内レベルで最も包括的で、広く利用

されているデータ収集計画で、女性と開発に関する各国レベルの基本的資源に

なっているのは、人口センサスと世帯調査である。それらの計画において用い

られる概念や方法は、この研究において最大限検討されている。ここでの討議

では「人口・住宅センサスの原則と勧告」（′'/"c/'/ｅｓａ"‘recO“e"daz/0〃

for'0"ﾘﾉﾖﾉﾉ0〃ａ"dlOUs/"ｇ“"sUseF）および「世帯調査ハンドブック（改

訂版）」（’β"dbOOAOf』Wseﾉｹ0/dJUrI'eγ，ノ?eﾀﾞﾉsedld/t/0")４）をふくむセ

ンサスや調査にむけての国連の諸勧告やハンドブックおよび技術的研究を利用

している。

「世帯調査ハンドブック」は、世帯調査の組織と方法論の基本的ガイドであ

り、一般的レベルにおいてであるが、組織、企画、実施作業と調査内容を検討

している。この「ハンドブック」の後に、調査の企画と内容に関する技術的問

題を詳細に取り上げた、国の世帯調査実行計画（NHSCP:NationalHousehold

SurveyCapabilityProgramme)によって用意された一連の技術的研究５〕、そし

て技術的報告書「世帯調査を使用しての女性に関する統計と指標の改善」（

/"ｐｒ０ｒ/"：Ｊ/ａｔ/ｓｚ/ｃｓａ"。／"｡/catOrso〃ノグｂ"e〃化/"glOUse〃0/ｄＪＵ〃e刀

が続いた‘）。

ほとんどの国と国際レベルにおいて、女性の状況に関するデータの大きな部

分は、統計機関が定期的に収集している。しかし、これらのデータは１カ所に

まとめられることは希であり、特別の目的、例えば女性に関する指標を用意す

るなどのために効果的な統計を見いだし、使用するためには、かなりの経験と

特別な表や文献案内へのアクセスが通常は必要とされる。しかし、過去数年間

に、マイクロコンピュータによるデータベースの企画や管理のための新しい技

術が鷲<ほど発展した。マイクロコンピュータの柔軟性、標準化、低コストに
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よって、相対的に小規模な多くの応用のために、世界中の統計の利用者と作成

者の双方が速やかに採用するようになった。これらの展開によって、女性に関

する利用可能なデータの多くを機械読みが可能な形にし、このデータを安く速

やかに配布することが可能になった。

これらの可能性を探求するプロジェクトが1984年に国連事務局でおこされ、

国連人口基金の支持を得た。このプロジェクトは、マイクロコンピュータのた

めに、女性に関する統計と指標の利用者向けのデータペースを開発することを

意図しており、次の目的を持つものであった。（ａ）データベースに利用可能な

データの検討、（ｂ）データの編集と、貯蔵、検索、更新のため、また特別な統

計と表のためのソフトウエアの用意、（ｃ）データベースの設置と多分野の地域

的、国際的研究の準備の際の、国連事務局の開発・人道問題センター、インス

トローなどの主要な利用者との協力。

このデータベースの第１版は、国連女性の指標と統計データペース（Wistat）

として、１９８８年半ばに完成し、発行された。初期のウィスタットの主たる応用は、

1989年に国連から発刊された「１９８６年の女性の状況に関する統計と指標の大要」

（’ひ"pe"`/L/〃ｏｆＪｔａｔ/ｓｔ／ｃｓａ"‘／"‘/cazO極０〃ｚｂｅＪ/j〃βｚ／0〃０/WIcwe"，

/９８６）ｱ）の準備であった。この「大要」はこのように、女性に関する統計や指

標のプログラムを遂行しつつある国が、女性に関するどんな系列や指標が国際

的に利用可能であるかを判断し、自国の系列やデータ自体の利用可能性を、発

展の同じレベルの他の諸国の状況と比較するのに利用できる。

ウィスタットは、世界の１７８の国と地域についての詳細な統計をふくんでいる。

国連の総ての国と、１９８５年の１５万以上の人口を持つ他のすべての国や地域につ

いて、各国のデータが入手可能な限りでとりあげている。データはおおまかに

1970～１９８５年の時期についてのものであり、１９５０年にさかのぼり、また2025年

に向けての何らかの予測や推定値をともなったものである。それは、国連事務

局、国連地域委員会、ＩＬＯ、ＦＡＯ、ＵＮＥＳＣＯ、ＷＨＯなどをふくむ専

門機関、そして列国議会連合、非政府組織など国際レベルで入手可能な女性に

関する広い範囲の各国統計をふくむ。そのデータは、次の９つの主題分野にわ

けられている。
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人口構成と分布

学習・教育サービス

経済活動人口、非活動人口

世帯、婚姻関係、出産力

居住条件と住居

健康と保健サービス：身体障害者

公務と政治参加

犯罪と司法

国民生産と支出

Ｉ

ＩＩ

ＩＩＩ

ＩＶ

Ｖ

ＶＩ

ＶＩＩ

ＶＩＩＩ

ＩＸ

ウィスタットは、各国の計画がそこから発展しうる経験とデータの核心を提供

しているということができる。そういった計画は、基本的な人口センサスや調

査において既に収集されているデータの編集を短期の目標として持ちうるだろ

う‘）。長期目標としては、「女性の状況に関する統計と指標の概念と方法の改

善」ｏ）で討議されたような重要な概念と方法のきびしい検討や発展がありうる。

この「改善」は、例えば人口動態統計や世帯調査の基本的データ収集計画と、

基本的な収集能力が大部分の発展途上国において現在のところは不十分な、賃

金・俸給、インフォーマルセクターや農業などの分野での男女の統計や指標の

開発との間の溝を埋めるものであった１０）。

本書でもアプローチや技術は、ウィスタットのために開発されたものにしっか

りと従ったものである。これらは、ＵＮＩＦＡの援助を受けて、国連事務局の

開発のための技術協力部と統計局のプロジェクトの一環であり、各国が女性に

関する各国のデータペースを企画し設置するのを援助するものである。

本「ハンドブック」は、国連事務局の諮問員であるカルメン・マクファーレ

ンが用意した。女性の統計と統計データベースの分野の国連の出版物や計画に

関する一層の情報は、国連統計局長（ＤｉｒｅｃｔｏｒｏｆｔｈｅＳｔａｔｉｓｔｉｃａｌＯｆｆｉｃｅ，

UnitedNations,NewYork，ＮｅｗＹｏｒｋｌＯＯｌ７）に便りをすれば、人手できる。
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屈雲計苛

なぜ女性に関する統計データペースか

女性の状況に関する包括的で、時を得た、信頼できる統計は、ステレオタイ

プの除去と完全な平等に向けての運動において重要な役割を果たす。そういっ

た統計に対する必要は、種々の政策や計画が女性に与える影響を評価し監視し、

社会政策の効率性を測定し、そして不平等の程度を最小限にする狙いをもつ政

策の展開を導く企てにおいて、特に強調されてきた。人口の活動について性別

のデータが入手できれば、経済発展への女性の参加をふくむ社会へのその貢献

の分析が可能になり、女性に対しての現存する差別を最小にするという、さら

に大きな貢献が可能なガイドラインを提供できよう。

女性に関する統計情報は、ここ数年来ほとんどのセンサスでの一つの見もの

であり、人口の特性が一般的に性別に収集され配布された。他の源泉から収集

される幾つかの行政資料、主として人口動態統計と入学に関する資料も性別を

保持しており、これも性別になっている他のデータが世帯調査から得られてい

る。これは、ほとんどの国において、ジェンダーに基礎をおいた情報の主な基

礎であった。国際会議において政府に対してなされた勧告、特に女性の地位向

上のためのナイロビ将来戦略にふくまれている勧告にそって、女性に関する統

計情報を作成し配布するための各国レペルでの努力が一層のひろがりをみせた。

ほとんどの場合に、そういった情報は、統計情報の配布の全体的計画の一部分

として入手可能であった。多くの場合に、それは中央で調整はされなかった。

女性に関する広い核心的な情報を集める責任を持つ情報機関が、それら情報の

適時性、正確性、信頼性、比較可能性を改善する必要は、多くの国において緊

急になってきている。最近おこった技術の改善とともに、コンピュータ化され

たデータの発展は、データへの要求の増大を満足させる最も効率的なシステム

を用意するように見える。したがって、多くの政府は、そういったデータペー

スの導入を検討中である。

女性に関する国の統計データペースの発展は、人口とその活動に関するジェ

ンダーに明確な、単一のシステム内での、データーこれは女性の地位を向上さ
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せるために必要なものである－の提供に大きく貢献する。そういったデータベ

ースからの情報に助けられる目的は多くある。信頼できるデータの人手可能性

は、一般に国の政策の策定、発展、評価にとって不可欠と受け止められてきた。

国の政策立案者は、国の生活、社会発展、公平のレベルでの改善を測定し、過

程において社会的その他の問題を認定するために使用できる情報を必要とする。

容易に理解できる書式での女性に関する統計の人手が相対的には困難であった

ことが、多くの国において、多くの政策立案者が女性の問題を強調しない原因

のひとつであった。女性に関する統計データベースは、国の政策立案者が、自

らが女性に影響を与えるという状況をより強く自覚するのに大きく貢献できる。

地域や部門の計画もまた、そういったデータベースの発展によって利益をう

ける。しかし、これが有効であるためには、ふくめられるべきデータは、その

計画がかかわる地域や部門と一致する分類を使いながら開発されなければなら

ない。計画に加えて、前進を監視する必要もある。このことは、効果的な監視

を可能とするような時をえた信頼できる情報を用意するよう、データベースに

更新のシステムをふくめることを要請する。

このデータベースの重要な利用者は、女性団体であろう。ジェンダーにそく

した情報の必要性は、女性の状況の改善を導く政策や計画を促進するため、そ

してその国の中のすべての組織や個人を、そういった改善の必要に敏感にする

うえで必要な情報を持つために、それら団体の仕事にとって不可欠である。女

性に関する統計データベースに公衆がアクセスできることは、問題に敏感にな

る過程を助けるだけでなく、公衆の側において女性の状況、もしあるとすれば

不平等や差別の大きさ、そしてそういった差別を無くする必要に関する自覚を

最大のものとするために必須のものである。

このハンドブックの使用法

女性の状況が、ますます各国と世界の関心事の焦点になるとともに、そして

これらの関心に向けられた計画や政策が検討されるとともに、性別の情報への

要求はますます緊急のものと受け取られるようになり、前よりももっと多いジ

ェンダー別の情報を作成し配布するよう、統計データの供給者に圧力が力､かつ
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ている。この「ハンドブック」は、女性に関する国内の統計データペースの開

発を通じて、この要求に対応する必要を感じている国々を援助するために作成

された。これは、そのようなコンピュータ化されたデータペースの創設にたず

さわっている人々に向けられたものである。

この「ハンドブック」は、広く多分野にわたる利用者が最大限活用できるよ

うな形で、また特定の利用者が、その仕事に直接関係する分野に集中できるも

のとして開発された。女性に関する国の統計データペースの開発と管理にふく

まれるすべての側面の情報を得るためには、すべての章を読むことが有効であ

ろうが、必ずそうしなければならないわけではない。そういった利用者は、目

次の表から、関心をもったデータペースの開発と管理に関する特定の側面に対

して情報と助言を提供している章や節を選べばよい。以下では、利用者に各章

と節が提供している用途をガイドする。

第一に、この「ハンドブック」の目的のひとつは、コミュニケーションと専

門的知識をひろげることである。コミュニケーションに関しては、女性に関す

る国の統計データベースの開発のためのガイドラインと、データペースが一国

の行政において果たしうる有効な役割とを示そうとしている。第１部、第１章

（女性に関する国の統計データベースの目的と関連問題）は、これらの見地に

ふれる。第３章（データのカバレッジ）の情報は、第１章の内容を補足する。

データベースの開発を支える情報の提供は、その開発に責任を持つ人々には有

効であることが示されよう。

データベースの開発が決定されたなら、幾つかのステップがとられなければ

ならない。これらについて第２章（女性に関する国の統計データベースの計画

と組織）が提示している。データベースの開発を助言する責任を持つ人は、こ

の章に習熟する必要があり、特に関連する資金的問題を判断する立場にたつこ

とが必要になるだろう。

第２章第２節では、データペースの配置場所が論じられる。ある国では、こ

のデータペースが中央統計局内に設置されることを、またある国では、女性に

関する国の機関の部局などのような他の機関に設置されるのが有効だと考える

だろう。データベースの配置位置にかかわらず、中央統計局がその開発に深く

関与することが重要である。ふくめられるべき主題は広い範囲にわたるので、
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主題の部門を越Iえた広範な専門家(の専門知識が要求されよう。そのような専門

家を獲得できるのはしばしば中央統計局内部においてだけである。

第２部はデータの開発に使用可能な概念と定義を示す。この『ハンドブック」

で提案されているアプローチにあわせながら、各国はそのデータベースに、各

国の定期的な一国の統計計画で開発されたデータをふくめることが期待される。

この点で、第２部で示された概念や定義は、このデータベースにふくまれてい

るデータの開発において、中央統計局や他の特定の統計部門の統計家たちの利

用を予定して書かれている。第２部に用意されている分類はまた、データの作

成者のためのものでもある。

第２部のもうひとつの目的は、データベースの開発者に対してデータを探索

する点で援助することである。第２部の序は、データを探索するときの幾つか

の一般的ガイドラインをふくみ、付録Ｉは、テーマ別の情報を示す。これらの

テーマは各章で詳細に論じられる。データペースの開発者が、概念、定義、分

類を理解すれば、彼らとデータを開発している主題別の専門家との間で、事情

を知ったうえでの対話が促進されるだろう。
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事務局長からのメッセージ

国連は1975年を国際婦人年とし、１９７６年～1985年を国連婦人の１０年：平等、

開発、平和、にすると宣言して以来、女性の状況に関する信頼できる包括的な

データの収集と分析は、国連システムにおいて第一の優先度を持つものになっ

た。

本書は、国連の多くの部分での、女性に関する統計の収集だけではなく、世

界中の政策作成者や人々が、立法、開発戦略、効果的なロビー活動を通じて、

女性の地位の向上に使うことができるような形で統計を表示し解釈する作業を

反映したものである。ここにある情報は、女性の仕事、価値、責任に対する平

等を促進し態度を変えるための価値ある道具にちがいない。

これらのデータや指標から明らかなことは、過去２０年間に女性にとってのい

くつかの改善があったとはいえ、大半の女性はいまだ、権力、富、機会におい

て男性よりはるかに遅れた位置にあることである。データは、現在の状況を自

覚するため、政策を導くため、改善に向けて行動を起こすため、前進を監視す

るために、必要である。

本書のデータは、これらすべてを遂行するための助けとして示されている。

ハビェル・ペレス・デクエヤル

事務総長
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6垂〔一力宝壹邑

女性は、社会的、経済的、政治的開発に関する世界的課題の前線に立ちつつ

ある。しかし課題から実践のための政策に移るには、ときとして数代にわたる

時間を要する。平等な地位への要求を支持するには、数字が必要である。

多年にわたって、女性の主唱者は、女性を消極的で、依存的で、男性に比し

て劣ると叙述するステレオタイプに挑戦してきた。しかし、この挑戦をしっか

りした証拠によって補強する努力は、多くの統計や指標の定義と収集における

男性的偏りをふくめて、入手可能な統計や分析における深刻な制約によって、

切り下げられてきた。女性の生活条件一および家族、経済、世帯への女性の貢

献一は、一般的には見えないのである。多くの統計は女性のではなく男性の状

況や貢献を描くか、単純にジェンダーを無視した仕方で定義されている。

このような不平等をなおすために、国連は１９７５年に、国連婦人の10年：平等、

開発、平和を開始し、ジェンダー別に社会傾向と統計の収集と編集を研究する

努力を率先するよう呼びかけた。この指令の直接的な結果である女性の状況に

関する本書の統計的描写と分析は、世界中の女性の状.況と貢献についてのこれ

までで最も完全な描写を提供している。しかし、これは統計的尺度を改善する

ひとつのはじまりに過ぎない。そのジェンダー的偏りを取り除くことはゆっく

りした過程である。

本書の－健康、家族、教育、経済、公的生活、住居についての－描写は、男

性と女性とが実際に異なる世界で機能しているという事実を浮き彫りにしてい

る。家族、経済、社会へのその責任と貢献は極めて異なっている。

男性と女性の世界の最も明白な違いのひとつは、女性の育児における役割と、

家族の世話と世帯管理に対するほぼ完全に責任を負っていることである。ここ

でも、データは、女性は再生産の生活についてより大きな管理力を得てきたが、

どこでもそうなのではなく、程度も同じではないことを示している。そして、

女性がそういった管理をするときですら、家族の生存と自分に関する責任は増

大している。非常に多くの例において、女性は、しばしば容赦のない不利な条

件の下で、家族と自身のための最後の安らぎの場を提供している。

経済生活に関する統計と指標は、女性が、世界中のすべての場所で新しい経
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済的機会を発見しひろげており－より大きな経済的役割を持つことを当然と考

えていることを指摘している。しかし、一般に自家農業と生産性の低いサービ

ス業での女性の経済的就業は、男性の就業から分離されており、不平等である。

女性の収入は男性の収入を補うものとみなされ、低いままである。さらに悪い

ことに､女性が行なう仕事の大部分は､なお経済的価値は全くもたないと考え

られ、測定すらされていない。最後に、あらゆる経済的および政治的意思決定

への女性の参加は、わずかに改善されつつあるが、極度に低いままである。

この種の数字や分析の焦点を女性の要求、努力、貢献におくことは、協議事

項を実践のための政策へ、平和で、平等で、持続的な開発性の世界へと移す過

程を早める最前の方法のひとつである。

国連事務局次長、国際経済・社会問題総局ラフェデイン・アーメッド

国連人口基金事務局長

国連社会開発人道問題センター所長

国連児童基金事務局長

国連女性のための開発基金

ナフィス・サジク

マーガレット・』・アンステイー

ジェイムス・グラント

シャロン・キャンペリング・アラキヤ
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浜宇

「世界の女性1970-1990年」を作成しようとした背景にある考えは、女性の

状況がどう変化しており、あるいは変化していないかを理解する上で必要な数

と分析を提供すること、そして、すべての場所にいる女性、メディア、女性擁

護者にとどくように提供すること、である。このやり方において、本報告書は

国連にとって新しいものであり、実験的なものである。本報告書は、関心ある

女性と男性に情報を提供し、彼らがこの情報を利用して、いたるところで人々

に対して、経済、政治、家族生活への女性の貢献の大きさを伝え、また公的な

あるいは民間の意思決定者に向けて女性に不公平な政策を変えるよう説得する

訴えを支持できるようにするものである。

本報告書の方向およびとりあげる領域は、女性に対するあらゆる形態の差別

撤廃に関する条約（１９７９年）、女性の地位向上のためのナイロビ将来戦略（

1985年）をふくめて、国連ですでに採択された指令にしたがっている。

本書はまた統計の源泉を示す本でもある。国と地域のデータが、女性の状況

を把握する指標に集約され、ついで地域の平均値にまとめられた。地域の平均

値は分析され解釈されてテキストや図に示された。広い範囲にわたる一般的お

よび特別な統計が収集されたが、多くの不足が、重要なテーマ、速報性、男性

との比較、時系列、取り上げた国、などにおいて残った。それにもかかわらず

本報告書は、今後より多くの情報を蓄積し解釈するためのガイドとなっている。

また、本書は世界の様々の部分で女性がどう生活しているかについて、これま

でのうち最も完全に提示したものてある。

「世界の女性1970-1990年」は、国際的な統計出版物としては新しい形のも

のであり、１９６０年代および’９７０年代以降、いくつかの国で国内レペルで開発さ

れた「社会傾向と統計」についての出版物にならったものである。国連機関の

諮問者として参加したクラウス・モーサー卿は、この形の統計出版物の計画を

励まし援助してくれた。本報告の書式は、多様な社会的・人間的開発の指標の

提示には特に適したものであると考えられる。こういった指標は、どんなに重

要であっても、経済統計や国民勘定のように小数の集計数で示すことはできな
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い。

『世界の女性1970-1990年」は、女性の平等と開発への参加を促進すること

に関心を持つ多くの国連機関との協力した努力の産物である。この努力は、国

連児童基金（UNICEF）、国連人口基金（UNFPA）、国連女性開発基金（UNIFEM）、

国連事務局社会開発ワ人道問題センターの女性の地位向上のための部<によっ

て行われ、これらすべての機関はまた大きな財政的援助を行った。

インストローと国連開発計画（UNDP）は、壁グラフ「女性の状況-1990年：

主要指標」’）のために資金を提供した。

国連事務局国際経済社会総局の統計局は、「世界の女性1790-1990年」のた

めの統計資料を編集・整理し、この報告書の準備の全体にわたっての調整をし

た。その分析と政策の方向づけは、UNICEF、UNFPA、ＵＮＩＦＥＭや国連社会開発．

人道問題センターが行った。

他の国連部局や機関が、それぞれの専門分野の統計や特別研究を提供した。

それら諸機関は、国連事務局国際経済社会総局の人口部門、ＩＬＯ、ＦＡＯ、インス

トロー、UNESCO、世界銀行、ＷＨＯである。非政府機関である列国議会同盟もまた

情報を提供した。

次の人物および機関が事務局の諮問員として「世界の女性1970-1990年」の

準備を援助した。すなわち、GwenJhonson-AscaiとGeorgeAscadi、Ｊｕｄｉｔｈ

Ｂｒｕｃｅ、ＲｕｔｂＤｉｘｏｎ、ＲａｎｄｅｅＦａｌｋ、ＬｏｕｒｄｅｓＵｒｄａｎｅｔａ－Ｆｅｒｒａｎ、ＬｕｉｓｅｌｌａＧｏｌｄ

ｓｃｈｍｉｄｔ－Ｃｌｅｍｏｎｔ、ＡｎｄｒｅｗＨａｒｖｅｙ、ＡｂｂｅＨｅｒｚｉｇ、ＣａｒｍｅＤＭｃＦａｒｌａｎｅ、Leo

Pujadas、GorannaSipicおよび開発途上国の公企業の国際センター、Debbie

TaylorとLaurentToulemonである。アメリカ作家協会のＶａｌｅｒｉｅＧｗｉｎｎｅｒ、

ＫａｔｈｅｒｉｎｅＨｕｍｐｈｒｅｙ、BruceRoss-LarsonとＭｅｒｒｅｌｌＴｕｃｋ－Ｐｒｉｍｄａｈｌは、事

務局の諮問員として、概論の草稿を書き、最終稿を準備する際に事務局に対し

て大きな援助を与えた。

「世界の女性１７９０－１９９０年」の仕事は、RoberJohnstonとｊｏａｎｎＶａｎｅｋの

指揮とＬｉｎｄａＧｏの補助と以下の者からなる諮問委員会によって行われた。す

なわち、ＲｉｃｈａｒｄＪｏｌｌｙｏＧａｒｅｔｈｊｏｎｅｓとＡｇｎｅｓＡｉｄｏｏ（ＵＮＩＣＥＦ）、Ｃａｔｈｅｒｉｎｅ

Ｓ、Ｐｉｅｒｃｅ、ＡＭｕｎｉｅｍＡｂｕ－ＮｕｗａｒとＡｌｅｘＭａｒｓｈａｌｌ（ＵＮＦＰＡ）、ＬｉｎｄａＭｉｒａｎｄａ

（UNIFEM）、国連事務局のJohnMathiason（社会開発・人道問題センター）、
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TinaJorgen-sen（広報部）、MaximZhukov（議会サービス局）であった。

l）ＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ,ＳａｌｅｓＮｏ.Ｅ､９０．ＸＶＩＬ３Ａ

言者薑量０＝一つし五－て

「世界の女性１９７０～１９９０年」は、女性の状況に関する主たる事実を明示

するために、非専門家が簡単に理解できる統計と分析を示すために、革新的な

技術と書式を使った試験的な出版物である。

各章は、４ないし５つの文章の主要なメッセージからはじまる。そして、章

末の諸国の表からひきだされる本文、図、ときには地域の物語を示す表という

構成で進む。その意図は、直線的な物語をするということではなく、各指標に

関して、データから一般化できることを伝えるよう幾つかの叙述的な文と解説

図を集めようということである。説明が、国の表を越えて、そのまるまろの源

泉であるマイクロコンピュータのための国連女性の指標と統計データベース

（Wistat）からひきだされている場合もある。このＷｉｓｔａｔは、国連システムの

すべての箇所で人手できる女性（および男性と比較しての女性）に関するデー

タの大部分を集めたものである。また、説明の資料が他の源泉、主として小規

模の研究（これは引用してある）からひきだされている場合もある。

本文と表には、その指標がどう定義されており、データを何からとり、どう

解釈できるかの説明がついている。

地域および部分地域の平均

使用された地域と部分地域の分類は、本書末尾の付録ＩＩＩに示されている。

（それぞれ注記したように）わずかの例外はあるが、地域と部分地域の平均は、

データを入手できた国や地域についての非加重データに基づいている。その意

図は、その地域あるいは部分地域の全体的描写を示し、これとの対比で各国ま

たは地域の位置を評価できるようにするためである。もし、国のデータが各国
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の人口によってウエイトづけされると、地域や部分地域の平均は、１，２の大

国の状況を主として反映することになってしまう。

地域および部分地域のデータの表示

もし基本データが、地域平均が諸別の違いを隠してしまったり、部分地域の

方がより等質的であることを示しているなら、可能なところでは、地域平均で

はなく部分地域の平均が示されている。もし、系列が部分地域のレペルでも

（例えば、1人あたりのＧＤＰのように）異質であるなら、国あるいは比較可

能な国の小グループのデータが、計算と分析の基準として使われている。地域

あるいは部分地域で入手できる国の数や地域が非常に小さな場合には、それら

の国が示されるか、データのある国の数がしめされている。

国の基本的分類は大陸別によっている。国連システムには、ある国あるいは

地域を先進あるいは途上のいづれとみなすかに閲して一般的に認められている

基準はないので、これらの用語は地域あるいは部分地域のレベルでだけ使われ

る。それらは、統計上および分析上の便宜のためであり、国や地域が発展過程

で到達している段階についての判断を表すものではない。

この出版物における統計分析のためには、先進地域は、ヨーロッパ、ソ連邦、

北アメリカ（アメリカ合衆国とカナダ）、オーストラリア、日本、ニュージー

ランドとしている。残りの主要な地域は、アフリカ、ラテンアメリカ・カリブ

海、アジア・太平洋地域である。アフリカとアジア太平洋地域において、国ま

たは地域についてより等質的なグループを認定することが可能でありかつ必要

なところでは、部分地域の平均が使われている。部分地域の分類は、国連事務

局人口部が人口分析のために開発した分類に基づいている。ほとんどの場合、

アフリカは、北部と部分サハラ地域に、アジア・太平洋は、西、東、南および

南東部分地域とオセアニアに、区分される。オーストラリア、日本、ニュージ

ーランドは、先進地域に属するので、すべての場合に、アジア・太平洋の計算

からは除かれる。

国と地域

一般的に、対象とする国や地域は、国連女性の指標と統計データベース
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(Wistat)のそれと同じであり、国連の全加盟国プラス１９８５年に人口１５万人以上

の非加盟国と他の統一体である。これらは付録ＩＩＩのリストに示されている。

もし、本文の表に特定国のデータが（例えば、高い妊婦死亡率の高い国のリ

ストのように）示されているなら、それら諸国はデータが人手できる国である。

したがって、本文の表のそういったリストは、すべての国をとりあげているわ

けでない。各章末の指標の国別の表において、データが入手できない国は、２

つのピリオド（．．）で、データが無いことを示している。「世界の女性1970～

1990」で用いた名称や資料の表示方式は、いかなる国、領土、都市あるいは地

域の法的地位、あるいはその当局の法的地位に関しての、あるいはその国境あ

るいは境界の決定に関しての国連事務局の側のいかなる意見の表明をも意味し

ない。

ドイツ民主共和国のドイツ連邦共和国への併合が1990年１０月３日に発効して、

２つのドイツ国家が統一し、ひとつの主権を形成した。統一の日から、ドイツ

連邦共和国は、国連において「ドイツ」の名称の下に動いている。ドイツにつ

いて示されている全てのデータは、］990年６月末あるいはそれ以前のものであ

り、ドイツ連邦共和国と旧ドイツ民主共和国とに区分して示されている。

データの源泉

Wistatおよび「世界の女性１９７０～1990」のために編集された統計や指標は、

主として各国および国際的な公式の源泉からとられている。これらは、より権

威を持ち、包括的であり、時系列としてより広く入手でき、諸国間の比較がよ

り可能だからである。大部分の公式の各国および国際的な統計の源泉は、デー

タを各国の人口・住宅センサスと世帯標本調査から直接的に使用するか、それ

らに基づく推定値である。

他の源泉と推定値が広く入手でき、専門家の吟味と討議にかけられ、他の独

立した源泉と矛盾しない場合には、それらで公式の源泉を補っている。

統計的な概念と源泉は、本文中の多くの場所で強調され、また各国の表にそ

えられた注に記述されている。さらに詳細な統計と方法の記述に関しては、第

１次の統計や分析をしている源泉を調べるべきである。それらについては、本

文で括弧の中に引用されており、本書の最後にリストされている。
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１＝＝クレラーィ、ソク言者匡'つつ玄Zごｆ生と夛弓j生

ロつわ巳渉ＥＣ＝主夛Ｏナニ驚充言ｆと弁旨程票匡

（１９８９年）

両性間の平等一機会均等一をめざす活発な努力が、すべてのノルディック諸

国において進行中である。社会的変化に働きかけるためには、現在の状況とこ

れまでの発展を洞察する必要がある。機会の不平等という問題の自覚をレベル

アップし、種々の手段を誠じることへの意見を喚起し、意思決定のための基礎

を用意するためには、種々の社会的領域での女性と男性の状況についての事実

が必要である。事実はまた、実施された手段の効果を評価するために必要であ

る。

５年前に、ノルディック諸国の中央統計局は、機会の均等に関する統計を開

発する共同プロジェクトを開始した。このプロジェクトの目的は、経験の交流、

共同開発プロジェクトの指導、ノルディック各国の機会均等に関する現在の状況

を叙述し分析することである。

1986～８７年に、この協力によって機会均等指標が提案された。この指標のリ

ストは、1987年５月18-20日のジュネーブでのＥＣＥの非公式会議で提示され

た。

この指標リストに基づいて統計が編集され分析された。この成果としての出

版物「ノルディック諸国における女性と男性：機会均等についての事実、１９８８

年」は、オスロの公式ノルディック会議と1988年８月の女性フォーラムに提示

された。

この指標リストは現在では改訂されている。新版は、機会均等統計の収集、

分析、提示の改善をめざす今後の作業の基礎になろう。
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主要分野 指標数

人口

住居

健康と不健康

時間利用

教育

不払い労働

支払い労働

経済

犯罪

育児

レジャー時間

８
６
６
２
１
４
５
０
３
８
９
２

１
１

１
１
１

１

権力

合計 1１４
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－〃レラーィックア言者匡ｌｐつ式ZごＴ生と昇夛征生

っつうｐこてFEO＝雇罰－ず一身ら罰流言ｆ－と寸言程票

すべての指標は性別に示されるべきである。

統計と指標副次領域主要領域

人口 年齢別人口

市民権別人口

母の年令別女性1000人あたり出生

総出産力：再生産年令期間の女性1人

あたり平均出産数

年齢別死亡

乳児死亡

平均寿命

タイプ別産児制限の使用

年齢別不妊

年齢別女性1000人あたり合法的妊娠中絶

中絶率（再生産期の女性1000人あたり

合法的妊娠中絶数）

出生1000人あたり合法的妊娠中絶数

年齢別個人、同居関係、子供数

以前の市民地位別結婚

結婚女性1000人あたり離婚

結婚期間別離婚

同居関係と子供数別家族単位・

世帯規模別の世帯と世帯内の個人

若者の住居、年齢（１６－１９，２０－２４才）別

退職者の住居

退職者への自治体のサービス

ライフサイクル別単一家族での居住

ライフサイクル別現代性（modernness）

ライフサイクル別混雑（overcrowding）

年齢別常習喫煙者

年齢別アルコール消費

運動習慣

タイプ別疾病

年齢別疾病大分類

年齢別の就業能力に大きな影響をもつ

慢性あるいは長期の疾病

職業病、タイプ別・年令別

家での事故、タイプ別・年令別

交通事故による傷害と死亡

１
２
３
４

人口

５
６
７
８
９
０
１
１
１

産児制限手段
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

家族と世帯

タイプ住居

標準

ライフスタイ

ル

健康と不健

康

疾病

－
２
３

３
３
３事故
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仕事中の事故、タイプ別・年齢別

リクリエーション中の事故、年齢別

死亡、死因（大分類）別・年齢別

職業関連の死因

薬の使用、疾病別

入院患者の健康管理治療日数

保健サービスの利用

活動タイプ別（支払い労働、不払い

労働、レジャー）時間の利用とライフ・

サイクル

活動タイプ別・年令別時間の利用

年齢別人口の教育水準

正規教育制度における１６～２９才の生徒

中等上級教育の分野別生徒

中等上級教育の分野別退学者

中等上級教育の分野別修了者

中レベルの分野別職業訓練校生徒

中レベルの分野別職業訓練校退学者

中レベルの分野別職業訓練校修了者

学習分野別高等教育学生

学習分野別高等教育退学者

学習分野別高等教育修了者

タイプ（家事労働他）別・ライフサイ

クル別無給労働時,間

タイプおよび年令別無給労働時間

ライフサイクルと年令別家事労働時間

ライフサイクル年令別専業家事従事者

従業上の地位別２０才～退職年令人口

種々の年令階層別雇用者割合

主要活動および年齢別人口

労働力における種々の年令階層の人口割合

専業、長時間ないし短時間パート別雇用者

年齢別平均労働時間

ライフサイクル別平均労働時間

種々の年令階層別失業率

不就業理由

３０の職業大分類（ｌ～ｗ時間／週）

非隔離（４０～６０％）、かなり隔離．

(６０～９０％）、完全隔離（９０～100

％）別の職業の雇用者

民間雇用者対公共部門雇用者

職業と教育別雇用者

産業別雇用者

産業別自営業

４
５
６
７
８
９
０
１

３
３
３
３
３
３
４
４

死亡

健康保険の利

用

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５

教育 レベル

分野別

無給労働 時間利用

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６

有給労働 雇用

労働時間

不就業

職業

６９

７０

７１

７２

産業

労働環境（物

1２８



的・心理的・

社会的）

労働市場尺度

産業別（時間あるいは月）賃金

職業グループ別、専業・パート別賃金

職業グループ別、教育レベル別賃金

収入額別所得稼得者

専業・パート別収入

年令別収入

所得稼得者の十分位（女･性／男性）、平均

平均収入のパーセントでの

家族タイプ別可処分所得

所得タイプ別老齢年金者収入

家族タイプ別社会的扶助受給家族単位

犯罪タイプ別犯罪コード侵犯に対する

判決

犯罪タイプ別年令別犯罪コード侵犯に

対する判決

判決別年令別犯罪コード侵犯に対する

判決

育児休暇

年齢別保育センターおよび家族保育入所

の児童

自治体の学童保育センターあるいは家

族保育における７～10才児童

年齢別・保育の自治体による給付程度

別・児童

３～６才保育への自治体による給付程

度別３～６才児童を持つ就業者

民間保育

保育センターおよび自治体の学童保育

センター職員、教育別登録児童100人

あたり雇用者数

自治体保育、運営費用と費用負担者間

での費用分布

ライフサイクル別・レジャー活動別時間

年令別・レジャー活動別時間

年齢別体操、スポーツあるいは競技

年齢別協会参加

年齢別休暇旅行

タイプ別・年令別文化活動参加

年齢別趣味活動

年齢別学校との交流

３
４
５
６
７
８
９

７
７
７
７
７
７
７

賃金経済

収入

8０

８１

８２

８３

社会的扶助

制裁犯罪

８４

8５

8６

８７

育児休暇育児

8８

8９

9０

９１

９２

他の保育

資源

9３

９４

９５

９６

９７

９８

９９

１００

１０１

時間利用

活動

レジャー

1２９



障害

政治

年齢別リクリエーションへの障害

年齢別議会選挙投票

年齢別自治体選挙投票

政党の国会議員、中央委員会、執行

委員会への進出

議会、政府、自治体や郡議会の議員

自治体と郡の政府の長

自治体と郡の政府のメンバー

行政の委員会、執行委員会、協議会

のメンバー

タイプ別団体メンバー

労働組合の組合員と執行委員

産業別民間および公共部門の指導者

新聞、ラジオ、ＴＶの編集長

新聞、ラジオ、ＴＶのジャーナリスト

'０２

１０３

１０４

１０５

権力

６
７
８
９

０
０
０
０

１
１
１
１

団体 lｌＯ

ｌｌｌ

ｌｌ２

１１３

１１４

事業と行政

マスメディア

1３０
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